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　 この資料 は,日 本 自転 車振興会か ら競輪 収益 の一部で ある

機械 工業 振興 資金 の補助 を受けて昭和55年 度に実施 した 「情 報

化 の推 進 に関 す る調 査 研 究 」 の一環 と して と りま とめ た もの

で あ りま す 。
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一
は じ め に

　 近 年,産 業 界 に お け る デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスへ の 関 心 お よび 利 用 が 急 速 に

拡 大 して い る。 一 方 にお い て,家 庭 で の情 報 の利 用 に関 して も,新 技 術 や新 サ

ー ビス が登 場 し,注 目 を集 め て い る。 これ は従 来 のテ レ ビや新 聞 な どの マス コ

ミ ュニ ケ ー シ ョン とは 異 な り,利 用 者 側 か ら の ア ク セス に よ って,必 要 な情 報

を タ イ ム リィに と り出そ うとす る もの であ る。

　 こ の種 の サ ー ビス には,CATV.ペ イTV,ビ デオ テ ック ス(ビ ューデー タ),

テ レ テ キ ス トな ど多様 な形 態 が あ る。 現 在,わ が 国 も含 め て世 界主 要 国 が 開発

あ るいは 試行 サ ー ビス を展 開 して お り,競 争 も激 化 して い る。 今 後 は 装 置 の コ

ス トが 適 切 な レベ ル まで 下 降 し,あ るい は また ,デ ー タ ベー スの 整 備 が 進 め ば,

80年 代 の新 サ ー ビス と して 家 庭 へ 浸 透 して くる もの と期 待 され て い る。

　本 資料 は 以 上 の状 況 に照 ら して,家 庭 の 情 報化 の可 能 性 と 日常 生 活 へ の イ ン

パ ク トに 関 して,海 外 文 献 を も とに ま とめ た もの であ る
。
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1.情 報 化 お よ び そ の生 活 へ の イ ン パ ク ト

　デ ー タ処 理 とデ ー タ通 信 技術 の 結合 は,新 しい 通信 手 段 の 道 を切 り開 き,新

しい メ デ ィ ア を誕 生 させ た。 特 に,コ ン ピュ ー タ通 信 の普 及 は 著 しい もの が あ

る。 こ の よ うな通 信 に よ リノ 人 々の生 活 の方 法 は急 激 に変 化 す るだ ろ う。 本 レ

ポ ー トでは,こ の よ うな 通 信が 個人 の生 活 の質 に与 え る影 響,良 い 点 と悪 い 点

を調 べ,プ ラ イバ シ ーの 侵 害 を防 ぐ予 防 措 置 を提 供 してみ た い。

1-1　 コン ピュ ー タ通 信 の 発展 と社 会的 影 響

(1)情 報 化 社 会 を 目 ざ して

　 　 新 しい テ ク ノ ロジ ーは,通 信手 段 の広 範 囲 な 開発 を 可 能 に して くれ る。

　 我 々の 社 会 は 今,情 報 化 社会 へ と動 きは じめ て い る。 現 在,高 開 発 国 の 国

　 民 総 生 産 の50%近 くは 情 報 分 野,す なわ ち,情 報 提供 サー ビスのため,情 報

　 を生 成,変 換,伝 達,供 給 す るな どの 分 野 に よ って 占め ら れて い る。 この

　 割 合 は 毎 年 増 え続 け て お り,こ の傾 向 は デ ー タ通 信 と コ ン ピ ュー タ との結

　 合 に 密接 な 関 係 が あ る。

　 　 通 信 手 段 は,知 識 と情 報 を値 入 に伝 え る とい う機 能 を持 つ こ とに よ っ て,

　 国 民 の経 済 社 会 生 活 の中 で主 要 な役 割 を演 じて い る。

(2)　 コ ン ピ ュー タ通 信 の急 激 な 高 ま り

　 　 デ ー タ伝 送 とデ ー タ処 理 に対 す る需要 は 新 しい 公 共 デ ー タ通 信 用 の 設 備

　 を 開 発 し7こ。 す な わ ち,

　 　 一イ ン タ ラク テ ィブ ・ネ ソ トワー ク

　 　　 　 _パ ケ ッ ト交 換

　 　　 　 一回 線 交換

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 一2一



　 　 　 一ケー ブル

　 ーデ一 夕放 送 網

　 　 　 一通 信衛 星 や 地 上 のTVチ ャンネ ル を 介 す る

　 中 で も各 方面 で 開 発 され,広 く使 われ て い る イ ン タ ラク テ ィブな 公共 デ

ー タ網 は パ ケ ッ ト交 換 網 であ る
。 パ ケ ッ ト交 換 に よって,物 理 的 に同 じ リ

ンク を通 る種 々の デ ー タ ・フ ロー が多 重 化 され,そ の 結 果通 信 コス トが 削

減 され た。 つ ま り,物 理 的 な手 段 を,多 くの ユ ー ザ に よ って分 割 で き る よ

うにな った。 これ ら の手 段 が 多 く分 割 され れ ば され るだ け そ の分 割 の効 率

は 高 くな る。 これ ら の ネ ッ トワー クは,コ ン ピュー タ通 信 を開 発 す る上 で

大 きな 役 割 を 演 じて い る。

　 技 術革 新 は普 通,次 の3つ の 段 階 を経 過 す る。

　 一従 来 の機 能 や 活 動 に代 わ る新 しい もの を生 み 出す。

　 一新 しい 可 能 性 を さ らに 利 用す るため に発 展,変 化 す る シス テ ムを確 立

　 　 す る。

　 一初 め は 奇 抜 に思 え る よ うな新 しい ア プ リケ ー シ ョン を開発 す る。

　 これ らの 段 階 を コ ン ピュー タ通 信 にあ て は め て み る と,現 在 我 々は 第 一

段 階 にい る と言 え る だ ろ う。 つ ま り現 在運 用 さ れ て い る公共 デ ー タ網 お よ

び コ ン ピュー タは デ ー タ伝 送 とデー タ処 理 の た め に 設計 され,運 用 され て

い るの で あ る。

　 次 の段 階 も一 般 大 衆 を対 象 と した新 しい サ ー ビス と して姿 を 現 わ し始 め

て い るoこ の よ うな サ ー ビス は,ICテ クノ ロ ジ とデー タ伝 送 の コス トが

下 が っ た こ と に よ り可 能 とな った。 マ イ ク ロプ ロセ ッサ と デー タ網 に よ っ

て イ ンテ リ ジ ェ ンス は経 済 的 に分 散 で き る。

(3)　 コ ン ピュー タ通 信 の社 会 的 影 響

　 　 す べ て の 主要 な技 術 躍 進 がそ うで あ る よ うに,コ ン ピュー タ通 信 も社会

　 的 に大 きい影 響 を持 って い る。 そ の影 響は 各 分 野 に よ って異 な っ てお り,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -3一



そ れぞ れ の間 で摩 擦 が生 ず る。 す な わ ち,

　 一政 府 間.そ れ ぞ れ の政 府 は 自分 た ち の力 と安 全 保 障 を強 化 しよ うとす

　　 る。

　 一個人 間.自 分 た ち の権 利 を認 識 し,尊 重す るた め に立 ち上 が る。

　 一 トラス トお よ び企 業 。 投 資 の対 象 を求 め る。

　一 般大 衆 の活 動 につ い て言 え ば,新 しい サ ー ビス は 我 々 の私 生 活 や 職 業

生活 を急 激 に変 え て し ま うだ け の 力 を持 って い る。

　 問題 な のは,次 の 点 で あ る。 す な わ ち,社 会 の 変 化 に よ っ て利 益 を受 け

るのは 誰 か?　 全 員 か そ れ と も ご く少 数 の個人 か?　 情 報 の 供 給 に貢 献す

るす べ ての 大 型 シ ス テ ム と同様 に,コ ン ピ ュー タ通 信 は,良 い 面 と悪 い面

の 両面 を持 つ 多様 な 可 能 性 を秘 め た情 報 伝 達手 段 で あ る。 従 って,こ の よ

うな 可能 性 は 管理 され な けれ ば な らな い。

　 この新 しい サ ー ビス の 開 発は,値 入 の生 活 の質 を 向上 させ る こ とを 目標

とす べ きで あ る。 トラス トや政 府 がそ の権 力 を増 大 しよ うとす る こ とを 防

ぐ権 利 は,す べ て の 人 々 に与 え られ て い る。

　 この新 しい サー ビス を正 し く開発 す るた め に,望 ま しい 点 と望 ま し くな

い点 を調 べ,プ ライバ シー侵 害 を防 ぐ新 しい装 置 を 設計 しな け れ ば な らな

いo

1-2　 公衆 デ ー タ網 を利 用 した新 サ ー ビス

(1)　 デ ー タ ベ ー ス

　 　 デ ー タ ベ ー ス は カ ー ド ・イ ン デ ック ス を コ ン ビ 三 一 タ 化 した も の で あ る。

　 これ に よ って 人 手 に よ る方法 や,カ ー ドとか 書類 を 利 用 す る よ りず っ と効

　 率 的 な 方法 で,分 類 を 自動化 で き る。 我 々は 今,デ ー タ ベ ー スの 大規 模 な

　 開 発 とい う事 態 に 直面 して お り,従 来 の カー ド ・イ ンデ ック ス の コ ン ピ ュ

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 ー4一
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一 夕化 が 急 速 に進 め られ て い る
。 現 在 の デ ー タベ ー スは 大 部 分 が ビジ ネ ス

情 報 か また は 科 学 技 術 情 報 で あ る。

　 一 般 公 衆 向 け の魅 力あ るデ ー タベ ー ス ・シス テ ム と して,フ ランス で 開

発 され たANTIOPE-TITANシ ス テ ムの よ うな イ ンタ ラ クテ ィブな テ レ

テ キス トを挙 げ る こ とが で き る。 テ レテ キ ス トの 端末 局 は ,標 準 的 な カ ラ

ーTVセ ッ ト,キ ー ボー ド,デ コーダ,電 話 網 との イ ン タ フ ェイ ス に よ っ

て構 成 され る。 端 末 か らの 伝 送 速 度 は75b/s .　 端 末 へ の 伝 送 速 度 は

1200b/sで,完 全 二 重,非 同期 式 で あ る。 ス ク リー ン上 に表示 され るペ

ー ジの 大 き さは40行 ×25字
,各 ポ ジ シ ョンの 中 には,セ ミグ ラ フ ィ ッ

ク ・エ レ メ ン トの い くつ か の アル フ ァベ ッ トの一 つ に属 す る1キ ャ ラク タ

を 表示 で き る。 この イ ン タ ラク テ ィブな 装 置 は,デ ー タを伝 送 す る ため に

TVチ ャ ンネ ル 内の 回線 を使 っ て い る放送 用 テ レテ キ ス ト ・シ ス テ ム と完

全 な互 換 性 が あ る。

　 必 要 な 装 置 の 付 い たTVセ ッ トの値 段 は 約500フ ラン(100米 ドル)

にな る予定 で,将 来 は,250フ ラ ン(50米 ドル)に 下 が るだ ろ う。

　 テ レテ キ ス ト ・サ ー ビス に よ って,ユ ー ザは 供 給 され て い る情 報 な らい

か な る情 報 で も要 求 で き,国 産 のTVセ ッ トでそ れ を受 信 す る こ とが で き

る。 こ うして獲 得 で き る情 報 量 を制 約す る もの は,テ レテ キ ス トの デー タ

ベ ー ス を共 有 す る コ ン ピ ュー タの メモ リ ・サ イズ だ け であ るご こめ サ ー ビ

スは 家 に居 な が ら,雑 誌,辞 書,目 録,カ タ ログ ,住 所録 な どを 調 べ る こ

とを 可 能 に して くれ る。

(2)電 　子 　郵 　便

　 　 郵 便 シス テ ムは い よ い よ飽和 状 態 にな りつ つ あ り,大 きな 赤 字 を計上 し

　 て い る。 しか し郵 便 物 の仕 分 け を 完 全 に 自動 化 す る こ とは そ う簡 単 では な

　 く,少 な くと も当 分 は 主 に人 手 に よ る仕 分 け作 業 が続 け られ る こ と にな る

　 だ ろ う。 そ の上,労 働 力 は値 上 りす る一 方 であ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -5一



　 普 通 は手 紙 そ の もの よ りも手 紙 に含 まれ て い る情 報 の 方 が 重要 で あ る。

従 って,情 報 だ け が伝 え られ れ ば よい わ け で あ る。 情 報 を 電 子 的 に コ ー ド

化 す れ ば,仕 分 け作 業 を 自動化 で き,低 コス トの 電 子 的 な 伝送 が 可 能 とな

る。 例 えば,フ ラ ン ス のTRANSPAC公 共 パ ケ ッ ト交換 網 に よ って・

A4型 の頁,250ワ ー ドをASCIIに 従 って コ ー ド化 して伝 送 す れば,

そ の コ ス トは 約0.10フ ラン(2米 セ ン ト ・購 読 料 は含 ま な い)で ある。

電 子 郵 便 サ ー ビ スの経 済 性 は これ に よ って明 らか で あ る。

　 さ らに,オ フ ィ ス は ワ ー ド ・ プ ロセ ッサ の 利 用 が普 及す るに つ れ て ま

す ます 自動 化 が 進 み,テ キ ス トは す で に 電 子 的 な伝 送 に ふ さわ しい 型 に コ

ー ド化 され てい る。

　 オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ,家 庭 用 また は 公 共 デ ー タ ・ター ミナ ル,フ ァ

ク シ ミ リ,ネ ッ トワー ク化 さ れ た タイ プ ライ タな どが 設置 さ れ る よ うにな

れ ば,多 くの異 な った ニ ー ズ を満 たす た め の電 子郵 便 サ ー ビス が 開 発 され

る可 能性 も 出て くる。 しか し,最 初 の段 階 では 最 大 の 関 心事 は ビ ジ ネ ス用

の郵 便 であ る。

　 伝 送 され た ドキ ュメ ン トの機 密性 は保 証 さ れ,こ れ らの ドキ ュメ ン トに

法 的 価 値 が 与 え られ な け れ ば な らな い。 これ らの条 件 は 現 在 の 郵 便 サ ー ビ

ス に よ って 満 た され てお り,そ の こ とは 電 子 郵 便 サ ー ビス の開 始 とそ の信

頼 性 を保 証 す る もの で あ る。

　 この サ ー ビスの ヵス トマは 誰 に で も電 子 的 に郵 便 メ ッセ ー ジを送 る こ と

が で き る よ うに な ろ う。

、

(3)電 子 向時 決 済 シス テ ム(EFTS)

　 　 EFTSは 次 の よ うな 問 題 を 未 然 に防 ぐ。 つ ま り,小 切 手 を忘 れfCり,当

　 座 貸 越 しにな る のを 防 ぐだ け で な く,小 切 手 の 盗難 や紛 失,現 金 輸 送 中 の

　 強奪 な どを防 止 す る。 さ らに この シ ス テ ムは,小 切手 の数 を著 し く減 らす

　 こ と もで き る。 この こ とは,急 速 な 勢 い で増 え てい る小 切 手 の量 に 対 処 し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一6一
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な け れ ば な ら な い バ ン キ ン グ ・シ ス テ ム に と っ て 唯 一 の 解 決 策 と な る だ ろ

う。

　 一 般 的 なEFTSは,あ る銀 行 か ら他 の 所ヘ リア ル タイ ムで現 金 振込 み を

指 令す るた め の 装 置 を 提供 して くれ る。 公共 デ ー タ ・ネ ッ トワー ク,特 に

パ ケ ッ ト交換 網 を そ の た め に使 うこ とは
,し ゃべ る 回数 が 少 な くてす む こ

の ア プ リケー シ ョンの性 質 を考 え る と,き わめ て適 切 で あ る と言 え よ う
。

　 E.F.T.S.は あ らゆ る トラン ザ ク シ ョンを 行 な うた め に 次 の よ うな

ター ミナル を必 要 とす る。

　 一パ ンク ・コ ン ピュー タ

　 ー店 頭 ター ミナ ル

　 ーオ ー トメ イテ ッ ド ・テ ラー ・マ シン

　 ー家 庭 用 タ ー ミナ ル

　 ーそ の 他

　 一 般 公 衆 を 対 象 と し,種 々の性 質 の サ ー ビス(現 金 を扱 う)を 行 な うこ

とを想 定 す る と,E.F.T.S.が 信 頼 さ れ るTCめ には ,安 全性 が最 も重

要 な ポ イ ン トとな る。 お 金 は様 々 な誘 惑 を生 み,現 金 横 領 とい う職 業 上 の

犯 罪 も誘 発 しか ね な い。

1-3　 生 活 の 質 の 向 上

(1)家 庭 にお け るデ ー タ通 信

　 　 デ ー タ通 信 は,多 様 な サ ー ビス を 通 して 家 庭 に影 響 を 及ぼ す。

　 一 情 報 の 提 供 一

　 　電 子 郵 便 サ ー ビス に よ って,こ の サ ー ビス の利 用 者 は 家 に居 な が ら手

　紙 の送 受 が で き,テ レテ キス トに よ っ て,何 で も希 望す る情 報 に アク セ

　 ス で き る。 それ に よ っ て ハ ー ドコ ピーの 需 要 は 減 少す る こ とに な ろ う。
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　 個人 と社 会 保 障 な どの よ うな 公 共 機 関 との情 報交 換 も著 し く変 化す るだ

ろ う。

一 金 融 お よび 商 用 トラ ンザ ク シ ョン ー

　 テ レテ キス トの カ タ ・グか ら希 望 す る商 品 を 選 び 出 し,そ れ を 家 庭 用 タ

ー ミナル を 介 して 注 文 す る こ とが で き る。 そ の 支 払 いはE .F.T.S.を

通 じて 行 な わ れ る。

　 通 常 の銀 行 との 取 引 き,す な わ ち 請 求 書 の支 払 い,貸 付 け の 依 頼,口 座

か ら 口座 へ の 現 金 振込 み,会 計 の コ ンサ ル テ ィ ングな ど もそ の シス テ ム を

通 じて行 な うこ とが で き る。

一 致 　育 一

　 公 共 デ ー タ ・ネ ッ トワー ク の拡 張 と普 通 のTVセ ッ トに付 加 さ れ た普 遍

的 な 家 庭 用 ター ミナル の 開発 に よ って,家 庭 に お け る コ ン ピュー タ援 用学

習 が経 済 的 に行 な え る よ うにな る。 伝送 コス トは きわ め て安 く,教 育 コ ン

ピ ュー タの普 及 に伴 な って,コ ス ト対 効 果 の 高 い学 習 が可 能 とな るだ ろ う。

　 総合 的 な 文 化 の摂 取 に 関 す る限 り,以 上 の 点 は きわ め て 重要 な 意 味 を も

つ。 但 し,個 人 の教 育 段 階 には 特 別 な 注 意 が 必 要 で あ り,普 通 教 育 と成 人

教 育 が続 け て行 な わ れ な けれ ば な らな い。

一 家 庭 で の オ フ ィス 業 務 一

　 高 度 に開 発 され た 社 会 では,仕 事 が よ り分散 化 され る につ れ て,個 人 の

労 働 時 間は 縮 少 さ れ る。 これ が オ フ ィス ・オ ー トメー シ ・ン と結 び付 く と,

オ フ ィス 内 の通 信 プ ・セ ス は 著 し く変 化 す る こ と に な る。　 電 子的 な

情 報伝 送は そ の 役割 を増 し,新 しい デ ー タ伝 送 設備 の 登場 に よ り,1か 所

に 人を 集 め て お く必 要 は な くな るだ ろ う。

　 新 しい 端 末 は 経 済 的 に開 発 で き るの で,家 でで き る仕事 の 割合 が 増 え る。

そ の 中 には,タ イ プ,書 記 的 業 務,報 告 書 な どの 執 筆 な どとい った 活 動 が

含 まれ る。
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② 　国 民 の経 済 生 活

　 　 新 しい 公 共 デー タ ・ネ ッ トワー ク が国 民 の経 済 生 活 に与 え る影 響 は,甚

　 大 な もの が あ る。

　 一通 信 の物 理的 手 段 が 分 割 され る とい うことは,そ れ だ け 通 信 機 能 が 拡 張

　 　 さ れ,デ ー タ通 信 コス トが 著 し く低 下 され る こ とで あ る。 そ の結 果,通

　 　信 コス トや 電 子 テ ク ノ ・ ジー ・コス トの値 下 げ競 争 が拡 が る。

　 一ネ ソ トワーク標 準 化 の 必 要性 が 叫 ば れ,国 際 的な ス タ ンダ ー ドが制 定 さ

　 　れ る こ と にな ろ う。

　 一フ ラ ンス の よ うに,公 共 デ ー タ ・ネ ッ トワー クの 利 用料 金 は 距 離 と無 関

　 　係 に定 め られ る こ と にな るだ ろ う。 これ に よ って,バ ラ ンス の とれ た地

　 　域 経 済 開 発 政 策 は,国 内 経 済 活 動 の 分 散化 を実 現 す る こ とに な ろ う。

　 一全 国 内 を広 くカバ ー す る こ と に よ り,あ ら ゆ る新 サ ー ビス を広 く浸 透 さ

　 　せ る こ とが で き る。

　 　公 共 伝 送 ネ ッ トワー ク に よ って 情報 へ の ア ク セス が さ ら に拡 大 され る と

い うこ とは,国 民 の 経 済 生 活 を もっ と正 確 に把 握 で き る こ とを 意 味す る
。

そ れ につ い て の デ 三 夕を処 理 す る こ と に よ り,経 済 分 野 の モ デ ル ,経 済 の

発 展 過 程,経 済 開発 予測 な どが よ り正 確化 され よ う。

1-4　 個 人 生 活 の 質 を脅 か す もの

　 　この 章 で取 扱 う個 人 生 活 の 質 を脅 か す ものは,す でに 存 在 してい る。 しか

　し,コ ン ピュー タ と通 信 が結 合 した 場合 に,そ れ らの脅 威 は さ ら に大 き く,

危 険 な もの とな る。

(1)　 プ ライバ シー と個 人 生 活 の 侵 害

　 　 次 の よ うな 筋書 き を想 像 して み よ う。

　 　 時 は1984年 。 す で に新 しい サ ー ビスはす べ て実 現 さ れ,同 じネ ッ ト

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ー9一



　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 *記 注
ワー ク を介 して運 用 さ れ てい る。"ビ ッグ ・ブ ラザ ー"は 国 家 の安 全 を 維

持 す るた め に,あ る個 人 の動 向 を 監 視す る こ とを 決 定。 そ の市 民 の識 別 番

号 を特 別 な コ ン ピュー タに挿入 す る と,こ の ネ ッ トワー ク を通 じて そ の市

民 が伝 送 した あ らゆ るデ ー タがた ち ど こ ろ に集 め られ る。 こ うして"ビ ッ

グ ・ブ ラザ ー"は その 場 で直 ち に,そ の 憐 れ な 男 の行 動 を す べ て知 る こ と

が で き る。 つ ま り,

-E .F.T.S.シ ス テ ムを通 じて,彼 の住 所 と購 入 した もの に つ い て照

　 会 す る。

一 自動 車 案 内 シス テ ムを通 じて彼 が旅 行 した場 所 を照 会 す る。

一電 子 郵 便 サ ー ビス に よ っ て ,彼 の手 紙 の 内 容 とそ の宛 て先 を調 べ る。

一そ の他

　 現 在,デ ー タベ ース には 社 会 保 障,収 入,保 険 な どに関す る個 人 デ ー タ

が 含 まれ て い る。 政 治 的 意 見,労 働 組 合 会 員,警 察 の記 録 な ど も個 人 の コ

ン ピ ュー タ に ス トア され る。

　 プ ラ イバ シー の 侵 害は この よ うな フ ァ イル の存 在 に よ って起 るの で は な

く,特 定 の個 人 に関す る全 情 報 が 互 い に 関 連 付 け られ た場 合 にの み 起 るの

で あ る。

　 従 っ て少 数 の 人 間 が この よ うな デ ー タを コ ンパ イ ルす るた め の手 段 とそ

れ ら を稼 働 させ る能 力 を握 った と き,個 人 の プ ラ イベ ー トな 生 活は 失 な わ

れ る こ とに な る。

　 コ ン ピ ュー タや 通 信 回線 を使 わ な い で これ ら の デー タを収 集 す る こ とは,

論 理 的 には 可 能 であ るが,デ ー タ収 集 に要 す る莫 大 な 労 力 を考 え る と,実

際 には 不 可 能 で あ る。 しか し現 在す で に,コ ン ピ ュー タに よ る分類 の 自動

化 が この よ うな 情 報 収 集 を可 能 に して い る。 コ ン ピ ュー タ通 信 は この 他 に

もさ らに難 しい 問題 をは らん でい る。

　 最 大 の 問 題 は 各 個 人 につ け られ る識 別 番 号 で あ る。 この番 号 に よっ て,

　 *ジ ョージ ・オー ウェル著"1984年"の 中に出てくる中央の管理組織
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各 個 人 に関す るす べ て の デ ー タが 簡単 に収 集 され る よ うに な る。

■

② 　国 家 お よび 民 間 企 業 に と って の脅 威

　 　 侵 害 され や す い の は 個 人 デ ー タに限 った こ と では な い。 商取 引 お よび経

　 済 関係 の情 報 も きわ め て 侵 され やす い。

　 　 例 えば,特 定 の 企 業 に関 す る情 報 を収 集 す る こ とに よ って,そ の 企業 を

　 倒 産 に追 い や る こ と も可 能 で あ る。 競合 会社 は 効率 的 な 方 法 で 市 場進 出 し,

　 全 シェ アを獲 得 す る こ と もで き る。 そ うす る こ とに よ っ て,ト ラス トは 強

　 力 な 力 を持 つ よ うに な り,企 業 間 の 自由競争 を崩 壊 して い く。 同様 に銀行

　 のE.F.T.S.デ ー タ も消 費者 の嗜 好 を知 り,広 告 活 動 をす る には 効果

　 的 な役 割 を果 た す。

　 　 また主 税 局 も このE.F.T.S.か ら利 益 を得 る こ とが で き る。 この シ

　 ス テ ムが十 分 に普 及す れ ば,付 加 価 値 税や 所 得 税 を 直接,自 動 的 に集 め る

　 こ とが で き る。E.F.T.S.をt曹 侵 害す る者 を 照 らす ス ポ ッ トライ ト"は

　す で にあ て られ て い るの で あ る。

　 　経 済 デ ー タ も侵 害 され る危 険 の 高 い デー タで あ る。 これ らの デ ー タに よ

　 って,あ る国 を貿 易 上,ま た は経 済 的 に攻 勢 を か け て,そ の 国 の経 済 的 独

　立 を 破壊 す る た めの 模 擬 計 画 を実 行 す る こ とが で き る。 この点 に 関 して,

　 ヨー ロ ッパ の 経 済 情 報 に関 す る莫 大 な デ ー タ ベ ース が 米 国 内 で コ ン ビュー

　 タ化 され て い る とい う うわ さ もあ る。

　 　す べ ての 国 は平 等 な 権 利 を持 ち,い かな る国 も,弱 小 国 にそ の 意 志 を押

　 しつ けては な らな いo

(3)　 プ ライバ シー侵 害 に対 す る法 的 措置 と技術 的 措置

　 ①'3つ の 技 術 目標

　 　 　 プ ライ バ シー に関 連 した3つ の技 術 目標 が かか げ られ るtと にな るだ

　 　 ろ う。
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一 情 報 の 機 密性 一

　 プ ライバ シ ー を侵 害 す る もの と して第 一 に考 え られ る ことは,デ ー タ

の漏 洩 で あ る。 デ ー タが ネ ッ トワー ク を通 じて伝 送 され る場 合 ,デ ー タ

の盗 聴 が 可 能 で あ り,デ ー タが コン ピ ュー タ ・フ ァイ ル にス トア され る

場 合 は,フ ァ ィルヘ ア ク セスす る手 順 を知 る こ と に よ りネ ッ トワー ク を

通 じてそ の デ ー タに ア ク セス す る こ とが で き る。

一 メ ッセ ー ジの確 認 一

　 また 別 の危 惧 と して,新 しい デ ー タの 挿入 や 古 い デ ー タの 再 利 用 な ど

に よ る悪 用 が考 え られ る。 例 え ば,E.F.T.S.の メ ッセ ー ジは 盗 聴 さ

れ る恐 れ が あ り,次 の2種 類 の悪 用 が考 え られ る。 ・

一特 定 の 口座 番 号 の 貸 方 に二 重 に記 入 す る た め
,メ ッセ ー ジを 再 び利 用

　 す る。 これ をす る場 合,メ ッセ ー ジを知 らな くて もで き る。

一振 込 む金 額 を偽 造 し ,貸 方 の 口座 番 号 も変 え る た め,振 込 む 前 に メ ッ

　 セ ー ジを変 更す る。 この場 合,そ の 偽 造 者 は そ の メ ッセー ジを知 って

　 い な けれ ば な らな い。

　 メ ッセ ー ジが悪 用 され ない.こ とを 保 証 す るた め,メ ッ セー ジの確 認 が

な され る必 要 が あ る。 つ ま り,メ ッセー ジの 発 信 か ら受 信 ま で そ の メ ッ

セ ー ジは み だ りに変 更 され な い こ とを確 か め る必 要 が あ る。 確 認 の 手 続

き には,古 い メ ッセ ー ジの再 利 用 を 防 ぐた め に 日付 け と,認 可 され て い

な い メ ッセ ー ジを ネ ッ トワー ク に流 す こ とを 防 ぐた め に発 行 場所 を も考

慮 に 入 れ な け れ ば な らな い。

一 個 入 識 別 の 自動 化 一

　 誰 で も多 くの地 点 か ら ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス にア ク セ スす る こ とが

で き る。 従 って,個 々人 を識 別 し,そ の サ ー ビスへ の ア ク セス を 許可 し,

認 可 さ れ てい ない個 人 に よる悪 用 を防 ぐた め に,安 全 対 策 の され た,正

確 な個 人 識 別 自動 シ ステ ムが 必要 と な る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 来　　　　　　糸　　　　　　来
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●

　 これ らの 予 防装 置 に 関す る情 報 の す べ て を 知 らさ れ るこ とに よ り,一 般 公 衆

は どの 程度 の 安 全 対 策 が 施 され て い るか とい う点 に 注意 を向 け る よ うに な るだ

ろ う。 この 目的 を 達 す るた め に,シ ス テ ムを 設計 す る際 に考 え られ な けれ ば な

らな い重 要 な ポ イ ン トを す べ て公 け に発 表 す る必 要 が あ る
。

開発 され る装 置 は ・ 経 済 お よ び ・ジ ネス 活 動 関 係 の重 要 な デ ー タの 機 密 を保

障 す る もの でな くては な らな い。

　 　② 　法 　 的 　 措 　 置

　 　 　 一 個 入 の権 利 一

　 　 　 　この た め の法 体 系 が必 要 な こ とは 明 らか で あ る。 値 入 の権 利 が 認 め ら

　 　 　れ る と,そ れ は 憲 法 の一 部 にな る。 この よ うな 法 律 お よび法 令 だ け が市

　 　 　民 の権 利 を 守 り,ブ ラィ パ シーの 侵 害 者 を告 発 す る こ とを保 証 す る もの

　 　 　であ る。

　　 　 例えば,多 くの国 では個人デ三 夕を尊重 し,そ の データを照 合 した り

　　 変更す る値入の権利を保証す る法律 を制定 してい る。 データの機 密を守

　　 　る法体系 が確立 され ることによ り,個 人の権利を守 る機会が 与えられ る

　 　 る。

　 　 　一 新 しい サ ー ビス に関 す る法 規 定 一

　 　 　 E.F.T.S.や 電 子 郵便 の よ うな 新 しい 公 共 サー ビス には,装 置 の利

　 　 用 を指 示 し,伝 送 され る種 々の ドキ ュメ ン トの 法的 価 値 を保 証 し,盗 聴

　 　 や 詐 欺 を含 む 犯 罪 の告 発 を認 め る法 規 定 が必 要 であ る。

　 　 　 また,裁 判 官 が 論 争 中 の伝 送 さ れ た ドキ ュ メ ン トに関 す る処 置 を とれ

　 　 る よ うな 法規 定 も必要 で あ る。

　 　 　 法 規 定 と予 防装 置 に よる デー タの機 密 保 持 の 守備 範 囲 を明 確 に定 め る

　 　 こ とが 可 能 とな る だ ろ う。 そ の 法律 を 実施 す るため には技 術 的 な進 歩 が

　　 必要であ る。

　 ③ 国 内法 と国際法

　　 　 国 内 レベルの予防策 だけ では十分 とは言えない。 例 えば,ほ とん どの
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国 は現 在,個 人 デ ー タ に関 す る法 律 や法 令 を発 行 して い る。 これ らの 国

々で は,市 民 の 権 利 は 程 度 の 差 は あ って も プ ライ バ シー の 侵 害 か ら守 ら

れ て い る。 しか し,国 際 的 な 法 律 は 現 在 まだ制 定 され てい な い。 こ こか

ら問 題 が生 ず る恐 れ は 十 分 に あ る。 例 えば,外 国人 従 業 員 に 関す る デ ー

タ ベ ース を持 つ 雇用 者 に よ って,プ ライバ シー が侵 害 され る危 険 が あ る。

公 共 デー タ ・ネ ッ トワー ク の 国 際 的 な拡 が りは,デ ー タ伝 送 を 簡 易化 す

る。

　 国 際的 な 法 律 が 確 立 され な け れ ば,コ ン ピ ュー タ ・デ ー タ に よ って こ

の 世 界は 地 獄 と化 して しま うの であ る。

(㌧鵬 三:ll㌘三:撒
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■

2.パ ー ソ ナ ル ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 概 念 と 発 展 の 可 能 性

2-1　 "パ ー ソナ ル ・コ ミュ ニケ ー シ ョン"と は

　　 "マ ス コ ミ ュニ ケ ー シ ョン"の 概念 一 個 入 が 個人 と して 数 え られ な い 多

数 の 人 々の 間 の相 互 動 作 一 は 誰 で もよ く知 っ て い る。 勿 論,こ の 分 野 の 中

　には 新 しい サ ー ビス が た くさん あ る。 テ レテ キ ス ト,ボ ー リン グ,フ ァク シ

　ミ リ新 聞.公 的 警 報 シ ス テ ムな どで あ る。 しか し,こ の よ うな サ ー ビス は概

　して 言 えば 電話 会 社 の外 側 に関係 す る こ とで あ る。 つ ま り,こ れ らは ス イ ッ

　チ無 しの ネ ッ トワー ク に よ り適 切 な もの であ って,結 局,放 送,新 聞 お よび

有線 テ レ ビ会 社 の 関 心事 で あ る。

　　 駅個 人 一個 人 コ ミュニ ケー シ ョン"の 概 念 一 小 グル ー プの人 々の 間(多

　くは1人 と1人 の 間)の 相 互 動 作 一 も等 し く よ く知 ら れ て い る。 これは 全

　く電 話会 社 の 現 在 の領 分 で あ る。 テ レ ビ電 話,コ ン フ ラ ビ ジ ョン,ペ ー ジ ン

　グ,自 動 車 電 話,フ ァク シ ミ リ,通 信 ワー ドプ ロ セ ッサ,コ ン ピ ュー タ会 議

な どの"新 しい"サ ー ビス に代 表 され る分 野 で あ る。 こ の よ うな 通 信 は 個 人

を個 人 と して認 め るの で あ るけ れ ど,そ れ は個 人 同士 が お 互 い に コ ミ ュニ ケ

ー シ ・ンを 作 り出 す と き のみ に限 られ る
。 しか し,少 し考 え れ ば わ か る よ う

　に,こ の よ うな コ ミ ュニ ケー シ ョンは ビジネ ス ライ クの ほ ん の 一 部 にす ぎな

いo

　 い わ ゆ る"使 っ て み て 良 さ が わ か る"式 の ア プ ロ ー チ(uses　 and

　 gratifications)は,通 信 研 究 の 分 野 を 個 人 の ニ ー ズ の 研 究 に ま で 拡 大 し

て き た 。 こ の タ イ プ の 発 展 は,通 信 の 第3の レペ ル ー"パ ー ソ ナ ル ・コ ミ

　ュ ニ ケ ー シ ョ ン"と も呼 べ る レ ベ ル ー を 提 言 し て い る 。

　 　こ れ が 意 味 す る も の は,何 千 人 もの 人 々 に 関 係 す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で

は な く,2,3人 の 間 の 相 互 動 作 で もな く,ま さ に,ひ と りの 個 人 に 関 す る

特 定 の こ とが ら で あ る 。 で は,だ れ と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン か?　 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ンの 相 手 は,コ ン ピ ュ ー タで な け れ ば な ら な い 。 そ れ は,文 字 通 り
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の 意 味 か(ビ ュー デ ー タ ・コ ン ピ ュー タ と同様)も し くは,比 喩 的 な 意 味

(公 益 費 の 計 算 また は 遠 隔 注 文)の い ず れ か にお い て で あ る。 以 下 に論 ず る

サ ー ビスは,情 報 検 索 か ら娯 楽 まで,あ るいは,案 内 か ら交 際 まで の 広 い範

囲 に 及ぶ ニ ーズ に応 え る。

2-2　 離 陸時 に必 要 な端 末 の考 察

　 前節 まで で我 々が は っ き りさ せ た重 要 な 通 信 の カ テ ゴ リは,電 話 ネ ッ トワ

　ー ク に随 伴す るサ ー ビス が うま く役 立 つ よ うに配 置 され る こ との で き る カテ

　ゴ リであ った。 しか し,電 話 ネ ッ トワー クは 今 日ほ とん どの 家庭 に も行 きわ

　た って い るけ れ ど,我 々は そ れ で も,ユ ー ザ が,こ れ らの サ ー ビスの 発 達 の

　核 とも言 うべ き もの を 提 供 す る端 末 装 置 を所 有 して い るか ど うか を 自問 しな

　 くては な らな い。 その ときは じめ て,こ の 提案 さ れ た サ ー ビス は単 な る可 能

　性 では な くて機 会 と呼 ぶ こ とが で き る。

　 　 この市 場 を大 き く し よ うとす る最 も有 名 な ヨー ロ ッパ の 試 み は,英 国 郵政

　省(BPO)が 提案 した ビ ュー デ ー タ ・サ ー ビス であ る。 こ の サ ー ビスの 情報

　検 索 シ ス テ ムの応 用 は,す で に よ く知 られ て い る し,t'個 人的 通 信"へ の応

　用 の 発 達 につ い て も後 の 節 で論 じる。 最 初 に2,3の サ ー ビス につ い て述 べ

　 よ うと思 うが,実 は これ らは 厳 密 に言 え ば本 稿 の範 囲 を越 え る もの で あ る。

　 しか し,こ れ らの サ ー ビスは,利 用者 が さ まざ まな 端 末 を 使 用 で き る恩 恵 を

　利 用 者 に与 え て くれ る とい う理 由か ら重要 で あ る。 同 じ端 末 を互 い に共 有 し

　合 う可 能 性 の あ る3つ の ア プ リケ ー シ ョンは,テ レテ キス ト,メ ッセ ー ジ ・

　 サ ー ビス お よび デ ー タ ・キ ャプ チ ュアで あ る と言 え る。

●

(1)　 テ レ テ キ ス ト

　 　 テ レ テ キ ス ト ・サ ー ビス は す で にBBCやIBAに よ っ て 利 用 で き る状

　 態 に あ り,か げ りを 見 せ は じめ て い る カ ラ ー テ レ ビの ブ ー ム の 後 に 続 く も
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の を 懸命 に求 め て い るテ レ ビ製 造 業 者 に と って は心 強 い 援 護 にな って くれ

る もの と期 待 さ れ て い る。 ビ ュー デ ー タ ・サ ー ビスの ハ ー ドウエア の ほ と

ん どは す で に 宅 内 に存 在 してい る。 それ 以 外 に必 要 な コ ス トは 小 型 マイ ク

ロプ ロセ ッサ とモ デ ムな どの コス トで あ るが ,こ の 金額 は200ド ル以 下

程度 の 適 当 な 大 き さ であ って,ほ とん どの 家 庭 な らば 気安 く買 え る くら い

の額 で あ ろ う。 テ レ テ キス トは,こ の あ らた な る消費 へ の 刺激 の第 一 番 手

と して 重要 で あ る。

(2)　 メ ッセー ジ ・サ ー ビス

　 　 ビ ュー デ ー タ には,た くさん の標 準 メ ッセ ー ジを送 信 す る フ ァ シ リテ ィ

　 が 組 み 込 まれ て い る。 これ は フ リー ・フ ォー マ ッ トの メ ッセ ー ジの先 行 者

　 とな るで あ ろ うし,定 型的 な 注文 メ ッセー ジな どの新 しい フ ァ シ リテ ィを

　 提供 す るテ レ ック ス ・シス テ ム と コンパ テ ィ ブル であ る。 この よ うな シス

　 テ ムは 現 行 の電 話 通 信(た だ し受 信者 が即 座 に応 答 す る必 要 が な い ところ)

　 と現 在 の郵 便 リス トの相 当 高 い パ ー セ ンテ ー ジ と競合 して勝 つ か も しれ な

　い。 この サ ー ビス は 高 速 で は あ るけれ ど,電 話 の持 つ 邪魔 者 的性 質 は な い

　 だ ろ う。　「応 答 な し」 を経 験 す る とき に起 こ る欲求 不 満 は,電 話 サ ー ビス

　の 有 効性 の最 も重要 な 限 界 で あ る と論 じられ て い るが,メ ジセ ー ジ ・サ ー

　 ビスは この欲 求 不 満 を大 い にや わ らげ て くれ るだ ろ う。 この よ うな サ ー ビ

　スは,も しア ンサ ー ・マシ ンな ど との競 争 に勝 てば,最 初 ビ ジネス 部 門 に

　応 用 され た 後 に住 居 の部 門 に急 速 に広 が っ て い くだ ろ う。

(3}　 デー タ ・キ ャ プチ ュア

　 　 この カテ ゴ リで の単 純 な応 用 例 と しては,商 品注 文 や 旅 行 予約 があ げ ら

　 れ る。 も うひ とつ の大 きな 可 能性 の あ る応 用 は(も っ と も消 費 者 の か な り

　 の抵 抗 が 予 想 され る が),信 用取 引 を認 可 した り,正 式 の 金銭 の 支払 と受

　 取 を行 な うた め の 金 銭 移 送 シス テ ムへ の 応 用 で あ る。 こ う した 一 連 の応 用
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にお い ては,映 像 チ ャネ ルは パ ス ワー ドの調 査 をす ば や く行 な う可 能 性 を

持 って い るので,そ れ が 出現 す る と,音 情 報 のみ の シス テ ムに比 べ て 格段

の利 点 が生 まれ る。

2-3　 将 来 の 情 報 ニ ー ズ

　 　今 日の状 況 は 最終 的 な もの とは到 底 言 え な い。 しか し,個 人 通 信 と結 合 さ

　 れ る どきに は,聴 覚 出 力,視 覚 出力(静 止 画 像),英 数 字 文 字 出 力 お よび ハ

　 ー ド'コピーの た め の知 能 と 設備 とを備 え た 社 内 端 末 装 置 が 広 範 囲 に広 ま る

　 こ との も っ とも ら しい 理 由 を立 て る こ とさ え で きれ ば 十 分で あ る よ うに思 わ

れ る。そ こで,我 ・は 話 題 を この装 置 が サ ー ビ スを 提供 す る ニ ーズ の 問 題 に

　 転 じよ う。

　 　将来 の ニ ー ズ を予 測 す る こ とは 実 に 困 難 な仕 事 で あ るか ら,我 々は 一 歩 後

　 退 して,将 来 の ニ ー ズ も今 日の ニー ズ と種 類 が 同 じで あ るだ ろ うとい う単 純

　 な仮 定 を 立 て て この仕 事 に挑 ん でみ る。 これ らの ニー ズ につ い て は 多 くの 研

　 究者 が研 究 を 続 け て きた。 用 い ら れ る概 念 の理 論 的 基 礎 は 欠 けて い る けれ ど

　 も,文 献は 一 応 合 意 で き る理 由を も って あ らわ され て最 終 リス トに のせ られ

　 て い る。BBC聴 覚 研 究 部 が提 案 した ひ とつ の リス トを 引 用 して以 下 に示 し

　 てみ よ う。

　 　 パ ー ソナル ・コ ミュ ニ ケー シ ョンの ニ ー ズ:

　 　 気 晴 ら し 一 退 屈 を ま ぎら わす た め の ひ まつ ぶ しの た め。

　 (diversion)

　 　 楽 し み 一 感 覚 の興 奮,ス リ リングな 気 分 の た め。

　 (pleasure)

　 　 くつ ろ ぎ 一 苦 悩 や 緊 張 か ら解 放 され る感 情 の た め。

　 (relaxation)

　 　 刺 　 　 激 一 精 神 の刺 激 の た め。 や って み よ うとい う挑 戦 心 。

　 (stimulation)

　 　 案 　 　内 一 日常 生 活 に 対 処 す る 上 で有 用 な情 報 と手 本 。

　 (・guidance)
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安 　 　心 一 精 神 的 騒 乱 に対 す る 防護 。(
reassuranCe)

監 　 　視 一 我 々の 周 囲 に関す る情 報(た だ し,そ の 直接 の関 連性 は最 小
(surveillance)

　 　　 　 　 　 　で あ る)。

　自 尊 心 一 我 々の地 位 の確 保 お よ び強 化 の た め。 価 値 の増 強 。
(self-esteem)

交 　 　 際 一 人 間 関係 の た め。 社 会 的 な つ きあ い。

(companionship)

　 この うえ ニ ー ズ の大 き さ を測 る満 足 で き る手 段 が 開発 され な くては な ら な

い。 だか ら,例 え ば,"気 晴 ら し"は 大 きな動 機 です な どと言 え る立 場 に あ

る人 は い な い 。 誰 もが 自分 な りの 意 見 を持 っ て い る こ とは 疑 い な い。 上 に掲

げ た りス トは 発 見的 わ く組 み にす ぎな い。 そ れは,"情 報"の もつ 広 くゆ き

わた っ てい る無 味 乾 燥 な 意 味 に比 べ れ ば,よ っぽ ど幅 広 い 潜 在的 な サ ー ビス

の 可 能性 を 提 言 して くれ る。 遠 隔通 信 へ の"機 会"を 成 す 評 価 基準 に 関連 し

て上 記 の ぐ'ニー ズ"の 項 目の お の お の が考 慮 され る場合 に,い くつ か の 可 能

性 が 生 ず るが,次 第 では そ れ につ い て考 慮 してみ よ う。

2-4　 個 人情 報 サ ー ビス の 拡 大 発表

(1)娯 楽 か ら楽 しみ へ

　 　 個人 情 報 サ ー ビス のす べ て分 野 の発 展 とい う観点 か ら見 た最 も意 義 あ る

　 ア プ リケー シ ョンは,娯 楽 に お け る もの で あ る。 この 部 門 では,消 費 支 出

　 が個 別的 で,目 に 見 え て お り,と きに は,額 が か な り大 きい。 電 子 ゲー ム

　 や 趣 味 と して の コ ン ピュー タな どの 出現 もみ られ て お り,こ の 分 野 は今 の

　 と ころ最 も進 ん だ ア プ リケ ー シ ョンの 分 野 で あ る。

　 　 ロー カル ・イ ンテ リジ ェ ンスの 初期 の ア プ リケー シ ・ンの 多 くは,実 に

　 多 岐 に わた っ て い るが,電'動 機"を 助長 す る評価 基 準 の 中の い くつ かが あ
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ては ま る。 第1に,大 規 模 な 中 央 プ ・グ ラムを利 用 す る こ とに よ って,ユ

ー ザは コン ピュー タに よ る芸 術 や チ ェス な どの遊 び に加 わ る こ とが で き る。

第2に,資 材(material)が め った に使 われ ることがないか らには,そ れ を

手 当 り次 第 に 買 って み る とい うわ け には い か な い とい う点 で あ る。 つ ま り,

ゲ ー ムの 多 くは い つ まで も魅 力 の あ る とい うもの で もな い。 その か わ りに,

この 評 価 基準 に従 って,い わ ゆ る 「レ コー ド抽 出 サー ビス」 を開 発 してみ

る こ とが で き る。 これは,ユ ー ザ が好 み の レ コー ドを聞 くこ との で き るサ

ー ビス であ る
。 音質 は 劣 って い るか も しれ な いが,レ コ ー ドが 買 うに値 す

るか ど うか を決 め るの に具 合 が よい。 第3に,ゲ ー ム とい う もの は 多 くの

場 合,中 央 の監 視機 能 を必 要 とす る(少 な く と も,こ れ が あ る と ゲー ムは

一 層 面 白 くな る)
。 ユ ー ザは 手 始 め に い わ ゆ る電 話 ビン ゴ ゲー ムを 遊 び,

さ ら には も っ と進 ん で,ゲ ー ム の パ ラ メー タ が コ ン ピ ュー タで 準備 され る

た くさん の ゲー ム を遊 ぶ こ とが で き る。 参 加 で き る プ レー ヤ の数 は 多 くな

るだ ろ うし,中 央 コ ン ピ ュー タ が警 告 を 出 した り,載 積 表 を 作 った り,賞

品 を 出 した り,料 金 を 計 算 した りす るだ ろ う。

　 "楽 しみ"と い う項 目の もと の可 能性 は,い わ ゆ るSF(空 想 科 学 小 説)

の 意 味 に急 に近 づ い て くる。 も し プ ロ トタ イ プの 端末 装置 が 万 花鏡 効果 を

発 揮す るこ とが で き る とす れ ば,　 「目で 見 る音 楽」 な る もの が 可能 に な る

の で はな い だ ろ うか?　 お だ や か な 気 分 にな る映 像 を 出 力す る科学 的計 画

を,予 測 し うる展 望 と して示 唆 してい る文 献 はな い け れ ど,音 楽 を動 的 な

可 視映 像 と して 表 現す る こ と に.何 ら障 害 の な い こ とは 明 らか で あ る。 そ

の と きには,単 な る"娯 楽"の 場 合 とは 比 べ もの に な らな い数 々の 感激 が

わ き お こるだ ろ う。

② 　 情 報検 索か ら案 内

　 　 最 も基本 的 な"動 機"は,本 質 的 に離 れ た とこ ろ にあ って 情 報 が恒 常 的

　 に変 化す る よ うな デ ー タベ ー ス か ら,ユ ー ザ が情 報 を検 索す る必要 が あ る
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　と き に 生 じる 動 機 で あ る。 つ ま り,第 一 世 代 の ビ ュー デ ー タ で サ ー ビス さ

れ て しか るべ き よ うな 場 合 であ る。 今後 の発 展 は ,情 報検 索(目 標 設定 も

含 め て)と い う極 め て 平 凡 な概 念 の も って い る意 味 を徹 底 的 に拡 大 して い

　くで あ ろ う。

　 この進 歩 の 第 一 歩 は ・ 動機 に対 す る も うひ とつ の 評価 基準 を 開 拓 す る と

ころか ら始 ま る。 ユ ー ザが ロー カル ・ソー ス に対 す る ニー ズ の 予 測 に失 敗

した 状 況 であ る。 案 内 と安 心 とは さほ どの 緊急 事 態 でな い場 合 に必 要 とさ

れ る もの の よ うに思 われ る。 将 来 有 望 な ア プ リケー シ ョンの 中 には
,.家 庭

内 の い ろい ろな急 用 の 場合 に何 を なす べ きか とい う点 に 関す る ア ドバ イス

が 含 まれ て い る(応 急 処 置,日 曜 大工 修 理 な ど)
。 さ さ い な意 味 に お い て

で は あ るけれ ど も・ この シス テ ムは す で に ユ ー ザ の 目標 を定 義 しつ つ あ る
。

　 単 純 な検 索 モ ー ドにお け る この シ ステ ムの 目的 は,ユ ー ザ が で き るだ け

高 速 に逐 次 選 択 を続 け な が ら,自 分 の求 めて い るア イ テ ムに辿 り着 く こ と

が で き る よ うにす る こ とであ る。 しか しな が ら ,他 の 多 くの 場 合 では,ア

イ テ ムを求 め る道 筋 の速 度 よ り も,到 着 目標 の 品 質 の ほ うが 大 切 であ る。

真 に意 味 の あ る発達 が起 こ るのは,ま さ に こ こで あ ろ う。

　 ユ ー ザが 自分 の欲 す る ものが 何 で あ るか を正 確 に知 っ てい る場 合(例 え

ば.金 の 流通 価 格)に 効 果 をあ らわ す 厳 密 に順 次的 な検 索 方 式 は
,ユ ー ザ

か 自分 が何 を必要 して い るか に つ い て一 般 的 に しか わ か って い な い 場合

(例 えば,住 宅市 場 にお け る最 も適 当 な家)に は 有 効 で な い。 後 者 の場 合

には ・ ユー ザは 値 段 ・ 所 在 地 ・ 設 備 な どが適 当 な範 囲 の 中 に あ る住 宅 を さ

がす 早 見 表 が欲 しい 訳 で あ る。

　 ユ ー ザが好 み の範 囲 を,限 られ た セ ッ トの 評価 基準 の入 力 で,選 択 す る

の に応 答 して,シ ス テ ムが"個 人 向 け"の 選 択 を もって 応 答 して くれ る場

合 は 非 常 に多 い。 も うひ とつ の 例 は 料理 法 サ ー ビス で あ ろ う
。 料 理 ブ ック

は,何 が ど こに書 い て あ るの か わ か らな くな る くらい に膨 大 な 資料 を 含 ん
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で い る。"個 人 向 け"の サ ー ビス な らば.例 えば 台 所 の様 式,費 用,熟 練

度,食 べ 物 の好 み,ダ イ エ ッ トの必 要 の 有無 な どの基 準 に応 答 して,き め

細 か い早 見表 を提 供 し うるだ ろ う。 も しユ ー ザ が選 択 の わず らわ しさか ら

逃 れ た い と思 うな らば,シ ス テ ムは た だ ひ とつ の 選択 しか 出 力 しな い こ と

もで き る。 この よ うな ア プ リケー シ ョン にお い て は,シ ス テ ムは 現 実 に ユ

ー ザ の 目標 決 定 に役 に立 つ わ け で あ って ,そ れ ゆ え に,"案 内"を 提 供 す

る シ ス テ ム であ る と言 うこ とが で き る。

(3}返 答 か ら伝 授 へ

　 　 これ まで述 べ て た サ ー ビス に お い ては,主 導権 は ユ ー ザ の側 にあ った○

　 ユ ー ザ は 少 な くと も,自 分 が 何 を 必要 とす るか は 大 まか には わ か って い た

　 し,ま た,そ れ を い つ必 要 とす るか もわ か って い た。 そ うい うニ ー ズ ば か

　 りが 実 情 だ とは 限 らな い。 主 導 権 が ユー ザの 側 にあ る よ りもサ ー ビス の側

　 にあ る ほ うが 適 切 で あ る よ うな この 可 能性 が,"動 機"の 第 三 の評 価 基 準

　 であ る。

　 　 そ の よ うな シス テ ムの 単 純 な例 は,特 定 の で き ご とが起 きた と き に即 座

　 に予 約 者 に連 絡 をす る システ ムで あ ろ う(例 えば,株 価 が あ る数 値 に達 し

　 た と き)。 これは か な り単 純 な;そ して,幾 分特 定 用途 向 き の シス テ ム で

　 あ る。"監 視"の 分 野 全体 では,た くさん の 動 機 が あ る。 監視 の 中 には,

　 ニ ュー ス を見 た り雑 誌 を拾 い読 み す るな どの 行 動 が含 まれ る。 ユー ザ は 見

　 い 出す こと を実 は 期 待 して い るの で あ る けれ ど も,こ うな る と もは や,ユ

　 ー ザは 自分 の求 め てい る もの が何 で あ るか わ か っ て い る とは 言 え な い の で

　 あ る。 した が って,ユ ー ザ に連続 的 に次 の項 目を 選択 す る負 担 を課 す 必 要

　 は な い。 そ んな こ と よ りもっ と よい こ と には ・ テ レ ビ番 組 ・ 毎 日の牛 乳配

　 達,あ るいは 毎 日の 新聞 な どと 同様 に,ス イ ッチが 切 られ る まで デ ー タが

　 簡 単 に届 け ら れ る。
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(4)伝 授 か ら増 強 へ

　 　 書 物 の拾 い 読 み は,で た ら めな行 動 な んか では 全 然 な く,む し ろ極 め て

　 選択 的 な 行 動 であ っ て,提 示 デー タを取 捨 選 択 し うる技 術 が 何 か あれ ば価

　 値 が 高 め られ る よ うな 行 動 であ る。 従 っ て,世 間 の 一 般 的 な観 念 では な く

　 て,ユ ー ザの特 定 の 関 心 事 に関 す る情 報 に した が って,ユ ー ザ に届 け る情

　 報 の項 目を 選択 す る よ うな サー ビス ・シス テ ムが 作 られ る よ うに な るだ ろ

　 う。

　 　 この 問 題 に対 す る 現 在 の 解 答は,読 者/視 聴 者 と好 み が一 致 す る編集 者

　 の雑 誌 を指 定 す る こ とで あ る。 第1世 代 の マ ガ ジ ン ・シス テ ムは この よ う

　 な 原理 を組 み 入 れ る もの と思 われ るが,そ れ以 降 の 世代 の ものは,も っ と

　 有 力な 技 術 を駆 使 す るで あ ろ う。 つ ま り,次 世 代 の シス テ ムは,現 在 あ る

　 専 門家 情 報 サ ー ビス にな ら って,個 々の 予約 者 の興 味 あ る こと を 蓄積 し

　 (あ るい は,過 去 の 経 験 か ら それ を引 出 し),シ ス テ ムの レバ ー ト リの 中

　 か ら,そ の 予 約者 に 最 も受 け入 れ られ そ うな 項 目のみ を 出 力す る よ うに な

　 る だ ろ う。 理 想 的 に は,こ の サ ー ビス は ユ ーザ が 最 後 にス イ ッチ を入 れ た

　時 刻 を も計算 に入,れ る必 要 が あ ろ う。 これ に よ って,公 共 の サ ー ビス と個

　人 ス ケ ジ ュー ル との誤 った 組 合 せか ら不 可 避 的 に生 ず る ギ ャ ップや 繰返 し

　を避 け る こ とが で き る。

⑤ 　 交際 か ら,自 尊 心 の増 大 へ 。 さ ら に,そ の うえは?

　 　 残 りの ニ ー ズ ー"交 際"と"自 尊 心"一 は ど うした で あ ろ うか?

　 交 際 をす る とい うこ とは,コ ン ピ ュー タに個 性 の あ る こ とを前 提 とす る。

　 個 性 とい うこ との 意 味 は,人 のあ らゆ る相 互 作 用 にお け る 自己表 現 の独 得

　 の ス タ イ ルを さすoコ ン ピ ュー タが しだ い に案 内的 役 割 を 引受 け,主 導 権

　 を握 りつ つ あ るの で,こ の 最 後 の サ ー ビスの 実 行 が うま く行 くか ど うか が,

　 他 のす べ て の サ ー ビス を受 諾 可 能 か ど うか の 鍵 にな って い る と言 って も,

　 決 して た わ言 では な い よ うに思 わ れ る。 うま く行 くた め には,異 な った 人
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々 に異 な った顔 を 提 示 し うる多芸 が必 要 で あ ろ う。 どんな 意 味 にお い て も

我 々が コ ン ピュー タ と経 験 を と も にす るな ど とい うこ とは まだ 先 の 話 で あ

るか ら,こ の た め には,情 報 と ア ドバ イ ス を与 え て くれ る仲 介 人 ご とき の

もの 使 わ な くて は な る まい。 幻 想 へ の広 が りは ま さ に 注 目す べ きで あ る。

急 場 しの ぎの 解 決 策(Deux　 ex　machine)が 新 しい意 味 を帯 び てい る。

　 自尊 心 を高 め る こ とは,娯 楽.監 視 お よ び交 際 の項 目の も とで述 べ た多

くの サ ー ビス の もつ 魅 力点 の 必 須 の要 素 で あ る。 しか し,こ の 自尊 心 を高

め る こ ととい う項 目 の もと には,我 々 の議 論 に非 常 に適 切 な特 別 の動機 が

存 在 してい る。 そ れ は,第 皿節 で引 用 され た"動 機"の 中 の第6番 目の種

類 の ひ とつ の 例 であ る。 そ れ は,さ ま ざま な種 類 の 個性 テ ス トを行 な うた

め の会 話 能 力 を開 発 し うる可 能 性 であ る。 この ア プ リケー シ ョンは,適 度

に立 派 な もの か ら(「 あ なた 自身のIQを 知 りな さい」),ユ ー ザ の好 ま

れ る表 現 ス タイ ル を確 立 す るた め に作 られ るア ン ケ ー ト(最 後 の段 落 を参

照 の こ と)や,は ては,大 衆 的 日曜 新 聞が 大 好 きな あ ま り評 判 の よ ろ し く

な い種 類 の ア ンケ ー ト(「 政 治 屋 にな るの に は 何 が い るか わ か りますか?」)

に まで 広 が って い る。 この よ うな ア プ リケー シ ョンが 言 及 され る理 由は,

ひ とつ には そ れ が 初期 の こ ろには うま くい くか ら であ り,ま た ひ とつ には

これ ら個 人 向 け サ ー ビス の魅 力 的 でな い 結 末 一 す な わ ち,ユ ー ザ の個性

を定 義 しつ つ あ るの が この サ ー ビス で あ る とい う事 実 一 を と て も明確 に

(基 本 的 意 味 にお い ての こ とで あ るけれ ど)示 す か ら であ る。

　 1892年 に,か の 電 気 学者 は,近 代 ユ ー1ピ ア住 民 一 波 ら に とっ て

生 活 は 肘 掛 け 椅 子 に座 って ボ タ ンを押 す こ と で あ り,彼 らは 何 の"野 心 も

欲 望 も個性 も思慮 も"な か った が ・一 に嫌 気 が さ して本 を著 わ した。 本 稿

に示 した シ ナ リオ の 中 では,近 代 ユー ドピア住 民 は 現在 よ りは もっ と多 く

の個 性 を身 につ け る こ とが で き るは ず であ る。 あ る点 にお い ては,こ の こ

とは 我 々を 興 奮 させ て くれ る予 測 であ る。 しか し,コ ン ピュー タが トラ ン

ザ ク シ ・ンの通 路 を形 成 し,ユ ー ザの 関心 を定 義 し,そ の 関心 を満 た して

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　一24一
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く れ て,こ の コ ン ピ ュ ー タ に 主 導 権 が 移 る と き,人 は こ う尋 ね る で あ ろ う
。

身 につ け られ る個 性 っ て,い った い 誰 の もの な ん です か?　 と。

(E・ ・1・i・gl・f・ ・m・ti・nS・ …m・-S・m・`Pers。n、 いS。g9。 、・一 層

　 tions.　 by　 J.A.　 Short,　 U.K.　 Post　 Office　 Telecommuni-

cations)

●

■
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3.家 庭および事務所の情報処理

　効 果 的 な 人対 機 械 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を実 現 させ よ うとい う試 み は 　 家庭

と事 務 所 に お い て頂 点 に 達す る。 将 来,家 庭 は 恐 ら く,全 国 的 な通 信 ネ ッ トワ

ー クに組 み 込 まれ た 巨 大 な 電 気"装 置"と な るだ ろ う。 ビル デ ィ ン グ ・ブ ロ ッ

クは電 話 や テ レ ビの 受 像 機 か ら得 られ る。 現在 、 家 庭 向 けの 実 験 的 な 情 報 提供

サ ー ビス が全 国 に散 在 す るテ ス ト地 域 で実 施 中で あ る。 この サ ー ビスは ツ ー ウ

ェイ ・テ レビジ ョ ンを べ 一 と してい る。 将 来 は 情 報検 索 だ け で な く,よ り複 雑

な仕 事 も従 来 の ハ ー ドウ ェア に マ イ ク ロプ ロセ ッサ を結 合 した特 殊 な端 末 に よ

り行 な え る よ うに な るだ ろ う。 目下 開発 中 の この 実 験 シ ステ ムは,地 域 の電 力

セ ン ター,テ レ ビ受 像 機,お よび 電 話 をベ ース と してい る。

　 一 方,事 務 所 に おい て は 洗 練 され た 装 置 を 自動 ワ ー クス テ ー シ ョンに 統 合 し

な けれ ば な らな い。 この 目標 を達 成 す る には,そ の装 置 の メ ーカ とユ ーザ の 双

方 で その 工 程 を考 え る こ とが 必要 であ る。 統 合 の 方 法 は ハ ー ドウ ェア と ソフ ト

ウ ェア の 中 に求 め られ な け れ は な らな い。 それ に よ っ て"将 来 の オ フ ィ ス"で

は,人 と機 械 の ア クセ ス が 容 易 に 行 な われ るよ うに な るは す であ る。 そ れ と同

時 に,他 の事 務 所 に あ る装 置 へ の ア クセ ス を迅速 化 す る通 信 経 路(コ ミュニ ケ

ー シ ョン ・パ ス)も 考 えな くては な らな い。 ローカ ル ・ノ ー ドが つ く られ,そ

れ 自体 で 完 全 な もの とな っ た とき に,そ れ は 全 国 的 な 情報 網 の一 部 とな ろ う。

そ の新 装 置 は 事 務所 の環 境 を変 え るだけ で な く,そ の 組 織 構 造 ま で も著 しく変

革 して しま うだ ろ う。 これ らの新 サ ー ビス や新 システ ム を家 庭 で利 用 でき るか

否 か は,ほ とん ど政 府 機 関 が 規 制 をゆ るめ るか ど うか にか か っ てい る と言 え よ

う。

3-1　 家庭 の 自動 化

　 　家 庭 電 気器 具 の監 視 ・操作 を 効率 化 す るテ レテ キ ス ト・サ ー ビス
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　 高度 に 発達 した エ レク トロニ クス が 家庭 に提 供 で きる機 能 は,単 な る情 報

検 索機 能 だ け では な い。 従 来 の 情 報検 索用 ハ ー ドウ ェア に マ イ ク ロプ ロセ ッ

サ をつ な い だ特 別 な 端 末 に よ って,さ らに複雑 な ジ ョブ を行 な わ せ るこ とが

で き る。 現 在 実験 段 階 に あ る3つ の シス テ ムは,家 庭 にお い て 次 の よ うな 役

割 を 果 た す。

　 ① 電 気器 具 の機 能 を 自動 的 に停 止 させ る こ とに よ り過 負 荷 を防 い で,電

　 　 力利 用 を コ ン トロー ル す る。

　 ② テ レ ビ受 像 機 を プ ・グ ラム化 され た情 報 お よ び娯 楽 セ ンター に切 り換

　 　 え る。

　 ③ 電 話 を メー タの 読 取 り,警 報 器 お よび照 明 器 具,暖 房 器,エ ア コ ンな

　 　 どの リモ ー ト ・モ ニ タ リングや コ ン トロー ル に利 用 す る。

(1)電 力 消 費 の 自動 操 作

　 　 過度 の 電 力 消 費 の 需 要 が あ った 場合 で も,電 力 施 設 と しては シス テム の

　 安 定性 を 維 持 す るた め に電 力 負 荷 を 出す 以 外 に選 択 の余 地 は な い。 その 結

　 果,各 家 庭 で は 電 気 設 備 が断 続 的 に機 能 を停 止 した り,完 全 に ス トップ し

　 て しま うこ とが あ る。 この よ うな ピー クの負 荷 を けず る こ とに よって,各　 　 　 　 　 　 　 ■

　 家 庭 にお け るそ の よ うな 出来 事 の 回 数 を減 ら し,燃 料 を保 存 し,電 気器 具

　 が高 価 で非 効 率 的 な ピー ク負 荷 を生 み 出す 必 要 性 を減 らす こ とが で き る。

　 自動 負 荷 の コ ン ト・一 ルは,こ れ らの 目標 を実 現す る上 で役 立 つ。

　 　 図1の 実 験 的 な 電 力負 荷 コ ン トロール お よ び エ ネル ギ ー 管 理 シス テ ムに

　 お い て,電 力施 設の 主 な電 源 回路 は,照 明 や器 具 な どの負 荷 に つ なが る個

　 々の 回路 に分 け られ る。 これ らのつ な が りは 電 力 施 設 とそ の ユ ー ザの 両 方

　 か らの指 令 に よ っ て操 作 さ れ る。 温 水 器,暖 房 器 あ るいは エア ー ・コンデ

　 ィ シ ョナ ーな どの よ うな大 きい負 荷 は,無 線 や 電 話 回線,CATVケ ー ブル

　 または 動 力線 に よっ て伝 達 された 指 令 に応 じて,電 力施 設 が そ の ス イ ッチ

　 を切 った り入 れ た りで き る。 これ ら の負 荷 また は そ れ以 外 の 負 荷 は また,

　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 -27一
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〔図1〕 電 力負 荷

お よび エ ネル ギー

管理 ア プ リケー シ

ョンo　 ttスマ ー ト"

ロー ド・セ ンター

は 電 力施 設 また は

家庭 か ら電 力 負 荷

を 管 理 す る よ う指

令 を受 け る。 これ

は ピー ク電 力需 要

を抑 え,コ ス トを

最 低 限 に抑 え るた

め に行 な われ る。

ユー ザ の プ ・グ ラム可 能 な 装 置 や マニ ア ルな 操 作 に よ って,あ るい は 負 荷

の トー タル が 限度 を超 え な い よ うに監 視 す る コ ン トロール 装 置 に よ って も

操作 で きる。

　 この シス テ ムに表 示 装 置 を 加 え て もよ い。 そ の最 も単 純 な型 と して は,

大 きな 負荷 の循 環 が 開 始 した こ と,重 要 な負 荷 以 外 は す べ て放 出 され な け

れ ば な らな い こ と,ま た は機 能 停 止 が さ し迫 っ てい る こ とな どを示 す 電 力

施 設 か らの 指 令 を 照 らす 信号 ラン プを付 け るこ とであ ろ う。 その 表 示 装 置

に現 在 の電 力負 荷 に 関す る情 報 を 提供 して くれ る 家庭 の電 力 消費 メー タを

加 え て も よい。 よ り高度 な 装 置 にな る と記 録 と して の情 報 提 供 と,最 近 の
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消費 に 関す る特 別 の 分析 を行 な うこ と も可 能 とな ろ う。1日 あ た りの 使 用

時 間 に よ っ て料金 が 決 め られ る場 合 には,時 間 が家庭 の ブ ・グ ラマお よび

表示 装 置 へ の 重要 な イ ン プ ッ トとな る だ ろ う。

② 　 テ レ ビ受像 機 の 広 範 な 利 用

　 　 テ レ ビ受 像 機 に組 み込 まれ た マ イ ク ロプ ロセ ッサ お よび 電 気 的 な 発 動 作

　 用 に よ り,チ ャンネ ル の ラ ンダ ムな 抽 出が 自動 的 に で き る よ うに な る。 こ

　 の よ うな 文 明 の利 器 の誕 生 もそ う遠 い こ とで は ない。

　 　 特 定 の時 間 に特 定 の チ ャン ネル を 自動 的 に 受信 して 視 聴 した り,記 録 を

　 とれ る よ うに受 像機 を プ ロ グ ラ ムす る こ と も可 能 であ る。 一 週 間 の 面 白い

　番 組 を 予 約 す るイ ンス トラク シ ョンを入 力す る こ と もで き る。 日付 け,時

　間 お よび チ ャ ンネ ル番号 を 随 意 に テ レ ビ画 面 の上 に 出す こ とも で き る。 さ

　 ら に家 族 の コ ミュニ ケー シ ョン手 段 と して,簡 単 な メ ッセー ジの 作 成,蓄

積,検 索,お よ び 表 示 も可 能 で あ る。 テ レ テ キ ス ト ・サ ー ビス を 受 け ら れ

　る場 合 は,信 号 の解 読,ペ ー ジの 選 択,お よ び付加 情 報 の蓄 積 が で き る。

　グ ラ フ ィ ック の作 成 も可 能 であ り,操 縦 桿 を付 け る こ と に よ っ て,ゲ ー ム

　も で き る。

　 　この よ うな 情 報/娯 楽 セ ン タ(図2)が どの程度 柔 軟性 を持 て るか とい

　 うこ とは,主 に マイ ク ロプ ロセ ッサ に よ って き まる。 す で に フ ォ ー マ ッ ト

が整 っ て い る テ レテキ ス ト以 外 の 上 述 の全機 能 お よび デ ィス プ レイは
,記

憶 装 置 中 の情 報 に基 い て構 成 さ れ る。

　 受 像機 の 機 能 を時 間 に よ って操 作 す るた め に,プ ・グ ラム可 能 な 持久 記

憶 装 置 は,テ レ ビの ス イ ッチ が 自動 的 に入 る よ うに視 聴 者 が プ ログ ラム し

た チ ャ ンネ ル ・セ レク シ ョンを ス トア してい る。 受 像機 の ス イ ッチが 自動

的 に入 る と,ア ラー ムが 鳴 る仕 掛 け に な って い る。 実 験 中 の あ る シ ステ ム

の場 合,プ ログ ラムさ れ る前 の チ ャ ンネ ル を リス トア ップ し,自 動 的 に 活

性 化 さ せ,要 求 通 りの 日時 や チ ャ ンネ ル番 号 を表示 す るた め に,約4000
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〔図2〕 マ イ ク ロ コ ン

ピ ュー タ,入 力 装 置,

コ ン ト ロー ル ・ ロ ジ ッ

ク,　 デ ィス プ レ イ　・ジ

ェ ネ レ ー タ を 付 加 して,

従 来 の テ レ ビ受 像.機 を

決 め ら れ た 時 間 に 自動

的 に つ け た り,消 し た

りす る。 ま た は 情 報 を

表 示 し た り,ゲ ー ム を

して 遊 ぶ こ と も で き る。

マ イク ロプ ロセ ッサ

バ イ トの メ モ リを 利 用 し て い る 。

　 テ レ ビ ・ ゲ ー ム を す る に は さ ら に 多 くの メ モ リが 必 要 と さ れ る。 洗 練 さ

れ た コ ー デ ィ ン グや 複 雑 な もの を 制 限 す る こ と に よ り,約2000バ イ トで

画 像 を 表 示 す る こ と が で き る。 さ ら に 大 きい 記 憶 容 量 を ス キ ャ ニ ン グ す る

こ と に よ っ て,ラ ッ プ ア ラ ウ ン ド ・モ ー ドに よ る 画 像 合 体 の 動 き を うつ し

出 す こ と も で き る。 フ ォ ア グ ラ ウ ン ド ・メ モ リや 専 用 シ ン ボ ル ・ハ ー ドウ

ェア を 付 加 す れ ば,迅 速,円 滑 か つ 複 雑 な 動 き を 出す こ と も で き る・ 多 く

の ゲ ー ム で 要 求 さ れ る シ ン ボ ル か ら シ ン ボ ル お よ び シ ン ボ ル か ら バ ック グ

ラ ウ ン ドの3調 和 の 検 出 は,ハ ー ドウ ェア の 中 で 行 な うこ と が で き る。 そ

の ハ ー ドウ ェ ア の 中 に は,シ ン ボ ル が 優 位 を 占 め る と い う規 則 も 含 め る こ
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と が で き る。 カ セ ッ トや 多 様 なRDMモ ジ ュー ル に よ っ て 新 し い グ ー ム ・

プ ロ グ ラ ム の ロ ー ドも 可 能 とな る 。

(3)家 庭 用 モ ニ ター と して の電 話 器 の利 用

　 　 家庭 にお け る通 話 の た め の 電話 回 線 の一 日の利 用は 平 均 す れ ば ほ んの わ

　 ず か 一 恐 ら くは30分 ほ どで あ ろ う 一 エ レ ク トロニ クス を 加 え るこ と

　 に よ り,電 話 回 線 の 通 話 以 外 の新 しい 利 用 が可 能 にな る。

　 　 図3に 示 した よ うな シス テ ムに よ り,こ のサ ー ビスの カス トマ は家 庭 電

　 気 器 具 の 状 態 を電 話 ベ ル を通 じて 監 視す る こ とが で き る。 家 が留 守の場 合,

　 電 話 の ベル は メ ッセー ジ ・レ コー ダを稼 働 させ る。 カス トマ は も との電 話

　 の プ ッシ ュボ タ ン に よ って コー ド化 され た信 号 を 発 信す る。 正 し くコー ド

　 化 され た信 号 を受 信 す る と 直 ち に,そ の レ コー ダは 受 信 を 確 認 す る断続 音

　 を発 す る。 そ の後,レ コー ダは 切 れ,器 具 は 加 入 者 か らの ス イ ッチを入 れ

　 るか 切 るか どち ら か を 指示 す る コー ドを受 け る準 備 をす る。

　 　 この よ うな シス テ ムの入 出力 回 路構 成 には,リ ング ・デ ィテ ク タ,ト ー

　 ン ・デ ィテ ク タ,〔 イ ク ロ ブ ロセ ッサ にお い て 暗号 解 読 の た め に シ グナル ・

　 トー ンを計 数 化 す るA/Dコ ンバ ー タ,お よび 応 答 トー ン ・ジ ェネ レー タ

　 が 含 まれ る。 マ イ ク ロ プ ロセ ッサは 受 信 した信 号 を解 読 し,適 切 な 機 能 を

　 実 行 し,適 切 な コー ドを応 答 トー ン ・ジ ェネ レー タに送 信 す る。

　 　 この システ ムは呼 出 しに 対 して 応 答す る だけ で な く,警 報 器 か らの信 号

　 に 応 ず る呼 出 し も し,応 答 の あ った 地 点ヘ デ日 夕 ・メ ッセー ジを 送 る こ と

　 もで き る。

(4)開 発 促進 の キー とな る3分 野

　 　 この よ うな 開 発 は 主 に次 の3つ の 分 野 にお け る技 術 革新 に よ って 大 き く

　 左 右 さ れ る こ と にな ろ う。 す な わ ち,デ ィ ジ タル ・サ ー キ ッ トにお け る イ

　 ン テ グ レー シ ・ンの レベ ル を 向上 させ,衛 星 回線 の オペ レー シ ョンを よ り
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警 報,メ ーター

〔図3〕 　 マイ ク ロ ・プ ロセ ッサ お よ び その 他 の 装 置 を従 来 の 電話 器

に と りつ け る こ とに よ り,家 庭 の 電 気 器 具 を 離れ た 所 か ら監 視 し,操

作 で き る。 さ らに 緊 急時 の サ ー ビス を 自動 的 に呼 出 い 情報 の 表示 も

で き る。

高い周波数 で行ない,光 学式通信装置 を改良す るとい う点 であ る。

　 現 在,記 憶 装 置 内 に あ る最 も複 雑 なICチ ップは64,000ビ ットの 記憶

容 量 を 含 ん で い る。1985年 まで に,チ ップ ・サ イズ,エ レメ ン ト密度,

お よび 回 線 設 計 の 進 歩 に よ り,少 な く と も100万 エ レメ ン トを含 む チ ッ

プが 作 り出 され る もの と見込 まれ てい る。 これ ら の ス ー パー チ ップは,デ

ィ ジタ ル と して の特 徴 を よ り多 く備 な え た イ ン プ リメ ンテ ー シ ・ン に新 た

な刺 激 を.与え,経 費 の安 いA/Dお よびD/Aコ ンバ ー ジ ョンの需 要 を 絶

え ず生 み だ して い くもの と期 待 され て い る。
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　 軌 道 上 にあ る衛 星 用 の 高 周 波 に よ り,通 信 お よび情 報 サ ー ビス に とっ て

貴 重な ニ ュー ス や 娯 楽番 組 の 信号 を提 供 す る可 能性 が 出 て くる。4/6GHz

で稼 働 して い る衛 星 の軌 道 上 の ス ロ ッ ト周 波数 は事 実 上 満 杯 で あ るが
,宇

宙空 間 で は まだ11/14GHzの 電 波 を利 用 で き る し,軌 道 孤 全 体 で は18/

30GHzの 電 波 の 利 用 も可 能 で あ る。 これ ら の極 超短 波 と と も に衛 星 か ら

届 く放 射 パ ター ンは,そ れぞ れ が地 表 の 狭 い 範 囲 を カバ ーす る多 くの ス ポ

ッ ト ・ビー ムに 分 け られ る。 それ に よ って 各地 域 で同 じ周 波 数 の利 用 が 可

能 に な る。

　 オ プ テ ィカル ・フ ァイバ ー に よ り,電 力お よ び無 線 周 波数 の イ ン タ フ ェ

イ ス とは 関係 の な い,断 面 積 の極 め て小 さい 広 帯域 伝 送 経 路 が提 供 され る
。

オ プテ ィ カル ・フ ァイ バ ー を利 用 した二 地 点 間通 信 の 実 験 は す で に成功 し

た。 そ の中 には,電 話 網 内 での デ ィジ タル信 号 の伝送 と,ビ デ オ 会議 や ケ

ー ブルTV用 の ビデ オ 信号 の 伝 送 が含 まれ てい る
。

　 適切 な ネ ッ トワー ク の構 成 要 素 が完 成 され,オ プ テ ィ カル ・ス イ ッチの

型 が 開発 され 次第,混 合 シグ ナ ル(音 声,デ ー タお よび ビデ オ)を 効 率 的

に各 地 へ 供 給 す る こ とが で き る よ うに な るだ ろ う。 オ プテ ィカル ・ス イ ッ

チの 型 の 開 発 は.パ ー ソ ナル ・ビデ オ ・サー ビスを各 地 に提 供 す る上 で重

要 な要 素 と言 え よ う。

⑤ 　 家 庭 に導 入 され る コ ン ピ ュー タ

　 　 家 庭 を取 りま く通 信/情 報 シス テ ムは す べ て 〔図4〕 の3つ の サ ブ シス

　 テ ムを サ ポ ー トす る ホ ー ム ・コ ン ピュー タ に集 中 され る。3つ の サ プシ ス

　 テ ム とは,① 情 報 お よ び娯 楽 　 ② 指 令 お よび操 作 　③ 管 理 であ る。 この コ

　 ン ピ ュ一 夕は 空 間 を 伝 わ って きた 無線 信 号 を受 信す る。 す な わ ち,地 上 の

　施 設,ケ ー ブル お よび衛 星か らの テ レ ビ ジ ョン信号,電 力 施 設 か らの管 理

　上 の 信号,電 話 回線 か ら の信 号 な どで あ る。 無数 の家 庭 用 製 品 や 器 具 を こ

　の シス テ ム に よ って 操 作 す る こ とが で き る。 基 本 的 に は,オ プ テ ィカル ・
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フ ァイ バ ー の よ うな 広 帯 域 の 連 結 を 可 能 に す る ケ ー ブ ル に よ っ て
,家 庭 用

コ ン ピ ュ ー タ と外 界 と を つ な げ る こ と が で き る の で あ る
。

　 情 報 お よ び 娯 楽 サ ブ シ ス テ ム は 次 の も の を 提 供 で き る。

。検 索,明 細 書 ,図 書 館 情 報,ニ ュ ー ス お よ び レポ ー ト。 これ に は ,テ レ

　 ビ受 像 機 テ レ テ キ ス ト ・デ コ ー ダ,電 話,モ デ ム,お よ び キ ー パ ッ ド

　 ま た は キ ー ボ ー ド/プ リ ン タ が 使 わ れ,同 報 通 信 テ レ テ キ ス ト ・サ ー ビ

　 ス ・ ワ イ ヤ ー ド'テ レ テ 手 ス ト ・サ ー ビ ス ・ 地 域 サ ー ビス ・ そ の 他 の ソ

　 ー ス に よ って サ ポ ー トされ る。

。修 学 前 あ るい は 修 学 中 の 学生 や成 人 を 対 象 と した教 育
。

。子供 と成 人 の た め の ゲー ムお よ び知 的 な遊 び
。

。世 論 調 査 お よび見 本 に よ る ア ンケー ト

　 指 令 お よ び操 作 サ ブ シス テ ムが提 供 で き る もの は 次 の通 り。

。一 日の うち 決 め られ た 時 間 に従 って ,ま た は 電 力 施 設 か ら の遠 隔操作 に

　 従 って,電 力 負 荷 を 調 節す る。

。要 求 に応 じて ,ま たは 予 め セ ッ トされ た周 期 ご とに,電 力 使 用量(メ ー

　 タ)を 発 電 所 に提 供 す る。

。エ ネル ギー 消費 を最 低 限 に抑 え る一 方
,前 も って セ ッ トした 温度 お よび

　 湿度 の範 囲 内 に住 環 境 を 維持 してお くよ うに ソー ラ ・パ ネ ル,空 気調 節

　装 置,暖 房機 な どの 利用 を最 適 化 す る。

。火 災 や 侵 入 .補 助 警 報 器 等 を監 視 し,必 要 に応 じて関 係 当 局 や地 域 セ ン

　 ター に通 報 す る。

。家 人 に シス テ ムの 状 況 に関 す る情 報 を提供 す る
。

。要求 に応 じて ,ま た は 前 も って セ ッ トさ れ て い る通 りに,照 明 ,ラ ジオ,

　お よび 暖房 機 の ス イ ッチ を入 れ る。

　管 理 サ ブ シス テ ムは 次の 役 割 を 演 ず る。

。情 報 検 索 を 行 な う。

・家計,病 歴,住 所,電 話番 号 な どの 家族 の 記 録 を 保 管す る
。
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・電 子 的 な銀 行 振 込 み に よ り,請 求 書 の支 払 い をす る。

。税 金 の計 算

。他 の 加入 者 か ら の メ ッセ ー ジの送 信 と受 信 を行 な う(電 子 郵便)。

　 サ ブ シス テ ム の機 能 は 以 上 の ほ か に も まだ あ る。 この ほ か 例 えば 洗 た く

機,ド ライ ヤ ー,オ ー ブ ン,冷 凍 庫,水 道 や ガ スの メー ター な どの 家 庭器

具 の 操 作 もで き る。 す な わ ち コ ン ピュー タお よび その 補 助 装 置 は,知 的 な

行 動 を 要求 す るあ らゆ る家事 を ほ とん ど 自動 化 で き る と言 え ば 十 分 で あ ろ

う。 現代 の テ ク ノ ロ ジー が ぎ っ し り詰 ま った パ ッケ ー ジを イ ンプ リメ ン ト

す る には 莫 大 な経 費 が か か るに は ち が い な い が,そ れ は 不 可 能 では な い。

現 に,い くつ か の マ イ ク ロプ ロセ ッサ に よ って サ ポ ー トされ た 家 庭 用 コ ン

トロー ル ・シス テ ムがす で に市 場 に登 場 して い る。 但 し,そ れ は こ こで扱

って い る よ うな 洗 練 され た 通 信 お よび 情報 検 索機 能 を提 供 す る と こ ろ まで

は い っ てい な い。 しか し,照 明 の 点 滅 を プ ログ ラ ムで き る レ,器 具,火 災,

安 全 シス テ ムを コ ン トロー ル し,家 人 に記 念 日や そ の他 の重 要 な 日付 けを

思 い 出 さ せ る こ と もで き る。

　 この よ うな シ ス テ ムは 図4の よ うな 一 様 な シス テ ムで は な く,多 様 化 し

た もの とな ろ う。 国 内通 信 衛 星 や オ プ テ ィ カル ・フ ァ イバ ー に よ り,革 新

的 な 家 庭 に お け る 自動 化 サ ー ビス の可 能 性 は 大 き く広 げ られ るだ ろ う。

3-2　 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン:一 つ の 挑 戦

事 務 機 器 の 質 の 向上 に よ って オ フ ィス の 仕事 は 簡 易 化 され るが,将 来 の オ

フ ィ ス の統 合 化 を妨 げ る難 問 が こ こに あ る。

　新 しい商 用通 信 衛 星 と マ イ ク ロ ウ ェー ブ ・シス テ ムに よ っ て可 能 に な ろ う

と してい る通 信 サ ー ビスは,完 全 に 自動 化 され た"将 来 の オ フ ィス"を 実 現

に向 って大 き く推 進 す る もの で あ る。 オ フ ィスの 自動 化 の構 想 は,1970年

代 半 ば に 発表 され た ワー ド/テ キ ス ト ・プ ロセ ッサ に よ って 触 発 され た もの
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で あ る が,こ れ までの 平 均 的 な オ フ ィス では機 械 化 され た事 務 機 器 が 混 然一

体 とな っ て使 われ て い るだ け で,統 合 化 され た 自動 化 シス テ ムは まだ な い と

言 って よい。 恐 ら く業 務 の効 率 は個 別 的 には 向上 したの で あ ろ うが ,生 産 性

の 点 で 著 しい 効果 とい うものは 全 く とい って よい ほ ど見 られ な い。 これ か ら

しな け れ ば な らな い こ とは,今 あ る ホ ワイ トカ ラーの た あ の 電 子 機 器 を ,人

手 を最 少 限 に抑 え て情 報 処 理 を 行 な うハ ー ドウ ェア/ソ フ トウ ェア ・シ ス テ

ム に組 み 込 む ことで あ ろ う。

　 この シス テ ムは 今後10年 間 で実 現 され る だ ろ う。 そ の成 功 まで に は,次

の 相 互 に依 存 し合 う5つ の段 階 が考 え られ る。

　① オ ペ レー タを必 要 とせ ず に,く り返 しの作業 の大 半 を 済 ま して し ま うイ

　 　 ンテ リジ ェ ン ト ・ハ ー ドウ ェアの 開 発。

　② 自動 化 され た 装 置 を組 織 全体 に 受 け 入 れ させ る上 で 中心 的 な 役割 を果 す

　 　 マ ネー ジ ャ(情 報 処 理 に 関す る訓 練 を受 けて い な い)が ア ク セ ス で きる

　 　 よ うに ソ フ トウ ェア を共 通 言 語 で 設計 す る こ と。

　③ 人 手 を省 くた め にオ フ ィス にお け る各機 能 を段 階 的 に統合 化 し,長 期 的

　 　な統 合 化 の過 程 を 妨 げ るだ け の 高度 に洗 練 され た機 器 の 供給 をや め る。

④ 会 社 間 お よ び会社 内 の通 信 を行 な う電 子郵 便 シス テ ム にお け る接 続点 と

　 　 して オ フ ィス を 開発 す る。

⑤"情 報 化 社会"に 適 合 し よ うとす る要 員 を 再 訓練す る。

(1)オ フ ィス にお け る業 務 の 定 義

　　 西 独 ミ ュ ンヘ ンのSiemens社 が行 な ったオ フ ィー1・テ ク ノ ロジー調 査

　 に よ る と,オ フ ィス に お け る広 範 な タス ク を分析 した 結 果,あ る固定 的 な

　要 素 が 浮 きぼ りに され た。 それ は す な わち,オ フ ィス で の 作 業 は 報 告 す る

　た め の作 業 であ る とい う もの で あ った。 固定 的な 一 つ の プ ロセ デ ュア に従

　 っ て,デ ー タは く り返 し,作 成 さ れ,様 式化 され,訂 正 され る。 事 務 機 器

　が 行 な う機 能 とい う点 か ら,そ の プ ロ セデ ュアは 情報 の ハ ン ド リング と情
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報処 理 とい う2つ の分 野 に分 け られ る。 情 報 のハ ン ドリング は,口 答 のや

りと り,デ ー タ,テ キ ス ト,お よび 図表 な どに よ って構 成 さ れ る。 情 報 処

理 には,デ ー タ収集,テ キ ス ト作 成,ド キ ュ メ ンテー シ ・ン と フ ァ イ リン

グ,お よ び図 表 作成 が 含 まれ る。 これ らの工 程 を 補 助 す る高 度 な装 置 は,

この2つ の カ テ ゴ リー の 境 界線 を あ い まい に し始 めて い る。 一 つ の 装置 で

多 くの作 業 をや りこなす こ とが よ くあ る。 事 務 作 業 は 今 や 密 接 な相 関 関係

を もつ よ うにな った(図5)。

3

宿

蜜

e

テキス トの

　 生成 と作成

ドキ ュメ ン

　 ア ー シ ョン

図5.オ フ ィス業 務 は どれ も互 い に密接 な つ な が りを持 ち,情 報 ハ ン ドリン グか

　 また は 情 報処 理 の い ず れか を 含 ん でい る。 情 報 処理 は デ ー タ収 集,テ キ ス ト

　 作 成,ド キ ュ メ ン テー シ ョン,お よ び フ ァイ リングか ら構 成 され る。 情 報 は

　 口答 の や りと りとデ ー タ,テ キ ス ト,図 表 な どを使 って取 扱 われ る。

一38一



　 このSienensの 調査 に よ ると,情 報通 信 路 網 が 自動 化 され る前 は,事

務 作業 を形 式 化 しな け れ ば な らな か った。 す な ,わち イ ンス トラク シ ョンと

ア ル ゴ リズ ム を ソ フ トウ ェア で書 か な けれ ば な ら な か った。 あ る タス クを

完 了す るの に必 要 な 時 間 を知 る こ とに よ って,特 定 の形 式化 さ れ た作 業 を

自動 的 に行 な うこ とが で きた。 しか し形 式 化 さ れ た もの と 自動 化 され た も

の との 間 に は 大 きな ギ ャ ップが あ る(図6)。 現 在 で は オ フ ィスの テク ノ

ロ ジー は"エ レ ク トロニ ック ・デ ス ク"の 創 造 に 焦点 が あ て られ てい る
。

これ は,書 類 関 係 の タ ス ク を毎 日,デ ィス プ レイ ・モ ニ ター のつ い た キー ボ

ー ド'タ ー ミナル を通 して電 子 的 に行 なお うとい うもの であ る
。実 際 に行 な
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図6.大 部 分 の オ フ ィス業 務 は 様 式化 で き る 一 す な わ ち イ ンス トラク シ ョン と

　 アル ゴ リズ ムを 書 き表 わ せ る 一 が,様 式 化 で き る もの と 自動 化 で き る もの

　 との ギ ャ ップは 大 きい。
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う際 の 難 し さ の 程 度 は,そ の タ ス ク が ど の 程 度 厳 密 な もの で あ る か と い う

点 に か か っ て い る。 例 え ば,電 子 的 な 伝 送 方 法 に よ る オ フ ィス 間 の 郵 便 の

方 が,同 じ伝 送 方 法 に よ っ て ドキ ュ メ ン トを 購 入 す る よ り簡 単 で あ る。 つ

ま り,メ ッセ ー ジ の 内 容 は,購 入 注 文 の 厳 密 な 構 成 と違 っ て い か な る型 で

も様 式 で も か ま わ な い か ら で あ る。

　 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 パ ロ ア ル トのXerox　 Research　 Centerで は,将

来 の オ フ ィ ス に 関 す る2年 間 の 研 究 の 一 環 と して,Office　 Talkと 名 付

け ら れ た 自動 化 ネ ッ ト ワ ー ク の プ ロ トタ イ プ を 開 発 し て い る。 そ れ はAいo

と 呼 ば れ る ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン の ネ ッ ト ワー ク で,そ れ ぞ れ の ワ ー ク ス テ

ー シ ョ ンは64Kbの メ モ リを備 え た16ビ ッ トの ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ と解 像

度 の 高 い(1000×800ポ イ ン ト)ビ ッ ト ・マ ッ プ ・ ビ ジ ュ ア ル ・デ ィス

プ レ イ か ら 構 成 さ れ て い る。 こ の ネ ッ トワ ー ク は 一 枚 つ つ の ドキ ュ メ ン ト

か あ る い は ドキ ュ メ ン ト ・7ア イ ル 全 体 を 扱 うよ うに プ ロ グ ラ ム さ れ て い

る。 旅 費 関 係 の 伝 票 の よ うな ドギ ュ メ ン トは 電 子 的 に ス ク リー ン上 に うつ

し 出 す こ と が で き る。 そ の ドキ ュ メ ン トは キ ー ボ ー ドを 通 じて,ま た は ス

ク リー ン に触 れ る こ と に よ っ て 記 憶 装 置 に入 れ ら れ る。

　 伝 票 な ど の 証 拠 書 類 関 係 の 開 始 プ ・ グ ラ ム は 適 切 な エ ン ト リー で タ ー ミ

ナ ル ・キ ー ボ ー ドに よ っ て そ れ ら の 書 類 に 頭 文 字 を 記 入 し,そ れ を 照 合,

確 認,フ ァ イ リ ン グ な どの た め に 他 の タ ー ミナ ル へ 伝 送 す る 。

　 こ れ ら の 証 拠 書 類 は,照 合 の 過 程 で 次 の 人 が そ れ を ス ク リー ン上 に うつ

し 出 す 準 備 が で き る ま で,記 憶 装 置 の 中 に残 さ れ る。 組 織 内 の 各 責 任 部 署

に 分 散 し て い る こ の よ うな ワー ク ス テ ー シ ョ ン に よ っ て,オ フ ィ ス 内 の コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョン は よ り迅 速 化 さ れ,重 要 文 書 は 別 と し て,マ ネ ー ジ ャに

よ る ル ー チ ンの 管 理 も よ り手 ぎ わ よ くで き る よ うに な る 。

　 Altoタ ー ミ ナ ル の 特 徴 は,タ ィ ブ で 打 っ た よ うに き れ い に 複 写 で き る

デ ィ ス プ レ イ ・グ ラ フ ィ ック の 品 質 の 良 さ に あ る。 技 術 者 以 外 の 従 業 員 が

こ の タ ー ミナ ル に 早 く慣 れ る に は,こ の 点 が 基 本 と な る 。 こ の タ ー ミナ ル
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は ま た,多 様 な フ ォ ン ドや ポ イ ン ト ・サ イ ズ,線 ひ き,署 名,お よ び 数 字

も表 示 で き る。 こ の よ うな 機 能 に よ り,こ の タ ー ミナ ル は コ ン ピ ュー タ ・

エ デ ィ タ に 近 い もの と な っ て い る。 イ ン タ フ ェ イ ス は キ ー ボ ー ドま た は カ

ー ソ ル に よ っ て 行 な わ れ る
。 こ の カ ー ソ ル が あ る の で オ ペ レ ー タ は カ ー ソ

ル か ら ス ク リー ンへ 削 除 指 示 や 追 加 を 書 き入 れ,ス ク リー ン上 で 直 接 変 更

で き る。

(2}　 "ス マー ト"'タ ー ミナ ル を 目 ざ して

　 　 Office　 Talkは オ フ ィス労 働 者 の 日常 の き ま った仕 事 を遂 行 す るた め

　 の 一 定 の メ ッセー ジ ・イ ン タ フ ェイ ス と して 役 立 つ。 これ は 電 子 郵 便 シ ス

　 テ ムを 構 成 す る重 要 な 要 素 で あ る が,単 な る電 子 的な 補 助 装 置 で あ って,

　 "イ ン テ リジ ェン ト"オ フ ィス ・シス テ ム とは 言 え ない。"ス マ ー ト"シ

　 ス テ ム にな るた め に は,オ フ ィス にお け る仕 事 の 手順 に関 す る知 識 を そ れ

　 に組 み込 まな けれ ば な ら な い。 そ うな れ ば この シス テ ムは,オ ペ レー タの

　 限 られ た コ ン ピュー タ知 識 は 合 った ター ミナ ル を持 つ ア ク テ ィブな シス テ

　 ム とな り,現 在人 間 が や っ てい る検査 の手 順 を代 行 す る よ うにな るだ ろ う。

　 現に,Office　 Talkは この よ うな シス テ ムに近 づい て き てい る。　Office

　 Talkは,旅 費 に関 す る伝 票 を 次 にそ れ を チ ェ ックす る担 等 者 に伝 送 で き

　 る可能 性 を持 っ てい る。 承 認 が得 られ な い場 合 は,そ の 伝 票 が 承 認 され,

　 次 の手 続 き が とられ る ま で,そ この ター ミナ ル の音 声 また は 映 像 に よ る信

　 号 に よっ て,こ の シ ス テ ムは そ の 担 当者 に注 目す る。

　 　 Xerox　 も他 の 多 くの大 手 情 報 処理 企 業 と同様 に この 目標 を 目 ざ して 努

　 力 を続 け てい る。 これ らの 企 業 の 中 には,IBM,　 Exxon　 Enterprises

　 Burroughs　 Corp.　 Wang　 Corp.　 な どが あ る。 しか し まだ どの 企業 も

　 統 合 シス テ ムの 開 発 に成 功 して い な い。Xeroxは,　 XTENデ ー タ ・パ ケ

　 ッ ト通 信 サ ー ビスの 提 供 に よ り,総 合 的 な 通 信 体 系 を形 成 す る には 各 要 素

　 を どの よ うに統 合 して い った ら よい か とい う点 につ い て理 解 を深 め てい る。
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Exxonは,　 Quip,　 Quix,　 vydec,　 zilogな ど の合 併会 社 と協 同 で,同

社 の 通 信 ネ ッ トワー クの各 構 成 要 素 を統 合 化 しつ つ あ る。 これ らす べ て の

研 究 を もっ て して も,現 在 お よ び近 い 将 来 の シス テ ムは 受 身 の性 質 しか持

てな い だ ろ う。 オ フ ィス にお け る イ ンテ リジ ェ ンスは 当 分 は まだ人 間 の 頭

脳 に委 ね ら れた 状 態 を 維 持す る こ とに な るだ ろ う。

　 オ フ ィス の仕 事 を家 で す る こ との可 能 性

　 オ フ ィス の仕 事 を遂 行 す るた め に機 械 に イ ンテ リジ ェ ンス を.与え る には,

そ の シス テ ムの将 来 の ユ ー ザ とメー カ双 方 の 発 想 の 転換 が要 求 され る。 オ

フ ィス業 務 のす べ て が単 純 な 自動 化 を可 能 にす る仕 組 み に な って い るわ け

では な い。 賃 金 台帳 へ の 記帳 な どの よ うな オ フ ィス業 務 は長 い間,メ イ ン

フ レー ム ・コ ン ピ ュー タを利 用 した 電 子 デ ー タ処 理 シス テ ムの 中 に組 み 込

まれ て い る。 多 くの ア プ リケー シ ョンが 可能 な オ フ ィス にお け る この よ う

な業 務 だ け を 自動 化 す れ ば よい とい う安 易 な考 え 方 もあ る。 しか し,日 常

の オ フ ィス業 務 の手 順 には 自動 化 の 可能 な 完 全 に 構造 化 され て い な い 業務

もあ る。 自動 化 の秘 けつ は,オ フ ィス 業 務 プ ロセデ ュ アの一 般 モ デ ルの た

めの 自然 言 語 で書 か れ た ソ フ トウ ェア を 開発 す る こ とで あ る。

　 ペ ン シル ベ ニ ア大学 のWharton　 Schoolで は,こ の よ うな 一 般 モ デ ル

用 の ア ル ゴ リズ ム と ソフ トウ ェア ・イ ンス トラク シ ョンをProcedure

Execution　 Agentと 名 付 け た プ ログ ラ ムに組 み 入 れ てい る。 これ は ユー

ザ と事 務 機 器 をつ な ぐ フ ァー ム ウ ェア で あ る。 例 え ば,フ ァイ リン グ ・シ

ス テ ム,メ ッセ ー ジ ・シス テ ムお よび ワー ド ・プ ロセ ッサな どで あ る。 こ

の ウ ォー トン ・プ ログ ラ ムは,こ こで は 技 術 雑 誌 に論 文 を 発表 す る ため の

ル ー チ ンに含 まれ る一 連 の個 々の作 業 を補 助 す る。 原 稿 の 確認,再 審 査,

受 け入 れ,お よ び編 集 の 段 階 を経 て,著 者 の コ メ ン トを得 るた め に原 稿 を

著者 にさ し戻 し,最 終 的 な 編 集 をす る まで の一 連 の工 程 を 自動 化 す るた め

の ア ル ゴ リズ ムが書 かれ る。 ユ ー ザは 各 段 階 の た め の イ ン プ ッ トだ けを 行

な う。 個 々の オ フ ィス にお け る業 務 手 順 には 高度 に複 雑 な人 の組 織 が介 在
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してい る とい う前 提 の も と に,他 の プ ログ ラム と違 って ,タ ス ク を い か に

処 理 す るか では な く,タ ス ク の 内容 の明 細 が 自然言 語 で記 され る。 これ と

類 似 の 言語 はIBMやXeroxで も使 って い る。

(3)家 に居 な が らオ フ ィス 業 務 を処 理す る可能 性

　 　 オ フ ィス 業 務手 順 の統 合 化 が 完 全 な 自動 化 を志 向 す る一 方,そ れ が雇 用

　 面 に どの よ うな影 響 を与 え るか につ い ては 明 らか に され て い な い。 イ ンチ

　 リジ ェ ン ト ・オ フ ィス ・シス テ ムに よ っ てい くつか の 仕 事 は重 要 とな り,

　 従 業 員は 新 しい業 務 の た め の訓 練 を 受 け る こ とにな ろ う。 しか し,従 来 オ

　 ペ レ一 夕が 行 な って い た機 械 の 操 作 は,そ れ に代 る操 作機 能 が 端 末 局 の記

　憶 装 置 内 にス トア さ れ て い るの で,こ の よ うな 新 しい シス テ ムを 使 えば,

　要 員の 訓練 に か か る費 用 は最 低限 に抑 え られ よ う。

　 　悲観 論 者 は オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンが ホ ワイ トカ ラー に与 え る影響

　は,産 業 革 命 に よ って 工 場 労 働 者 が こ うむ った もの と同 じで あ る と予 見 し

　て い る。 一 方,オ フ ィス機 能 が機 械 化 されれ ば それ だ け,か って これ らの

　仕 事 を して い た要 員 は 別 の キ ャ リア を積 む か,ま たは 新 たな 業 務 に就 くた

　めの再 訓 練 を受 け るか の どち らか で あ る。 重役 が 日常 の 決 定 を 中 間 管理 職

　に まか せ て い る とこ ろ では,中 間 管 理 職 の ポ ス トは 各工 程 ご と の効 果 的 な

通 信 シス テ ム に と って か わ られ る。 情 報 を受 け と り,そ の メモ に注釈 を 加

え,指 令 し,そ の後 の経 過 を 調 べ て,ト ップ マ ネ ジ メ ン トに 報 告 す るな ど

　とい った 中間 管理 職 の 役割 はす べ て 自動 化が 可 能 で あ る。 この よ うな 自動

化 に伴 な って,オ フィ ス の構 造 全 体 が 変 わ る。 従業 員 は 携 帯 用 ター ミナ ル

に よ って 家庭 で効 率 的 に仕 事 が で き る よ うにな る。 調査 に よ る と ,家 庭 で

仕 事 を した場 合,通 常 オ フ ィスで す る よ りも20%も 能 率 が上 が る とい う

結 果 が 出て い る。

　 これ らの条 件 に 基 い て仕 事 の パ ター ン も変 化 す る。 ス トア ・エ ン ド ・フ

ォ ワー ド ・メ ッセ ー ジ ・サ ー ビス に よ り,サ ー ビスの 受 け手 は 随 意 に メ ッ
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セ ー ジを選 ぶ こ とが で き る。 こ うして あ る程 度 前 もって 考 慮 した末 の(そ

の時 の は ず み では な く)結 論 と して メ ッセ ー ジを送 り,考 えを 蓄積 す る こ

とに よ って,勤 務 時 間 は 一 週 間 に24時 間 に縮 ま る。 現 在 の 電 話は 応 答す

るとい うよ り も反 応 す る こ とを 相手 に 強要 す る傾 向 が あ る。

　 完 全 に 自動 化 され た オ フ ィスを 目指す パイ ロッ ト・プ ロジェク トが定 着 し

つ つ あ る。 次 の3つ の 分 野 が この よ うな プ ロ ジ ェク トに役 立 つ。 す な わ ち

マ ー ケ ッテ ィ ング ・コ ミ ュニ ケー シ ョン,出 版 部 門,お よび 販 売 部 門 で あ

る。 これ らの 分 野 は い ず れ も,従 業員 間 の コ ミ ュニ ケー シ ョンが重 要 な 役

割 を演 じて い る。 米 国 な らび に海 外 の新 聞 社 の 中 には,市 場 に新 聞 を 出す

までの ハ ー ドコ ピーの 使 用 を極 力 削減 しよ うと努 めて い る所 が い くつ か あ

る。 そ こ では 有線 サ ー ビスや そ の 他 の イ ンプ ッ トに よ って 情 報 を 収集 す る

こ とに始 ま り,執 筆,編 集,割 付 け,印 刷 に至 る まで の 全 工 程 を サ イ レ ン

ト ・ス ク リー ン上 で行 な って い る。 この よ うな シ ス テ ムを 利 用 して つ くら

れ る新 聞 は,ニ ュー ヨー ク ・タ イ ムズ,ウ ォ ー ルス トリー ト ・ジ ャー ナ ル,

それ に地 方 紙 では ミル ウォ ー キー,ロ ス ア ンジ ェル ス,パ サ デ ナ,サ ク ラ

メ ン ト(カ リ フ ォル ニ ア),マ イア ミ,フ ェアバ ン クス,ア ラス カな どで

あ る。 さ ら に進 歩 した 新 聞 ネ ッ トワー クは 日本 で 利 用 され て い る。 日本 で

は 新 聞 の 割 付 け が終 り,印 刷 の準 備 が で き る と,そ れ は 国 内5か 所 の セ ン

ター に フ ァク シ ミ リで 伝 送 され る。 これ らの セ ン ター で は 中 央 の ニ ュー ス

よ り重 大 な地 元 の ニ ュース が な い 限 り,中 央 と同 じニ ュー ス が 同 時 に 印刷

され る。 さ ら に注 目す べ き点 は,こ の ネ ッ トワー ク に 日本 語 の 全漢 字 表 記

を蓄 積 して い る巨大 な コ ン ピ ュー タ記憶 装 置 が 使 わ れ て い る点 で あ る。

　 現 在 の と ころ,こ の よ うな ブ ・ジ ェク トは 巨額 な 投 資 が で き る大 企業 だ

け に許 され る冒険 と言 え よ う。 しか し新 開 発が 完 成 す れ ば,小 規 模 な組 織

で もオ フ ィス の 自動 化 が可 能 にな る よ うな 料 金 体 系 が 実 現 し,全 国 的 な通

信 ネ ッ トワー クが完 成 され るだ ろ う。 個 々の産 業 内 の 競 合 に よ り,こ の よ

うな ネ ッ トワー ク に加 入 す る企 業 が 増 え る こ とが予 想 され る。
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3-3　 テ レテ キ ス トとビ ュ ーデ ー タ

　 将来 家 庭 で は,テ レ テ キ ス トと ビ ュー デ ー タ に よ る情 報 検 索 シス テ ムが 現

.在 の テ レ ビと同 じよ うに普 及す る こ とが 予 想 され る。 この テ レテ キス トと ビ

　ュー デ ー タ とは,テ キス トと簡単 な 図 表 を テ レ ビ受像機 を通 して伝 送 す る 媒

体 で あ る。 両 方 と も情 報 は 伝 送 用 に磁 気 的 に符 号 化 され,文 書 の型 に まと め

　ら れ てい る。

　 テ レテ キ ス トの場 合,磁 気 コー ドは テ レ ビ信 号 に含 まれ,周 期 的 に く り返

され る。 テ レ ビ受 像機 は カス トマ に とっ て興 味 の あ るペ ー ジを キ ャ ッチ し,

そ れ を 局 部 的 に ス トアす る。

　 　ビュー デ ー タの場 合,磁 気 コー ドは 通 常 電 話 の 通 話路 を 通 じて 搬 送 され て

い る可 聴 周 波 数搬 送 波 に変 調 され る。 ター ミナ ル か ら ペー ジが リク エ ス トさ

れ る と,そ れ ら の ペ ー ジは{間 々 に 送 ら れ,局 部 的 に ス トア さ れ る。 テ レ テ キ

ス トと ち が っ て,ビ ュ ー デ ー タは イ ン タ ラ ク テ ィ ブで あ る
。

　 テ レ テ キ ス ト信 号 は テ レ ビ受 像 機 の 垂 直 帰 線 消 去 信 号 の2つ の 回 線 上 に そ

　う入 さ れ る デ ィ ジ タ ル ・ ビ ッ トの ア ナ ・ グ 表 示 で あ る。 限 界 セ ン サ 装 置 に よ

　り,ア ナ ロ グ ・テ レ ビ ジ ョ ン信 号 か ら デ ィ ジ タ ル 信 号 ハ ン ド リ ン グ 回 路 へ 切

換 わ る。 テ レ テ キ ス トの デ ー タ ベ ー ス は 普 通,一 通 り定 ま っ た ベ ー ス に 基 い

て 編 成 さ れ る。

　 テ レ テ キ ス トの 信 号 は,ク ・ ック ・ラ ン イ ン ・バ ー ス ト,フ レ ー ム 指 示 コ

ー ド
,ブ リア ム ブ ル ・ コ ー ド,お よ びASCIIと 類 似 し た コ ー ドか ら 構 成 さ

れ て い る。 ビ ュー デ ー タ の 信 号 は 非 同 期 で,テ レ タ イ プ ラ イ タ の 信 号 に 似 て

お り,ス タ ー ト ・ ビ ッ トと ス ト ップ ・ ピ ッ トを 含 ん で い る。 ク ロ ック ・ ラ ン

イ ン と フ レー ム 指 示 コ ー ドは 不 要 で あ る。 こ の ビ ッ トは 周 波 数 偏 位 変 調 技 術

を 適 用 し て 可 聴 周 波 数 に 変 調 さ れ る。

　 テ レ テ キ ス トの 場 合,デ ー タ は 普 段 使 わ れ て い な い テ レ ビ用 の 送 電 線 上 で

コー ド化 さ れ る の で,テ レ ビな ら起 ら な い よ うな 故 障 が 起 き
,そ れ に よ っ て

デ ー タ 復 旧 の 問 題 が 生 じ る。 利 用 さ れ て い な い 回 線 の 数 は 限 ら れ て い る の で ,
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デ ー タ内容 の 量 も限 られ て く る。

　 ビ ュー デー タの デ コー ダは ユ ー ザ の電 話 回線 に接 続 され て お り,キ ャ ラク

タ を コ ン ピ ュー タで処 理 され た デ ー タベ ー スへ 伝送 した りまた は そ こか ら キ

ャ ラク タ を伝 送 した りす る公 共 電 話 網 を利 用 して い る。 シス テ ム の性 能 を制

限 す る ものは 物 理 的 制 約 だ け で あ る。 個 々の 接続 が 利 用 さ れ るの で,パ ー ソ

ナ ルな サ ー ビス も可 能 であ る。

　 テ レテ キス トは 本 来,難 聴 者 に見 出 しを伝 送 しよ うとす る英 国 にお け る計

画 を拡 張 した もの で あ る。1970年 代 初 頭 にBBC(British　 Broadcasting

Corp)が 開発 した この ンス テ ムは,現 在 英 国 内 で50000セ ッ ト以 上 が 設

置 され て い る。 そ れ はBBCの2つ の 公共 放送 局 か ら送 られ るCeefaxと,

民 間 局 のOracleと して 知 られ て い る。 この サ ー ビス を受 信 す るた め には視

聴 者 は キー パ ッ ド上 の1-0-0を 押す 。 これ に よ っ て,ニ ュー ス,天 気,

旅 行,ス ポー ツ,金 融,娯 楽 とい っ た 主 な 見 出 しの イ ンデ ック ス が うつ る。

サ ブイ ンデ ックス に よっ て,特 定 の項 目の番 号 が 示 され る。 例 え ば,1-2

-6は 株 式 市 況 で あ る
。 別 の ボ タ ンを押 す と,テ レ ビ画像 は通 常 の番 組 に も

どる。

　 Preste1は 英 国郵 便 公 社 の ビ ュー デ ー タ ・サ ー ビス(こ の種 の もの と して

は 最 初 の 公共 サ ー ビス)の 商 号 であ る。 昨 年3月 に ロン ドン在 住 の ユ ー ザ を

対 象 と した最 初 の サ ー ビスを 実 施 した。80年 代 初 め までva　tビ ュー デー タ・

サ ー ビスは マ ンチ ェス タ ーお よ びバ ー ミ ンガ ムの カス トマー に対 して提 供 さ

され る こ とに な る だ ろ う。 そ の 場 合,電 話 ユー ザ 全 体 の60%以 上 が この サ

ー ビス に無料 で ア ク セ スす る こ と にな る
。

　 Prestelの デ ー タベ ー スは 自由な 構 造 にな って い る。 そ の ユ ー ザは 手 元 の

キ ーパ ッ ドで要 求 した 情 報 の わ き に番 号 を打 ち込 む こ とに よっ て,ツ リー構

造 の中 心 か ら細 部 へ と入 っ てい くこ とが で き る。 要 求 した情 報 を受 信 す る ま

で,各 フ レー ムか ら一 つ の項 目を選 び 出す た め の 同 じ手 順 が各 レベ ル で く り

返 され る。 例 えば,カ ス トマー がt旅 行'を 選 び,希 望す る市 内 の ホ テ ル ・
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リス トを手 に 入 れ た い 場 合,カ ス トマは,ソ リー 構 造 の 検 索 技 術 を 用 い て,

そ の 中 心 か ら枝 の 方 向 へ 正 しい 順 路 を た ど っ て 目 的 の 項 目 を 見 つ け る こ と が

で き る の で あ る。

　 どの よ うな 組 織 で も,加 入 料 金500ド ル に 加 え て 年 間 ペ ー ジ 当 り2ド ル

最 低100ペ ー ジ分 を 支 払 え ばPrestelに 情 報 を 提 供 す る こ とが で き る。

160以 上 の 組 織 がPreste1の 最 初 の185
,000　 フ レー ム を 予 約 して い る。

こ の イ ン デ ック ス は 災 害 防 止 か ら ヨ ガ に至 る ま で1000に の ぼ る 話 題 を 含 ん

で い る。

　 Ceefax,　 Oracleお よ びPreste1の 各 情 報 は,8ビ ッ トのASCIIコ ー

ドで 非 同 期 的 に 伝 送 さ れ,5×7の ド ッ ト ・マ ト リ ック ス ・エ レ メ ン トに デ

コ ー ドさ れ,カ ラ ー で40キ ャ ラ ク タ が24行 表 示 さ れ る
。 放 送 シ ス テ ム に

お い て は,69Mb/sの デ ー タ が フ ィー ル ド当 り2行 の 割 合 で 書 入 れ ら れ る
。

要 求 を 出 し て か ら1ペ ー ジ を 写 し 出 す ま で に 最 高20秒 か か る。 ワ イ ヤ ー ド

シ ス テ ム の 場 合,デ ー タは1200b/sの 割 合 で 加 入 者 に 送 ら れ ,加 入 者 か ら

の 要 求 は75b/sの 速 さ で 送 ら れ る。1ペ ー ジ の 情 報 は 数 秒 で集 め ら れ る
。

　 Prestelの ス タ ン ダ ー ドに 基 く調 査 と実 験 を 指 導 して い る 国 と して,ス ウ

ェ ー デ ン(Datavision),フ ィ ン ラ ン ド(Telset) ,お よ びBell　 Canada

(Vista)な ど が 挙 げ ら れ る。 フ ラ ン ス はTeletel(そ の 前 身 はAntiope)

と い う ビ ュ ー デ ー タ ・シ ス テ ム と似 た シ ス テ ム を 開 発 中 で あ る。 こ の シ ス テ

ム は い くら か 違 っ た 標 準 を 適 用 し て い る が,Preste1と の 共 通 点 一 例 え ば

デ ー タ速 度 一 も 多 い 。 フ ラ ン ス の テ レ テ キ ス トの 変 型 で あ るDidonは あ ら

ゆ る 型 の テ レ ビ に 適 合 す る 非 同 期 式 の 伝 送 構 造 を 利 用 し て い る。 英 国 の シ ス

テ ム は 同 期 式 を 用 い て お り,そ こ で は 受 像 機 上 の キ ャ ラ ク タ の 位 置 は,デ ジ

タ ル ・デ ー タ を 放 送 す る た め に 使 わ れ る テ レ ビ ジ ョン 回 線 中 の 特 定 の 位 置 と

結 び 付 い て い る。

　 Preste1と は 著 し く異 な る2つ の シ ス テ ム が あ る。 そ の 一 つ,日 本 の

Captainシ ス テ ム は カ タ カ ナ の 複 雑 さ を 考 慮 して 中 央 に あ る キ ャ ラ ク タ ・ジ
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エ ネ レー タ を 使 っ て い る。 ま た,カ ナ ダ で は 通 信 省 が 解 像 度 の 高 い グ ラ フ ィ

ク ・デ ィス プ レ イ を 提 供 す る ア ル フ ァ ニ ュ ー メ リ ッ ク ・テ ク ニ ッ ク の

Telidonを 開 発 した 。 第 二 世 代 の 情 報 検 索 シ ス テ ム と し て 特 徴 づ け ら れ る こ

のTelidonは,写 真 の よ うな イ メ ー ジ や 標 準 的 な グ ラ フ ィ ック お よ び ア ル フ

ァ ニ ュ ー メ リ ッ ク の 表 示 を 可 能 に す る 複 雑 な コ ー デ ィ ン グ体 系 を 組 み 込 ん で

い る。 そ の 他 の 改 良 点 は,解 像 度 の 変 え ら れ る タ ー ミ ナ ル を 使 用 す る こ と に

よ っ て.デ ー タの 伝 送 と シ ス テ ム 利 用 が 経 済 的 に行 な え る よ うに な っ　 点 で

あ る。

　 西 独,オ ラ ン ダ,ス ペ イ ン,ス イ ス,香 港 な ど,そ の 他 の 諸 国 で は,以 上

.の シ ス テ ム の うち の い ず れ か に 基 く国 内 サ ー ビス の 計 画 と実 験 を 行 な っ て い

る。

　 米 国 で はCBSが,英 国 のCeefax/Oracleと フ ラ ン ス のAnti　 opeの2

つ の テ レ テ キ ス トを 実 験 中 で あ る。 伝 送 実 験 が セ ン トル イ ■ のKMOX　 -TV

で 進 行 中 で あ る。 こ の ス テ ー シ ョン は,1ペ ー ジ20行(そ れ ぞ れ32文 字)

を 作 成 す る た め,15お よ び16の テ レ ビ ジ ・ ン信 号 に 沿 っ て テ レ テ キ ス ト

を 伝 送 し て い る。

　 1978年6月,ソ ル ト レ イ ク ・シ テ ィのKSL-TVは 実 験 用 の テ レ テ キ

ス トを 伝 送 した 米 国 で 最 初 の ス テ ー シ ョ ン と な っ た 。 こ の シ ス テ ム に は 英 国

の 標 準(40文 字 ×24列)を 米 国 式 の1ペ ー ジ 当 り32文 字 ×20行 に 変

更 した も の が 使 わ れ る。 ス ポ ン サ ー とな る 広 告 主 は,ユ ー ザ が 適 切 な コ ー ド

をTouch-Toneホ ー ン に パ ン チ す る こ と に よ っ て,希 望 の ペ ー ジ を 要 求 で

き る よ うにす る 予 定 で あ る。 電 話 と テ レ ビ受 像 機 と の 間 に は 関 連 性 を 持 た せ

な い こ と に な る だ ろ う。

　 ク リス タ ル レ イ ク のCATV供 給 業 者,　 Oak　 Communications　 Inc.は ビ

デ オ テ キ ス ト と呼 ば れ る テ レ テ キ ス ト ・シ ス テ ム を 開 発 した 。 この シ ス テ ム

に よ っ て ケ ー ブ ル ・オ ペ レ ー タは ア ル フ ァ ニ ュー メ リ ッ ク 情 報 を カ ス トマ に

供 給 で き る よ うに な る だ ろ う。 ま た フ ィ ラ デ ル フ ィ ア のMicro-TV　 Inc.は
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Reuters,　 United　 Press　 Internationa1お よ びAssociated　 Pressな ど

の ニ ュー ス ・サ ー ビ ス を ケ ー ブ ル ・オ ペ レ ー タ に 送 る た め ,Info-Textテ

レ テ キ ス ト ・シ ス テ ム を 提 供 し て い る。

　 ケ ン タ ッキ ー 州 の 約200の 農 家 で は 間 もな く,米 国 農 務 省 が サ ポ ー トす

るGreen　 Thumb　 と 呼 ば れ る ワイ ヤ ー ド ・テ レ テ キ ス ト ・シ ス テ ム を 通 じ

て.天 気 お よ び 作 柄 関 係 の 情 報 を 受 信 す る こ と に な るは ず で あ る。

　 New　 York　 Ti　mes　 Corp.は ワ イ ヤ ー ド ・テ レ テ キ ス トの 利 点 を テ ス ト

す る2年 間 の パ イ ・ ッ ト ・ プ ロ ジ ェ ク トを 発 表 した。 計 画 で は,150か ら

200所 帯 を 対 象 と した 天 気,ス ポ ー ツ,ニ ュ ー ス,お よ び 映 画 ス ケ ジ ュ ー

ル が 提 供 さ れ る こ と に な っ て い る。

　 General　 Telephone&Electronics　 Corpは 最 近.米 国 市 場 でPreste1

サ ー ビ ス を 提 供 す る認 可 を 受 け た 。 市 場 で の 実 験 は ソ フ トウ ェ ア の 変 更 と 情

報 供 給 業 者 の 確 認 が 済 ん で か ら行 な わ れ る こ と に な っ て い る 。

　 米 国 は 他 の 諸 国 に 比 べ,国 民1人 当 り の 通 信 装 置 の 割 合 は ず っ と 多 い が,

高 度 な 通 信 お よ び 情 報 シ ス テ ム の 開 発 で は 遅 れ を と っ て い る。 そ の 原 因 の 一

端 と してあい まいな法規制 と中央 による標準化の伝統がなか った こ とが考 え

ら れ る。

eご ∵icatiOns'by　 E'Bryan　 Carne'GTE)

■
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4.ホ ー ム情 報 サ ー ビ スを め ぐ る最 近 の トピ ックス

　 80年 代 の新 サ ー ビス と して,家 庭 に対 す る情 報 サ ー ビス の発 展 が 注 目 を集

め て い る。 サ ー ビス と しては,既 存 のCATVや ペ イTVを は じめ,ビ ュ ー デ ー

タ(ビ デオテ ックス)あ るい は テ レテ キ ス トな ど多様 な形 態が ク ロー ズア ップ し

で きて い る。 また,ビ デ オ デ ィ ス ク な どの ニ ュ ー ・メ デ ィアや,光 フ ァイ バ ー

な どの 新 しい通 信 技 術 も,80年 代 の開 発 が 期 待 され てい る。

　 特 に,ビ デオ テ ック スや テ レテ キ ス トに関 しては,先 行 して い る英,仏,加

3ヶ 国 に よ る主 導 権 争 い や 海 外売 リ込 み 競 争 が 活 発 化 して い る。 ここ では,こ

の分 野 の 動 向 に関 す る80年 以 来 の 主 な トピ ッ クス を海 外文 献 か ら ピ ック ア ッ

プ してみ た い。

■

4-1　 近 ず い て き た家 庭 の情 報 化

　 家 庭 にお け る通 信 は,規 模 は 小 さい が,今 まさ に革 命 を迎 え よ うと してい

る。 しか し,来 るべ き変 革 の波 は,こ れ まで の通 常 の家 庭 の 生 活 の仕 方 を根

本 的 に ゆ さぶ る よ うな もの には な ら ない で あ ろ う。 おそ ら く,こ の変 化 は,

ス ムー ズ に受 け入 れ られ る もの と考 え ら れ る。 なぜ な ら,こ の変 革 の た めの

主 要 な 手 段は,家 庭 にお け る最 も な じみ 深 い 財 で あ るテ レ ビ ジ ョン セ ッ トと

電 話 機 だか らで あ る。

　 未 来 の 波 は,2つ の シス テ ムに具 体 化 され て い る。 それ らは,す で に英 国

にお い て一 般 に利 用 され て お り,多 数 の他 の 諸 国 に おい て も,ま もな く,公

衆 サ ー ビス と して 利 用 され よ うと して い る。

　 そ れ らは,ビ ュー デー タ とテ レテ キス トで あ り,い ずれ も,テ レ ビ ジ ョン

ス ク リー ン上 に各 種 の広 範 な トピ ックス に関 す る文字 情報(textual　 infor-

mation)を デ ィス プ レイす る手 段 であ る。

　 　しか し,こ の 目的 を達 す るた め の技 術 的 な 手 段 は,ち が って い る。 この2
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つ の シ ス テ ム の 間 に は 重 要 な 相 違 点 が あ る。 英 国 郵 電 公 社 の プ レ ス テ ル ・サ

ー ビ ス の よ うな ビ ュー デ ー タ ・シ ス テ ム の 場 合 は
,コ ン ピ ュ ー タ の 中 に 蓄 積

さ れ た 情 報 が,電 話 回 線 を 通 じて,特 別 装 置 の テ レ ビ ・セ ッ トに 伝 送 さ れ,

情 報 は そ こ で 電 子 的 に情 報 「ペ ー ジ」 へ と,変 換 さ れ る こ と に な る。BBC

の シ ーーフ ァ ク ス(Ceefax)やITVの オ ラ ク ル の よ うな テ レ テ キ ス トの 場 合

は,通 常 の 放 送 の 一 部 と し て,適 切 に 改 良 さ れ た テ レ ビ受 像 機 へ と 伝 送 さ れ

る0

　 2つ の シ ス テ ム の うち,ビ ュ ー デ ー タ の 方 が よ り多 方 面 に利 用 で き る。 と

い うの は,ビ ュ ー デ ー タは,相 互 に 影 響 を 及 ぼ し合 え る対 話 方 式 の イ ン タ ラ

ク テ ィ ヴ(interactive)な シ ス テ ム で あ る の で,ユ ー ザ ー は,デ ー タ を 受

信 で き る と と も に シ ス テ ム に 指 示 や 情 報 を 与 え る こ と が で き る か ら で あ る。

ペ ー ジを 呼 び 出 す 場 合,ユ ーザ ーは手 操 作 の キ ー パ ッ ド上 の ボ タ ン を 押 せ ば よ

いo

　 テ レテ キ ス トの 場 合 は,ペ ー ジ が,一 定 の 順 序 で 伝 送 さ れ る の で,も し,

ユ ー ザ ー が 望 ん で い る ペ ー ジ を 見 落 と し て し ま っ た 時 は,も う一 度 ,そ の 情

報 が ま わ っ て く る ま で,最 大30秒 ば か り待 た な け れ ば な ら な い 。

　 ビ ュ ー デ ー タ は,イ ン タ ラ ク テ ィ ヴ(対 話 で き る)と い う利 点 を 有 して い

る の で,家 庭 に お け る ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 可 能 性 は き わ め て 大 き な もの に な

っ て い る 。 た と え ば,こ の シ ス テ ム を 使 え ば,ク イ ズ や パ ズ ル の よ うな ゲ ー

ム を 楽 しむ こ と が で き る。 誕 生 日 の あ い さつ と い っ た 簡 単 な メ ッ セ ー ジ は,

あ る セ ッ トか ら別 の セ ッ トへ と プ レ ス テ ル に の せ て 伝 送 す る こ と が 可 能 で あ

る。 また,こ の シ ス テ ム は,商 品 や サ ー ビ ス を オ ー ダ ー した り,代 金 を 支 払

うの に 利 用 す る こ とが で き る。

　 英 国 都 電 公 社 で は,プ レ ス テ ル に 静 止 カ ラ ー 写 真(still　 colour　 Photo-

graphs)を デ ィ ス プ レ イ す る 技 術 が 最 近 開 発 さ れ た の で,通 信 販 売 会 社

(mail　 order　 firms),不 動 産 仲 介 業(estate　 agents),そ の 他 に と っ

て プ レ ス テ ル は,魅 力 的 な 手 段 に な る で あ ろ うと期 待 し て い る。 加 入 者 は,
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キ ー パ ッ ドを使 って,製 品 を選 び,そ の製 品 を発 注 し,さ ら に ,自 分 の取 引

銀 行 に指示 して,口 座 か ら必 要 な 代 金 を 引 き落 とす こ とが で き る で あ ろ う。

　 また・ ビュー デ ー タ ・セ ッ トは,小 型 コ ン ピ ュー タに も変 え る こ とが で き

る 。

　 最 初,CAP-CPPと い う シ ス テ ム 会 社 の 手 で,開 発 さ れ た テ レ ・ ソ フ ト

ウ エ ア(tele　 -software)と 呼 ば れ る技 法 を 使 って ,ユ ー ザ ー は,中 央 コ

ン ピ ュ ー タか ら プ ロ グ ラ ム を 呼 び 出 し,そ れ を,自 分 の セ ッ トに 取 り付 け ら

れ た ロ ー カル メ モ リー に 蓄 積 し て お く こ と が で き る。 次 に,ユ ー ザ ー は,キ

ー パ ッ ド も し くは
,英 数 字 キ ー ボ ー ドを 使 っ て,比 較 的, .低 料 金 で き わ め て

複 雑 な コ ン ピ ュ ー タ 演 算 を や る こ と が で き る。 ご くは っ き り した ア プ リ ケ ー

シ ョ ン の ひ と つ と して,所 得 税 納 税 申 告 書 の 計 算 が あ げ ら れ る。

　 テ レ テ キ ス トに も,プ レ ス テ ル と 同 様 の イ ン タ ラ ク テ ィ ヴ機 能 を 与 え る こ

と を 狙 っ た 技 法 が,目 下,開 発 さ れ つ つ あ る。 しか し,こ れ ら の 機 能 が ,商

用 ベ ー ス で 利 用 で き る よ うに な る に は,い く分,時 間 が か か る で あ ろ う。 そ

れ ま で の 間,ビ ュ ー デ ー タ に 勝 る テ レテ キ ス トの 訴 求 ポ イ ン トは,主 と して ,

テ レ テ キ ス トが 比 較 的 低 コ ス トで あ る 点 に あ る と い え よ う。

　 テ レ テ キ ス トの セ ッ トは,普 通 の カ ラ ー テ レ ビ ジ ョン セ ッ トを 購 入 す る よ

り も,約100ポ ン トだ け 余 計 に コ ス トが か か る の に 対 し,ビ ュ ー デ ー タ セ

ッ トの 方 は,約400ポ ン ド も余 計va　 '=ス トが か か る。

　 さ ら に,テ レ テ キ ス トの'ユ ー ザ ー は,プ レ ス テ ル の 加 入 者 の よ うに,情 報

ベージ料 や電 話料金 を負担 す る必要 が な い。 テ レテ キス トは ,主 と して,こ の

よ うな コス ト面 の有 利性 お よび,比 較 的 技 術 面 の 複 雑 さが 少 ない とい った利

点 を備 え てい るの で,プ レス テ ル に比 べ て,よ り急 速 に市 場 を確 保 す る こ と

が で きた。

　 英 国 では,約40,000の,テ レテ キス トセ ッ トが 設置 され てい る が,プ レ

ス テル 受 像 機 の 方 は,約3 ,000セ ッ トにす ぎな い。 しか も,プ レス テ ル の場

合 ・ そ の ほ とん どが オ フ ィス に 設置 さ れ て い る。
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第一 の優 先順位

蠣 公 社 では ・ プ レス テ ル を成 功 ⇒ く・ ギは ,大 規 模 雄 宅 肺 場 の開

発 にか か って い る もの と信 じて い る・ しか し,蠣 公 社 は,・ の 目標 を あ ま

りに も性 急 嘩 成 し よ うと して い る とい うこ と で批 判 を浴 び て き た
。

セ ッ トメー か の 側 では ・ ブ レス テ・レ・セ ・ トが,テ レテ キス トの受㈱

に匹 敵す るよ うな料 金 で 売 り出 せ る よ うにな る まで には妙 な く と も
,も う

3年 間 か か る もの と見 てお り・ まず 牛 に,・ ジネ ス暢 の 脇 鞭 先 す べ

き であ る と主 張 して い る。

郵 電 公 社 の ア ブ ・一 チ 砒 べ て 興 味 深 い対 照 を な してい るの が
,。 ラン ス

であ る・ フ ラ ンス で は ・政 府 が・ す べ て の最 前 線 でぽ 信 ネ 。 ト。一 ク の近

代 化 を積 極的 に推 進 してい る。

この近 代 化 縫 計 画 の一 部 と して・ ・ ラ ンス政 府 は,印 刷 され た 電 話帳 に

代 って・ ⇔ ピ・一 ・ の デ ー ・ ベ ー ス 順 続 され た電 子 式 ・一,ナ 、レを導 入

す る
.ことを計 画 して い る・ また啄 庭 相 互 間 雄 ぶ ・ ・ク シ ・ リ伝 送 の施 設

も利 用 で き る よ うにな る であ ろ う。

フ ランス政 府 で は・ 電 話帳 印 刷 ・ス ト鰯 か ら浮 い た 資金 に よ
って,。 ラ

ンス の電 話 加 入 者 の全 体 鳴 子 式 電 話 階 一 ・ナ ・レを ,無 料 で提 供 で き る で

あ ろ うと主 張 して い るo

　 フ ラ ン ス の ビ ュ ー デ ー タ ・サ ー ビ ス と もい うべ き テ レ テ ル(Telete1)お

よ び テ レテ キス トの 加 入 者 は・ 鰍 と して,白 飴 身の セ 。 ト鵬 入 した り
,

レ ン タノレしな けれ ば な ら ない で あ ろ う
・ しカ・し,加 入 者 が,白 鍵 身 の セ ッ

トを所 有 した り・ レン ・・レした い とい う関心 が 生 じて くるの は 高 子 式
電 話

帳 ター ミナ ・レを 身近 か に お い姓 活 を経験 した あ とであ ろ うとい うの が
フ ラ

ンス 政 府 の 主 張 で あ る。

そ の間 ・ 電 誠 の方 は ・ 形 や大 き さ の点 で ,ま す ます 多様 化 す る とと もに ,

機 能 面 で も・ か って な い ほ ど・ よ り多 くの機 能 が加 味 され る よ うにな
った。

い つ もの よ うに渇 気 通 信 の 分野 では
・ 米 国 に よ って,道 筋 が示 さ れ て き
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た。 米 国 で は,連 邦政 府 の規 制 緩 和 に よ って,多 数 の 会 社 が 合 法 的 に,ベ ル

シス テ ム の装 置 に とって代 る よ うに設計 さ れた 各種 の電 話 セ ッ トや 機 器 を 提

供 で き る よ うに な った。

　 ヨー ロ ッパ の場 合,こ れ まで,国 家 の電 気通 信 当局 が,民 間部 門 の競 争 相

手 を よせ つ け な い ・ とに成 功 して きた・ しか し・変 革 の 兆 しが ・起 きそ うな

気 配が あ り,い くつ か の 諸 国 で は 伝 統 的 な鮎 体 制 を緩 和 して ほ しい とし'う

電 話 当 局 に対 す る風 当 りは 強 い.・ の よ うな 蛙 に立 って ・ 電 話 当 局 は・ 加

入者 閲 し,よ り選 択 の幅 の あ る製 品 を撤 し始 め よ うと してい る・

政 鵬 麺 蝿 公 社 の鮎 の将 羅 望 を ま もな く発 表 す る もの と思 わ れ

る.同 公 社 では,最 近,英 国 疏 け る シス テ ムxオ ー ル ・デ ・ ジ タル交 換 機

の導 入 に対 応 で き る よ うに 設計 され た新 い ・世代 の 電 識 第1号 を・ 最 近 に

な って発 表 した。

　 この 電 話機 は,デ ィジ タル電 気 通 信 ネ ッ トワー ク に よ って 作 動 す る よ うに

設計 され て い る と と もに,ひ んぱ ん にか か って くる電 離 号 を記 憶 さ杜 り・

話 中 の鶴 の ダ イヤ リ・ グを くり返 した りす るた め の 難 な ど・ 多数 の特 別

機 能 を備 え て い る。

●

ピ ニ ∵me　 is　nearer'The　 F'nanclal)

4-2　 イギ リスの 動 向 －Preste1は 主 導 権 を とれ るか

ω ビ 。 一 デ ー タ ー 柔 軟 性 に 富 む ビ ジ ネ ス の 新 い'ソ ー ル

　 　 電 話 とテ レ ピ ジ 。ンを結 びつ け て イ ・フ ・一 ・一 シ ・ン'リ トリー バル

　 を よ り迅 速 か つ 簡 易 にで き る手 段 を提 供 し よ うとい う郵 電 公 社(Post

Office)の プvxテ ・レ ・ピー ーデ ー ・ ・サ ー ビ ・ に 続 い て ・ 社 内 の ビ ジ ネ
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ス 情 報 を 提 供 す る新 しい 手 段 が 開 発 さ れ た 。

　 郵 電 公 社 が,現 在 主 張 し て い る よ うに,公 衆 プ レ ス テ ル ・サ ー ビ ス は,

そ れ 自体,た し か に,ビ ジ ネ ス 関 係 者 に と っ て 価 値 あ る リソ ー ス で あ る が,

こ の サ ー ビ ス は,同 時 に 専 用 の ビュ ーデ ー タ ・シ ステ ム(Private　 Viewdata

Systems)と い う新 世 界 に 通 じ る道 を 切 り開 い た と もい え る で あ ろ う。

　 一 般 的 に,ビ ュー デ ー タ ・シ ス テ ム で は コ ン ピ ュ ー タ ・メ モ リー の 中 に,

情 報 の 「ペ ー ジ」 を 蓄 積 して い る。 ユ ー ザ ー が,電 話 を 使 っ て,必 要 な ベ

ー ジ を 呼 び 出 せ ば
,そ の ペ ー ジ が テ レ ビ ジ ョ ン ・セ ッ ト も し くは,ビ ジ ネ

ス 用 の ビ ジ ネ ス ・タ ー ミナ ル の ス ク リー ンの 上 に デ ィ ス プ レイ さ れ る し く

み に な っ て い る。 家 庭 用 の プ レス テ ル セ ッ トの 場 合 は,遠 隔 制 御 用 の キ ー

パ ッ ド(remote-control　 keypad)と い う手 段 を 使 っ て 呼 び 出 し が 行

わ れ る。

　 最 初 か ら,こ の プ レ ス テ ル ・シ ス テ ム は,家 庭 の 各 家 族 や オ フ ィ ス の ビ

ジ ネ ス マ ン が 使 い や す い よ うに 設 計 さ れ て い る 。 こ の 使 い や す い と い う点

が,専 用 の ビ ュ ー デ ー タ ・シ ス テ ム に と っ て,特 に 重 要 な ポ イ ン トに な っ

て い る。 一 般 に,現 在 利 用 可 能 に な りつ つ あ る 専 用 ビ ュ ー デ ー タ ・シ ス テ

ムは,ユ ー ザ ー の 社 内 ニ ー ズ(irhouse　 need)を 満 た して くれ る と と

も に,公 衆 向 け プ レ ス テ ル ・サ ー ビス を 利 用 す る こ と も可 能 で あ る。

　 代 表 的 な シ ス テ ム は,Surreyに あ る,　 Systems　 Designers　 of

Camberley社 に よ っ て 開 発 さ れ たIVS-3で あ る。 これ は,英 国 企 業 庁

(the　 National　 EnterpriseBoard`s)のAregon(以 前 は,　 Insac

Viewdataと 称 し て い た)と い う子 会 社 の サ ポ ー トを 得 て 開 発 さ れ た 製 品

で あ る。 多 数 の 付 加 機 能 が,プ レス テ ル 型 の シ ス テ ム の 基 本 的 な 利 点 に つ

け 加 え ら れ,イ ン フ ォ ー メ ー シ ョン ・ リ ト リー バ ル,簡 易 な 利 用 法,低 コ

ス トお よ び カ ラ ー な ど の 面 が 改 善 さ れ た 。 これ ら の 付 加 機 能 の 中 に は,タ

ー ミナ ル ・ユ ー ザ ー 相 互 間 の 「メ ー ル ・ボ ック ス 」 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン が

含 まれ て い る。(こ の タ ー ミ ナ ル は,ビ デ オ デ ィス プ レ イ と と も に,タ イ
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グ ライ ダー の よ うな キー ボ ー ドを備 え て い る)

　 こ こでい うメー ル ボ ック ス機 能 の 中 には,

。た とえば デ ー タ収 集 の よ うな新 しい 情 報 を取 り入 れ る能 力

。各種 の範 ち ゅ うに属 す る,各 種 ユー ザ ーの 有価 証券 お よび/も し くは 証

　書 の 提 供

。総 合的 な 編 集 設備

な どが含 まれ てい る。

　 シ ステ ムズ ・デ ザ イナ ー ズ社 のAlan　 Haimes氏 は,ビ ュー デ ー タは,

一 種 の 「電 子 式 出版 媒体(electronic　 publishing　 medium)」 だ と説

明 して い る。 これ は 会 社 職 員 に対 して,手 続 き,会 社 の利 益,お よ び規 則

な どに つい て の情 報 を流 す の に も利 用す る こ とが で き る。 さ らに 同氏 は,

「この ビュー デ ー タは,情 報 の 安 全 を維 持 し,歴 史的 な記 録 を保 存 してお く

くの に利 用す る こ とが で き る。 そ れは,個 人 に関す る情 報 の た め に も利用す

す る こ とが で き る。 そ れ は,自 己教 育 の手 段 と して,新 しい 手 続 きや 手 法

を 学 習 した り,シ ス テ ム の 中 の 欠 陥 を 診断 す るの に,利 用 す るこ とが で き

る。 また,こ の ビ ュー デ ー タは,製 品 の説 明,価 格,技 術 的 な仕 様,入 手

可 能 性,お よび規 則,条 件 に関 す る通 信 に役 立 て る こ とが で き る。 」 と述

べ て い るo

◎

(Viewdata二 ∵:∵business'The)

(2)ブ レス テ ル ー 一 体 誰 が 購 入 す るの か

　 　 プ レス テル の ペ ー ジ上 に リス トア ップされ た 「狼 本」 の ニ ュー ス は,ち

　 ょっ とば か り,都 電 公 社 に動揺 を 与 え た。 郵 電 公 社 は,編 集 上 の 中立性 を

　 正 当化 す るた め に,「 単 に コモ ンキ ャ リア(only　 a　common　 carrier)」

　 とい うア メ リカの 文 句 を 公 社 自体 の釈 明 の こ とば と して 使 って い る。(か
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っては,拒 絶 す るた め に使 われ た ものだ が)

　 実 際 に,英 国 郵電 公 社 が 頭 を い た め てい るの は,プ レス テ ル に対す る

2500万 ポ ン ドの投 下 とい う,ギ ャ ンブ ルが,は た して.・国 内 的 に,ま た

国 際 的 にみ て 引 き合 うの か とい う点 で あ る。 郵 電公 社 では,プ レス テ ル セ

ッ トの 普 及 推進 の た め に,750,000ポ ン ドに上 る広 告 宣 伝 キ ャンペ ー ン

を 打 ち 出 し,特 に商 業 テ レ ビジ ョンの視 聴者 を 対 象 に,一 般 の 英 国 の公 衆

に強 い 印 象 を与 え るた め の準 備 を す す め てい る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 また,今 月 の末 に は,郵 電 公社 は,Wembleyス タ ジア ムの展 示 会 に,

特 に,カ ナダ の テ リ ドンお よび フ ランス の テ レ テル とい った 国 際 的 な ライ

バ ル品 目と一 緒 に プ レス テ ル を 出品 す る予定 で あ る。

　 フ ラ ンスは,英 国 郵 電 公 社 よ り も,も っ と野 心 的 な プ ランを 持 って い る。

フ ラ ン スでは,テ レ ビ ジ ョン ・ス ク リーン に3000万 の 白 黒 テ レテ ル

(Teletel)付 属 装 置 を設 置 し,そ の後,全 国 の電 話 帳 問 い合 わせ サ ー

ビスを,ビ デ オ に向 け る こ とを 狙 って い る。

　 郵 電 公 社 では,80年 代 の 後 半 にお け る将 来 プ ランに お い て,高 度 な ピ

ク チ ュア ・プ レステ ル(画 像 プ レス テル)を 持 つ こ と にな っ て い る。 そ れ

で もな お,郵 電 公 社 は,ち ょ うど,競 馬 の 出 発標(starting　 post)地 点

で,他 を打 ち まかす よ うに,し ゃ にむ に,プ レス テル を 市 場 に押 し出そ う

と懸命 で あ る。

　 コ ン ピュー タを テ レ ビ ジ ョンセ ッ トに リンク させ るた め に,普 通 の電 話

回線 を利 用 す る プ レス テ ルは,誰 もが分 って い る よ うな1990年 代 に登 場

す るで あ ろ う世 界市 場 を切 り開 くた めの最 初 の製 品 と しては,あ ま りに も

高 価 で あ り,か つ,あ ま りに も無 器 用な製 品 とい え るか も しれ な い。

　 とい うのは,そ の時 点 では,通 常 の家 庭 用 テ レ ビ ジ ョンセ ッ トは,家 庭

用 コ ン ピュー タ に変 わ り,そ れは,予 約 した り,切 符 を購 入 した り,銀 行

と通 信 した り,家 庭 配達 用 の 商 品 を 注文 す るの に利 用 さ れ る よ うにな るか

ら であ る。
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　 今年 の末 まで には,英 国 の郵 電 公 社 は,世 界 リー グで,レ ー スの先 頭 を

切 る こ とが,は た して賢 明な こ とで あ るか が 分 る よ うに な るで あ ろ う。 郵

電 公 社 の 目標 は,現 在 の2400と い うプ1/ス チル 加 入者 数 を,何 万 台 の オ

ー ダ ー に の せ さ らに ,1980年 代 の 末 まで には,何 百 万 台 に の せ る こ とで

あ る。

　 郵 電 公 社 は,本 分 を 尽す で あ ろ う。 同公 社 の プ レス テ ルの デ ー タベ ー ス

は,約155,000ペ ー ジを記憶 して お り,カ ス トマー は,1ペ ー ジ当 りの

少額 の情 報 料 と市 内通 話 料 を 支払 え ば,呼 び 出せ る し くみ にな って い る。

　 郵 電 公 社 では,英 国 の あ ち こち に,同 公 社 の コ ン ピ ュー タを点 在 さ せ,

今年 の末 まで には,全 国 の電 話 加 入者 の半 分 が,一 旦,セ ッ トを持 ち さ え

す れ ば,市 内 通 話料 で プ レス テ ル が利 用 で き る よ うに もって ゆ くで あ ろ う。

　 しか し,成 功 に もっ てゆ くた め には,数 多 くの 障 害 が横 た わ って い る。

まず 第 一 に,コ ス トの問 題 があ る。 プ レ ス テル ・セ ッ トの コス トは,白 黒

式 の場 合 で500ポ ン ド～700ボ ン ド,カ ラー式 の 場合 で1,100ポ ン ド

か そ れ以 上 の コス トが か か る。 郵 電 公 社 では,一 旦,需 要 が増 え て くれ ば,

料 金 の 方 は,目 にみ え て 下 が る もの と期 待 して い る。

　 第 二 の 問 題 点 は,ビ ジネス では な く,住 宅 用市 場 の ぜ い た くな層 を,主

た る市 場 の標 的 に した郵 電 公社 の 意 志 決 定 にあ る とい え よ う。

　 豊 か な 消 費者 は,む しろ,今 年 の テ レ ビ ジ ョンのお もち ゃ と して の ビデ

オ テ ー プ ・レ コー ダ ー に 夢 中 であ る。 また,お そ ら く,BBCの シ ー フ ァ

クス(Ceefax)やITVの オ ラク ル用 の装 置 のつ い た セ ッ トを購 入 す るの

に夢 中 にな る であ ろ う。 これ ら の サ ー ビス も,家 庭 用 テ レ ビジ ョンの ス ク

リー ン上 に 印刷 文字 を映 し出 して くれ るが,ス ピー ドは,よ りス ・一 テ ン

ポ で あ り,テ ー マの範 囲 もは るか にず っ と限 定 され てい る。

(Who'　 11　 buy?　 Tho　 Economists　 1980-3-15)
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(3)果 し て 英 国 は プ レス テ ル の 主 導 権 を 握 れ る か

　 　 英 国 都 電 公 社(The　 Post　 Office)お よ び 企 業 庁(National

　 Enterprise　 Board|s)のAregon子 会 社 は 昨 日,「 郵 電 公 社 の プ レ ス テ ル

　 ビ ュ ー デ ー タ 技 術 を 効 果 的 に 開 発 す る せ っ か くの チ ャ ン ス を 無 に し て し ま

　 っ た」 とい うコ ン ピ ュ　一ータ ・ア ナ リス ト&プ ロ グ ラ マ ー ズ(CAP)社 の 会

　 長,Alex　 d'Agapeyeff氏 の 発 言 を 否 定 し た 。

　 　 昨 日Wembley会 議 セ ン タ ー で 開 催 さ れ た ビ ュー デ ー タ80会 議 の 最 終

　 部 会 の 席 上 で,d'Agepeyeff氏 は 次 の よ うな 発 言 を 行 な っ た 。

　 　 「ビ ュ ー デ ー タ は,輝 か し い パ イ オ ニ ア 的 な 研 究 開 発 を や りな が ら,商

　 業 上 の 開 拓 は うま く い か な か っ た,よ くあ る 英 国 の 実 例 の も うひ と つ の ケ

　 ー ス と い え よ う。 デ ー タ検 索(data　 retrieval)の 一 般 的 な 分 野 で は

　 大 き く他 を リー ドし,水 を あ け て き た 。 そ し て,こ れ ら の デ ー タ は,い わ ば

　 情 報 の コ カ コ ー ラ(1　 nfo　rmation　 Coca-Cola)の よ うに,世 界 各 国 に 販

　 売 す る こ と が で き た 。 しか し,下 手 な マ ー ケ テ ィ ン グ や,業 界 関 係 者 の つ

　 ま ら な い 論 争 の た め に,こ れ ま で は,せ っ か く の チ ャ ン ス を 無 に して し ま

　 っ た 。 」

　 　 CAPの 会 長 は,郵 電 公 社 が,素 人 で も,コ ン ピ ュ ー タ ・デ ー タ ベ ー ス

　 に ア ク セ ス で き る 比 類 の な い シ ス テ ム を 開 発 し た もの と 信 じ て い る。 し か

　 し,「 不 幸 な こ と に,そ れ 以 外 の プ レス テ ル に 関 す る うわ さ は,ど れ も悲

　 観 的 な もの ば か り だ。 」 と 同 氏 は 指 摘 して い る。

　 　 フ ラ ン ス や 日本 の 場 合,政 府 は,開 拓 の た め の は っ き り し た プ ラ ン を 調

　 塾 す る と と も に 地 域 の タ ー ミナ ル メ ー カー,コ ン ピ ュ ー タ 会 社,情 報 提 供

　 業 者,ソ フ トウ ェ ア 会 社,お よ び 郵 電 公 社(Post　 Office)と の 協 同 活 動

　 を 推 進 し た 。 政 府 の 狙 い は,全 国 的 に 雇 用 を 促 進 し,利 益 や 輸 出 の 増 大 を

　 図 る と こ ろ に あ っ た 。

　 　 　「悲 しい か な,英 国 で は,そ の よ うな 政 府 施 策 が な か っ た。Aregonが,

　 ア メ リ カ の コ ン ピ ュ ー タ と ア メ リカ の タ ー ミナ ル の 双 方 の プ レ ス テ ル の 標
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準 を決 め るた め に,公 衆 の資金 を 適 用 す る こ とが 認 め ら れた とい う こ とは

驚 くべ き こ とであ る。 」 と も同氏 は 述 べ てい る。

　 英 国 郵 電 公 社(The　 British　 Post　 Office)は,常 に,プ レス テ ル 向

けの 国 内 市 場 とい うもの に強 い期 待 を訴 え て き た が,こ の国 内市 場 とい う

もの は,き わ め て小 規 模 であ った し,こ れ か ら も,タ ー ミナ ル の コス トが

下が る ま では,ひ きつ づ き きわ め て 小 規 模な もの に と ど ま るで あ ろ う。

　 ギ ャ ンブ リング,ゲ ー ム,お よび 教 育 の よ うな,強 力 な 販 売 テ ー マ に よ

って,プ レス テ ル の大 量 家庭 利 用 が促 進 さ れ るよ うに しな け れ ばな らな い

が・
,・ の よ う樋 切 な テ ー マは ・ ・れ まで英 国 暗 場 した ・ とは な か った・

　 印刷 媒 体 に よ る電 話 帳 を,ビ ュー デ ー タ型 の電 話 付 属 装 置に取 り替 え る

とい う大 胆 な フ ラ ンス の試 み は,そ の種 の す ぐれ た一 例 とい うこ とが で き

る。　「ビュー デ ー タ向 け の第1の 市 場 は,ビ ジネ ス の 分 野 で しか 利 用 で き

な い で あ ろ う。 」 と,d'Agapeyeffは 述 べ て い る。 大 部 分 の経 営 幹 部 は,

主 と して,.自 社 独 自の デ ー タに ア ク セ スす る こ と に関 心 を 持 って お り,プ

レス テ ル に ア ク セス で き る とい う選 択 の 自 由は,2次 的 な メ リッ トを もた

らす もの と思 わ れ る。

　 一 方,郵 電 公 社 の ス ポ ー クス マ ンは,プ レス テ ル技 術 の 開拓 が 弱 い とい

うCAP会 長 の主 張 を,昨 日の 発 言 で 次 の よ うに強 く否 定 してい る。

　 「我 々は,少 な く と も,我 々の最 も身 近 か な ライ バ ル で あ る フ ラ ンス に,

2年 間 程度 の リー ドを保 って い る。 フ ラ ンスは,ま だ,公 衆 サー ビスす ら

手 をつ けて い ない。 フ ラ ンス では,計 画 中 の将 来 シス テ ムを話 題 に して い

るが,英 国 郵 便 公 社 では,す で に,世 界 で最 初 の 公 衆 ビ ュー デ ー タ サ ー ビ

ス に乗 り出 して い る。 」

　 ア メ リカの コ ン ピュー タ と ター ミナ ル に関 して 実 施 され て い る プ レス テ

ル ・シス テ ムの テ ー マに つ い ては,Aregon　 Internationalの 常 務 取 締

役(managing　 director)で あ る,　Anthong　 Chandor氏 は,こ う述 べ て

い るo
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　 「我 タ は ・ ピー ーデ 一 夕 ・ソ フ トウ ・ ア の 輸 出 に よ っ て ・ 英 国 の た め に稼

い でい る。 さ ら に,我 々 と しては,で き る限 り,英 国 の ハ ー ドウ ェア を 提

供 す る よ うに努 め て お り,そ の点 は,確 固 た る姿 勢 で臨 ん で い る もの だ。」

　 また,同 会議 の席 上,産 業 省 産 業 担 当 の政 務 次 官 ダ ビ ッ ド ・ミ ッチ ェル

氏 は 次 の よ うに述 べ て い る。

　 「英 国 は ビュー デ ー タや テ レテ キス トの分 野 にお け る主 導 権 を脅 か され

る こ とが あ っては な ら ない。 プ レス テ ル とテ レテ キス トの 利 用 お よ び ア プ

リケー シ ョンの面 で,我 々は,世 界 を リー ドしつ つ あ る。 しか し,我 々は,

独 り善 が りの 自己満 足 に陥 っ ては い けな い。 我 々 が限 界 利 益(margin)を

得 るの は,わ ず か な期 間 であ り,せ い ぜ い1～2年 間 であ ろ う。

　 政府,産 業 界,都 電 公 社(Post　 Office),　 BBC,お よ びITVは,

そ れぞ れ 全 力 を尽 して,こ の プ レス テルへ の 投 資 か ら得 られ た 我 々 自体 の

商 業上 の利 益 を極 大 化 す るた め に,一 体 にな って が ん ば らな け れ ば な らな

い。 と同 時 に,そ の 他 の い くつ か の発 明 と同様 に,英 国 の主 導 権 が 侵 され ,

他 者が 我 々 の イノ ベ ー シ ョンか ら利 益 を得 るの を認 め てお くわ け には い か

な い。 」

●

Post　 Office　 denies　 it　 Wasted　 Prestel　 lead;The　 Ti　mes

1980-4-3;

U.K;urged　 to　 hold　 lead

Times　 1980-3-29

in　 Preste1&Teletext,　 The

4-3　 フ ラ ン スの 動 向 一 野 心 的 テ レマ テ ィ ク計 画

(1)　 ビュー デ ー タ市 場 の拡 大 を狙 うフ ランス の動 向

　 　 国 家 的 な 「テ レマ チ ック」 計 画 か ら生 れ た 製 品 や専 門 的 知 識 を輸 出 しよ
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う と い う フ ラ ン ス の 意 向 が,昨 日,Wembley会 議 セ ン タ ー に お け る 国 際

ビ ュ ー デ ー タ会 議 の 席 上 で 明 ら か に さ れ た。 こ こ で 言 う 「テ レ マ チ ック 」

計 画 は,電 気 通 信 と コ ン ピ ュー タ と の 融 合 に よ っ て,情 報 ベ ー ス の 社 会 を

開 発 す る こ と を 狙 い と し た も の で あ る。

　 皮 肉 な こ と に,イ ン テ ル マ チ ック(lntelmatique)の マ ー ケ テ ィ ン グ

担 当 総 指 揮 者 と し て,こ の 運 動 の 先 頭 に 立 つ と 思 わ れ る の は,英 国 人 で あ

る ロ イ ・ブ ラ イ ト氏 で あ る。 イ ン テ ル マ チ ッ ク と い う会 社 は,海 外 に 向 け

て フ ラ ン ス の 新 製 品 を 開 発 促 進 す る た め に,フ ラ ン ス の 電 気 通 信 当 局 の 手

で 設 立 さ れ た 新 会 社 で あ ・り,ロ イ ・ブ ラ イ ト氏 は ・ 以 前 に ・ 郵 電 公 社

(Post　 Office)の プ レ ス テ ル ・ ビ ュー デ ー タ ・シ ス テ ム の 中 で 主 導 的 な

役 割 を 果 し た 人 物 で あ る。

　 新 しい フ ラ ンス の組 織 の 第1の 目標 は,テ レマ チ ック計 画 の下 で,グ ル

ー プ化 さ れた 一 連 の重 要 な 製 品 の 商 用 化 に向 け て,世 界 的規 模 で 関心 を集

め る こ と,お よ び,そ こか ら市 場 の可 能 性 を創 り出す こ とを狙 い と した も

の で あ る。 この テ レマ チ ック計 画 の 中 には,目 下,開 発 中 の,ビ ューデ ー

タ情 報 サ ー ビス の計 画 も含 まれ てい る。

　 そ の他 に は,電 話 加入 者 が 家庭 に居 な が ら に して,無 料 で コ ン ピュー タ・

ター ミナル を使 っ て ア ク セス で き る,画 期 的 な 「電 子 式 電 話 帳(electronic

directory)」 の計 画 も,こ の 中 に含 まれ て い る。 加入 者 は,従 来 の 印刷

媒体 に よ る電 話 帳 に代 って,コ ン ピ ュー タを 使 った 電 話 帳 を 利 用す るた め

に,こ の タ ー ミナ ル を使 用 す る こ とに な るで あ ろ う。

　 Wembley会 議 の 席上 で,昨 日発 表 した フ ランス の講 演者 に よれ ば,こ

の よ うな 電 子 電 話 帳 を 利 用す る こ とに よ っ て,わ ず か 数 年 以 内 に,印 刷 媒

体 の電 話 帳 よ りも コス トは安 上 りに な る もの と見 られ る。

　 昨 日 も登 場 した重 要 な 側面 は,番 号 帳 計 画 は,当 初 の 目標 よ りもは るか

に広 範 な 意 味 あ い を も って い る。 そ れは,無 料 の 家庭 用 ター ミナル は,汎

　用 の ビュー デ ー タ セ ッ トと して も利 用 す る こ とが で き る とい う点 で あ る。
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電 子 電 話帳 計 画は,1981年 末 頃 に,フ ラ ンスのIllet-Vilaine州 で,

実 験 的 サ ー ビス と して 開始 され る 予定 で あ る。総計27万 の加 入者 が,1982

年 末 ま で に,キ ー ボー ドや ビデ オ装 置 な どの ター ミナル を 設 置 す る こ と に

な る で あ ろ う。 も し,す べ て が順 調 にゆ くな らば,1992年 まで に,フ ラ

ンス で,約3千 万 の 電 話 ユ ー ザ ー が,無 料 の ター ミナ ルを 提 供 され る よ う

にな る に違 い な い。 印刷 媒 体 の電 話 帳は,そ れ まで には,姿 を 消す こ と に

な るで あ ろ う。

　 ビ ュー デ ー タ型 サ ー ビス の,こ の種 の特 殊 な 例は,テ レテル と呼 ば れ て

い る,よ り一 般 的 な 全 国 ビュー デ ー タ ・サ ー ビス に重 要 な 刺 激 を与 え る も

の と見 られ る。 パ リ地 区 で,最 大2,500名 の 電 話加 入 者 を 対 象 に提 供 され

る テ レテ ル の試 行 サ'一 ビスは,1980年 末 に 計 画 され てい る。

ピ ≡ 三∵ 　 …り

●

(2)　 フ ラ ンス にお け る新 製 品 の 開 発

　 　 これ か ら向 う2年 間 に国 内市 場 に登 場 す る フ ラ ンスの 新 製 品 の一 部 は,

　 米 国 に も ア プ リケー シ ョン と して 登場 す るで あ ろ う。

　 ① 　 電 子 式電 話 帳

　 　 　 フ ランス の　 Illet　 Vilaine地 区 の25万 の電 話 加 入者 は,1981

　 　 年 に は,現 行 の 人 名 別 ・職 業 別 電 話帳 に代 って無 料 の英 数 字 ター ミナ ル

　 　 を 利 用 す る こ とに な るで あ ろ う。 この ター ミナル を利 用す れ ば,毎 日,

　 　 更新 され る電 話 加 入 者 の リス トを参 照 す る こ とが で き る よ うにな り,こ

　 　 れ か らは,徐 々 に,フ ラ ンス の他 の地 区 に も導入 され る よ うにな る で あ

　 　 ろ う。

　 　 　 さ ら に,タ ー ミナ ル ・スク リーンの一 部 は,商 業 用 の広 告 に利 用 す る こ.

　 　 とが で き る。 「我 々は,1995年 まで に 印 刷 方 式の 電 話 帳 を完 全 に廃 止
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で き る体 制 に も って ゆ きた い。 電 話 帳 は,テ レテキ ス トの発 展 と矛 盾す

る もの で は な い」 とGerard　 Thery氏 は 予 測 して い る。

　 この 電 子 式 電話 帳 は,1単 位 当 り100ド ル 以 下 で 生産 さ れ,電 子 式

電 話 帳 を 利 用す れ ば,ペ ー パ ー ・コス トの 割高 とい う問題 を解 決 で き る

と と もに,印 刷方 式 の電 話帳 の 現行 維 持 を す み や か に行 な うこ とが で き

る○

　 同 時 に,電 子 式電 話帳 は,労 働 コ ス トの 大 幅 な 節減 につ な が る。

　 DAIIの 責任 者 で あ るJean　 Syrota氏 は,こ う述 べ て い る。

　 「1979年 にお け る,フ ラ ンス の 印 刷 方 式 の電 話帳 の生 産 に,30,000

トンの ペ ー パ ー を必 要 と した。 毎年,電 話 帳 の量 的規 模 は,200万 名

ず つ 増 加 し,ペ ー パ ー の 使 用 トン数 は,1985年 まで に,100,000ト

ン に まで 増 加 す るで あ ろ う。 現 行 の 電 話 帳 に比 べ て電 子 式 電 話 帳 の コス

トは,は るか に安 上 りで あ り,消 費 者 に と っては,申 し込 み 料 金 の 相 当

額 を 節 減 す る こ とが可 能 で あ る」

　 フ ラ ンス の メー カー4社 は,そ れ ぞ れ,1,000タ ー ミナ ルず つ,プ レ ・

シ リー ズ を 開 発 して い る。 これ らの 会 社 は,MATRA,　 Thomson,

TELIC(CGEグ ル ー プ),お よ びTRT　 Radiotechnique(フ ィ リッ

プ ス社 の 子 会 社)の4社 で あ る。

　 この ター ミナル は,白 黒 の デ ィス プ レ イ ・ス ク リー ン と,電 話 セ ッ ト

に 接 続 され た英 数字 キ ー ボー ドか ら構 成 され て い る。 各 タ ー ミナ ル には,

この サー ビスへ の ア ク セ ス を 提供 す る,あ らか じめ決 め られ た番 号 が つ

い てい る。 接 続 が 行 わ れ る と,加 入 者 は 自分 が コ ン タク トした い 相 手 の

名 前 と住 所 を知 らせ るだ け で よい。 加 入 者 が 必 要 とす る情 報 が 得 られ な

い 場 合 は,人 手 に よ る補 助(back　 up)サ ー ビス が 提 供 され るで あ ろ う。

　 「私 は,1985年 時 点 にお け る電 子 式 電 話 帳 の生 産 の うち,30～50

%は,輸 出 に 向 け られ る こ とを 期 待 して い る。 」 とSyrota氏 は 予 測 し

て お り,こ う続 け てい る。　 「す べ て の先 進 国 お よび 開 発 途上 国 は,印 刷
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　 　 式電 話帳 の ペ ー パ ー コス トの割 高 とい う問 題 に 直面 してお り,電 子 式 電

　 　 話 帳 は,簡 単 な解 決 法 で あ る こ と に気 がつ くであ ろ う。 」

　 ② ビデ オ テ キ ス ト

　 　 　 フ ラ ンスの ビデオ テ キ ス ト・サ ー ビスは,1980年 末 に,Velizyの

.　 パ リ郊 外 にあ る3.000世 帯 で 開 始 され る予定 で あ る。

　 　 　 この シス テ ムは,テ キ ス トや グ ラ ピ ック信 号 を デ ィス プ レイす るた め

　 　 にテ レ ビ ジ ョン ・セ ッ トやター ミナル ・スク リーンを 使 った 通 信 シス テ ム

　 　 を意 味 してい る。 この シス テ ムは,家 庭 用 の テ レプ ロセ シ ン グ に と って

　 　 重 要 であ り,共 通 の 基 準 を ペ ー ス と した,次 の2種 の サ ー ビス に関係 し

　 　 て い る0

　 　 1)テ レ テ ル(Teletel)

　 　 　 　 テ レ テ ル は,テ レ ホ ン(telephone)と テ レ ビ ジ ョ ン(television)

　 　 　 と い う用 語 か ら 合 成 し た 新 造 語 で あ る。 こ れ は,電 話 ネ ッ ト ワー ク を

　 　 　 通 じて 直 接 デ ー タ ベ ー ス に 接 続 さ れ て い る。 テ レ テ ル は,英 数 字 キ ー

　 　 　 ボ ー ドを 使 っ て,デ ー タ 処 理 セ ン タ ー と,双 方 向 の 対 話(interactive

　 　 　 dialo9ue)を 行 な う も の で あ る。

　 　 2)　 ア ン テ ィ オ プ(Antiope)

　 　 　 　 こ れ は,テ レ ビ ジ ョ ン ・ネ ッ ト ワ ー ク を 使 っ て,直 接,無 線 信 号 の

　 　 　 放 送 を 行 な う こ と を 意 味 す る。 ユ ー ザ ー は,英 数 字 キ ー ボ ー ドを 使 っ

　 　 　 て,ス ク リー ン上 に デ ィ ス プ レ イす る必 要 デ ー タ を 選 定 す る。

　 　 　 政 府 の 決 定 次 第 で,　 「電 子 式 電 話 帳 」 向 け に 使 用 さ れ る タ ー ミ ナ ル は,

　 　 ビデ オ テ キ ス ト ・サ ー ビス 用 に も利 用 で き る よ うに な る で あ ろ う。 テ レ

　 　 テ ル と ア ン テ ィオ ブ の2つ の シ ス テ ム の 開 発 は,電 気 通 信 総 局(DGT)

　 　 お よび フ ラ ン ス政 府 の 放 送 事 業 体 で あ る,Telediffusion　 de　 France

　 　 に よ る 特 別 研 究 セ ン タ ー で 実 施 さ れ て い る。

　 　 　 「テ レ テ ル は,キ ー ボ ー ドの つ い た ビデ オ ・テ レ ホ ン で あ り,家 庭 向

　 　 け の コ ン ピ ュ ー タ 通 信(テ レ マ テ ィ ー ク)に と っ て の 理 想 的 な ツー ル で
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あ る。 」 と電 気 通 信 総 局 長 のGerard　 Thery　 氏 は,説 明 してい る。

　 テ レテ ル に よ って,専 門 家や 個 人 的 な ユ ー ザ ー は,各 種 の情 報 の デ ー

タベ ー ス ー た とえば,時 刻 表,ニ ュー ス,株 式 相 場 一 な どを検 索 し

た り,バ ンキ ングの 操 作,航 空 便 の 予 約,商 品 の 注 文 の よ うな複 合 的な

処 理 を 実 施 す る こ とが で き る。 これ まで の と ころ,200社 以 上 の会 社

が この シ ス テ ムに接 続 す る契 約 を結 ん だ。 た とえ ば,Velizy実 験 の た

　め に,SNCF(フ ラ ンス鉄 道)で は,ホ ー ム予 約 シ ス テ ムを提 供 す る予

定 で あ る。

　 　これ らの 会 社 はす べ て,自 社 独 自の デ ー タベ ー ス を持 ち,そ れ を テ レ

　テ ル ・シ ス テ ム に接 続 して い る。

　 　 「ビデオ ・テ キス ト ・シス テ ムのた め の ソ フ トウェア とハ ー ドウ ェア

　は,他 の どん な 国 々で も容 易 に適合 し利 用 で き る よ うに設計 され てい る。

　 この シス テ ムの 大 きな利 点 の ひ とつ は,中 央 の コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム

　 が 関係 しな くて も事 足 りる とい う点 で あ る。 会 社 では,自 社 の ソ フ トウ

　 ェア を完 全 に管 理 で き る と共 に,加 入 者 の 利 用 に対 して,ど れ だ け 課 金

　 で き るか に つ い て も完 全 に管 理 す る こ とが で き る。 」 と電 気通 信 総 局 の

　 新 規 製 品 ・サ ー ビス部 門 の責 任 者 は述 べ て い る。

③ フ ァク シ ミ リ伝 送

　 　 低 料 金 の 消 費者 向 け フ ァク シ ミ リ ・ トラ ン シー バ ー は,1981年 の3

　 月 に売 り 出 され る予定 で あ る。 この装 置 を 利 用す れ ば,1ペ ー ジの ペ ー

　 パ ー を,既 存 の 電 話 回 線 を 使 っ て,40秒 間 か ら2分 間 の ス ピー ド伝 送

　 す る ご とが で きる。

　 　 この装 置 は,最 大21×29.7セ ンチの文書 を 自動 的 に受領 す るこ とが

　 で き る と と もに,簡 単 な フ ォ ト ・コ ピア(写 真 複 写 装 置)と して も利 用

　 す る こ と が で きる。 この 装 置 は,テ レ フ ァク ス(Telefax)サ ー ビス を

　 補完 す る もの で あ る。

　 　 テ レフ ァク ス ・サ ー ビスは,Group　 Twoマ シ ンを ベ ース に・1978
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年11月 に事 業所 お よび政 府 機 関 を対 象 に開 始 され た サ ー ビス であ り,

現 在,ト ム ソ ンーCSFテ レホ ンに よ って 開 発 がす す め られ て い る。 少

な くと も,そ の 他1社 が,フ ァク シ ミ リ装 置 の 生産 に 関係 す る こ とにな

ろ う。 また,市 場 開 拓 は 民 間会 社 の手 で行 な わ れ るで あ ろ う。

　 「フ ァク シ ミ リ装 置 は,ど ん な書 面 の資 料 で も,ご く短 時 間 の うち に,

伝 送 す る能 力 を 備 えた 通 信 手段 で あ る。 これ は,電 話 に対 す る本来 の補

完 装 置(natural　 complement)と い うこ とが で き る」 と,　 Thery氏 は

説 明 してい る。

　 Thery氏 の 予 測 では1990年 代 の初 期 には,フ ランス の1,000万 ～

1,500万 回 線 に,フ ァク シ ミ リ装置 が取 り付 け られ る こ と にな り,将

来 の料 金 は,1ユ ニ ッ ト当 り600ド ル とい う現 在 の コス トを 相 当,下

廻 る こ とに な る もの とみ て い る。

　 また,同 氏 は,フ ァク シ ミ リ装 置 は,ビ デ オ ・テ キ ス トシス テ ムを通

じて,受 信 した 資料 の コ ピー を作成 す るの に利 用 で き る よ うに な るの で,

一 般受 けす るで あ ろ う,と 感 じてい る。　「人 々は 自宅 で,複 写 の メ リ ッ

トと,デ ー タ通 信 の メ リ ッ トとを享 受 す る こ とが可 能 にな るで あ ろ う」

とThery氏 は述 べ て い る。

　 屋 内 用 フ ァク シ ミ リ(in-house　 facsimile)の もつ,い くつ か の 実

践 的 な利 用 法 は,次 の とお りで あ る。

。 ドキュ メン テー ション ・セ ン ター では,加 入 者 に対 し,書 物 の抄 録,新

　 聞,時 刻 表,図 表 を伝 送す る。

。医者 が,患 者 に対 し,入 院 に先立 って 留 意 す べ きア ドバ イ ス事 項 を伝

　 送 す る。

。通 信 記者(reporter)は,オ フ ィス に 出か けな くて も,自 分 の記 事 を

　 伝 送 で き る。

。個 人的 な 利 用 と しては,自 宅 を訪 問 に くる お客 さん が 分 りや す い よ う

　 に地 図 を伝 送 す るの に利 用 で き る。
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(3)高 度 な 電 話 機 に全 力 を 傾 注す る フ ラ ンス

　 　 フ ラ ンス で は,ち ょ うど テ キサ ス ・イ ンス トル メ ン ト社 が,ポ ケ ッ ト ・

　 カル キ ュレ 一 夕ー に貢 献 した の と同様 な こ とを,電 子 式 ター ミナル の 分 野

　 でや っ ての け よ うとい う期 待 を持 って い る。 同時 に,フ ラ ンス で は,料 金

　 値 下げ を推 進 し,大 量 消 費 市場(マ ス ・マー ケ ッ ト)を 創 造 して,安 上 り

　 の料金 に も って ゆ こ うと して い る。 これは,フ ランス 以外 の 国 々で,真 剣

　 に取 り上 げ られ 始 め て い る野心 的 な計 画 で あ る。 そ の こ とを 示す ひ とつ の

　 徴候 は,フ ラ ンスで 設 計 され た 電子 郵 便 に対 して,輸 出契 約 が 急 増 してい

　 る こ とを見 れ ば 分 るで あ ろ う。

　 　 しか し,は た して フ ラ ンス が,い まや ろ うと してい る こ とをす べ て や っ

　 て の け る こ とが で き るか につ い ては,た しか に,そ れ な りに,い くつ か の

　 問題 点 が存 在 す る。

　 　 基 本 的 な フ ランス の 戦 略 は,コ ン ピ ュー タ と電 話 の 双 方 を 結 びつ け,最

　 新 式 技 術 を 駆 使 した 製 品 をひ っさ げ て,世 界を リー ドしよ うとい う もの で

　 あ る。 これ こそ,フ ラン ス人 が発 明 した テ レマ チ ック と称す る特 殊 な 言 葉

　 に あ らわ され て い る組 み 合 わ せ で あ る。

　 　 この計 画 を担 当 して い るのは,郵 便 と電 気 通 信 担 当機 関 で あ るPTTで

　 あ り,PTTは,製 造 活 動 に着手 した り,こ れ らの 活 動 を 調 整 した り して

　 い る。 さ ら にPTTは,発 注 とか,新 製 品 の推 進 に よ って,量 産 に向 け て

　 の 融 資活 動 を展 開 す るで あ ろ う。

　 　 PTTの 目的 は,電 話 ネ ッ トワ一一　?の 利 用 を促 進 す る こ とで あ り,PTT

　 で は,年 間,約60億 ドルを 投 資 して お り,同 時 に成 長 産 業 を 創 り出 して

　 い るo

　 　 PTTの 提案 の 中 で最 も画 期 的 な の は,ペ ー パ ー を使 って い る電 話 帳 を
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廃 止 し,こ れ を映 像 デ ィス プ レイ ・ス ク リー ン とキ ー ボ ー ドか ら構 成 され

て い る電 子式 ター ミナ ル と取 り替 え て しまお うとい う提 案 で あ る
。

　 加 入 者 は,必 要 な 番 号 を 見 つ け るた め に,ロ ー カル ・コ ン ピ ュー タ に質

問 す る ・と にな る.2訪 加 入者 が 関係 す る大 が カ・り娯 験 が ,llle-e,.

Vilaineに お い て1981年 の12月 に 開始 され る であ ろ う
。1992年 ま で

には,約3,400万 個 の ター ミナル が 計 画 され てい る
。 これ らの タ ー ミナル

は,電 話加 入 者 に対 して無 料 で 提供 され るで あ ろ う
。 そ れ 以 後,こ れ らの

ター ミナル は,改 良 を加 え られ,電 話帳 情 報 の他 に,そ の他 の電 子 サ ー ビ

ス が 提供 され る こと にな ろ う。

　 これ ら の サ ー ビス の 中 に は,ビ ュ ー デ ー タ が あ り,こ の ビ ュ ー デ ー タ は,

ユー ザ ー に対 して ,ニ ュー ス,レ ス トラ ン,ビ ジネス 統 計 な どの 情 報 を収

録 した ライ ブ ラ リィに ア ク セ ス で き る サー ビス を提供 して くれ るで あ ろ う
。

番 号 帳 の問 い 合 わせ 用 の 基 本 的 な ター ミナ ル を,100ド ル以 下 で 製 造 で

き る よ うに もって ゆ きたい,と い うの がPTTの 願 いで あ る。

　 PTTで は,こ れ に よ っ て,ペ ー パ ー一一　vaよ る 電 話 帳 を 持 続 的 に 現 行 維 持

す る よ りも,電 子 式 ター ミナル を 使 った 方 が安 上 りに な るで あ ろ う
。 とい

うのは,現 在,紙,印 刷,お よび 配布 の た め に,年 間2億3 ,000千 万 ドル

の経 費 が か か るか ら であ る。 加 入 者 は ,ロ ー カル ・コ ン ピ ュー タ に対 す る

電 話 に よる 各問 い合 わ せ に対 して 料 金 を 支払 わな け れ ば な らな い であ ろ う
。

　 賢明 なPTTは,ペ ー パ ー に よ る電 話帳 の料 金 を500%以 上 も値上 げ

し,電 子 式 ター ミナ ル が,安 売 りの よ うに見 え る よ うに ,巧 み な 道 作 りを

や って い る。

　 電 子 電 話帳 は,た しか に メー カー に と って も都 合 の よ い事 業 に な るで あ

ろ う。 相 当 す る メ ー カ ー と し て は,CIT-Alcatel
,Matra,ト ム ソ ン ー

CSFお よ び オ ラ ン ダ の フ ィ リ ッ ピ ス 社 の フ ラ ン ス の 子 会 社 な どが あ げ ら

れ る。

　 業 者(Supplier)とPTTの 双 方 と も,こ の 膨大 な 市 場 は,い わ ゆ る大

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一69一



衆 フ ァク ス(mass　 fax)と 称 せ られ る別 の市 場 に対 比 され る こ とにな る

だ ろ うと期 待 して い る。 この 大 衆 フ ァ ック ス とい うの は,1ペ ー ジ分 の情

報 を電 話 回線 を通 じて,2分 間 で伝 送 で き る机 上 の フ ァク シ ミ リ ・マ シ ン

で あ る。 これ は,フ ラ ンス が 輸 出の 注文 を得 て い る電 子 郵 便 マ シ ンを意 味

して い るo

　 Maira社 では,ヨ ー ロ ッパ市 場 向 け に オ リベ ッテ ィ と配 給 契 約 を 結 び,

米 国 で は エク ソ ンの子 会 社 で あ るQwip,お よび・ 日本 の会 社 と交 渉 を す

す め て い る.・ ム ・ ン ーCSFは,す で に ア メ リ カ の3Mと 契 約 を 結 ん で

い る。

　 マス.フ ァク ス の標 的 は,年 間10万 台 市 場 で あ り,500ド ル の 料 金

レベ ルを 目指 して い る。 この 料 金 は,現 在,フ ラ ンス で販 売 され てい るマ

シ ンの10分 の1に 相 当す る料 金 で あ る。

　 しか し,は た して料 金 面 の標 的(Price.　 target)が 達 成 し得 るか ど う

か につ い て は,は げ しい議 論 が 展 開 され てい る。

　 メー カー 側 では,も っ とPTT(フ ラ ンス都 電 省)か ら支 援 が得 られ る'

よ うに交 渉 を 試 み てい る。

　 PTTと しては 現在,電 子 電 話 帳 で 対 応 しつ つ あ る市 場 を,マ ス フ ァク

ス で,く り返 し対 応 す る こ とは しない で あ ろ う。

　 しか し,PTTで は,マ ス フ ァクス の 販 売 促進 を支 援 し,政 府 関 係 の オ

フ ィス に フ ァク スを 設置 す る よ うに うる さ く働 きか け るで あ ろ う。

　 さ ら に,PTTの 独 占を 侵す とい う理 由 で い くつ か の,パ リの メ ッセ ン

ジ ャー会 社 を 提 訴す る ことは,電 子郵 便 とい うもの を ビ ジネ ス に とっ て魅

力的 な もの とみ せ る上 で,役 立 つ で あ ろ う。 提訴 しな け れ ば,電 子 郵 便 は,

これ らの メ ッセ ン ジ ャー 会社 と競 合す る こ と にな る。

　 ま た,フ ラ ン ス で は,1982年 の 中 頃 か ら,電 子 郵 便 の 第2番 目 の 形 態

　 一 通 信 用 の ワ ー ドプ ロ セ ッサ ー(acommunicating　 word　 processar)

が 登 場 して くる もの と期 待 してい る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -70一

,

,



τ

●

　 フ ァ ク シ ミ リ ・マ シ ン は 電 話 に 接 続 さ れ た 文 書 複 写 装 置(コ ピ ア)で あ

る の に 対 し,通 信 用 ワー ドプ ロ セ ッ サ ー は,電 話 回 線 に 接 続 さ れ た コ ン ピ

ュ ー タ式 の タ イ プ ラ イ タ ー で あ る。

　 通 信 用 ワ ー ドプ ロ セ ッサ ー は,各 受 取 人 宛 に 最 小 限 の 訂 正 で 普 通 の 手 紙

を 出 す こ と が 容 易 に で き る と い う利 点 を 持 っ て い る。

　 ワー ドプ ロ セ ッサ ー の 狙 っ て い る料 金 は3,000ド ル で あ り,こ れ は,現

在 の 設 備 の 料 金 の 約5分 の1に 相 当 す る。

　 ま た,目 標 と して い る 料 金 は,は た して 達 成 で き る の か と い う疑 問 も生

じて い る。

　 PTTが 関 係 して い る,そ の 他 の 製 品 ・サ ー ビス と し て は,次 の も の が

含 ま れ て い る。

O　 パ ケ ッ ト交 換 ネ ッ ト ワー ク

　 　 こ の ネ ッ ト ワ ー ク は,ト ラ ン ス パ ック(Transp.ac)と 呼 ば れ て い る。

　 　 パ ケ ッ ト交 換 に よ っ て,コ ン ピ ュー タは,大 量 の デ ー タ を,相 互 に,

　 安 上 りの 料 金 で 伝 送 す る こ と が で き る。

　 　 ト ラ ン ス パ ッ ク は,1978年 に 稼 動 して お り,こ れ ま で に850加 入

　 者 を 集 め て い る 。 こ の 数 は,今 年,利 用 開 始 を 予 想 さ れ た 数 の2倍 で あ

　 るo

O　 サ テ ラ イ ト

　 　 1983年 以 後,フ ラ ン ス の ビ ジ ネ ス は,オ フ ィ ス の 屋 上 か ら 他 の オ フ

　 ィス の 屋 上 ま で,サ テ ラ イ トを 使 っ て,日 常 の 会 話 お よ び コ ン ピ ュー タ・

　 デ ー タ を 発 信 す る こ と が で き る で あ ろ う。

　 　 こ の サ ー ビ ス は,米 国 で 計 画 さ れ て い る 一 わ け て もIBMの 関 係 会

　 社 が 運 営 し て い る サ テ ラ イ ト ・ ビ ジ ネ ス ・シ ス テ ム ー 諸 サ ー ビス の フ

　 ラ ン ス 版 と い え る で あ ろ う。

　 　 フ ラ ン ス の サ ー ビ ス は,フ ラ ン ス で 設 計 さ れ た ロ ケ ッ ト,Arianeに

　 よ っ て 打 ち 上 げ ら れ た,フ ラ ン ス 独 自の サ テ ラ イ トで あ る テ ル コ ム ー1
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　 (Telecom-1)を 使 用す る で あ ろ う。

　 他 の ヨー ロ ッパ の諸 国 は,こ の種 の サ ー ビス の 開 始 につ い て は,こ れ

　まで,ぐ ず ぐず した 姿勢 で対 処 して きた。

。　 電 子 式 資金 転 送(Electronic　 funds　 transfer)

　 　 PTTで は,電 子 式 資金 転 送 用 の装 置 を 提 供 して ほ しい とい う申 し込

み に対 して,多 数 の フ ラ ンス の銀 行 に対 し,専 門 的 な ア ドバ イザ ーの役

　割 を果 して い る。

　 　 このサ ー ビス に よ っ て,店 頭 販 売 用 ター ミナ ル に プ ラス チ ック ・カー

　 ドを挿 入 す る こ と に よ って,銀 行 の カス トマー は,自 分 の 買物 に対 す る

代 金 の支 払 い を行 な うこ とが で き るで あ ろ う。

。　 オ プテ ィカル ・フ ァイバ ー(光 フ ァ イバ ー)

　 　 これは,従 来 の 電 話 回線 の 代 替 と して利 用 す る こ とが で きる。

　 　 PTTで は,　 Biarritzで,野 心 的 な試 行 実 験 を計 画 して お り,約

　 20,000加 入 者 が,こ の実 験 に関 係 してい る。

　 　取 付工 事 は,1982年 か ら開始 さ れ る。

　 　 フ ランス 以外 の大 部 分 の試 行 実験 とちが って,こ の フ ァイバ ー は,交

　換 局 相互 間 の ハ イ ウ ェー に集 中 的 に利 用 され るの では な く,カ ス トマー

　 の,ち ょ うど ドア の と こ ろ につ な が る よ うにな っ て い る。

　 　 この よ うな 方 式 は,従 来 の 伝 統 的 な ケー ブル と比 較 す る と,オ プテ ィ

　 カル ・フ ァイ バ ーの 高 性 能 の持 つ 利 点 を完 全 に発 揮 させ て くれ る で あろ

　 う。

　 　 高性 能 を必 要 とす る諸 サ ー ビスの 中 には,ケ ー プ・レ・テ レ ビジョンお よ

　 び ビデオ ホ ンが あ る。(こ れ らの サ ー ビスは,電 話 をか け た 相 手 を見 る

　 こ とが で き る し,相 手 の方 も,発 信者 を見 る こ とが で き る。)

o　 テ レア ラー ム(T616alarme)

　 　 加 入者 は,1ヵ 月 当 り8ド ル を支払 え ば,電 話 機 に手 を伸 ば さ な くて

　 も,警 察,消 防署 お よび救 急 車 な どの 緊 急 サ ー ビス 機 関 に警 報 を発 す る
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　 こ とが で き る。

　 　 手 首 を使 っ て ボ タ ンを 引 き金 を 押 す だけ で,加 入 者 は,電 話 機 に無 線

　 信号 を送 信 で き る。

　 　 次 に,そ の 電 話 機 は,自 動 的 に,緊 急 サ ー ビス機 関 に ダ イ ヤ ル して く

　 れ る。

　 　 交 換 局 では,オ ペ レー ター が,一 連 の個 人 に 関す る情 報 を 聞 き 出 し,

　 そ の 加 入 者 が最 も必 要 としそ うな サ ー ビス機 関は,ど れ か を 一 た とえ

　 ば,心 臓 病 の た め の 救急 車 一 知 ら せ てや る。

　 　 テ レア ラー ムは,フ ランスの4地 区 で試 行 され,11月 には,全 国 的

　 に拡 張 す る予 定 で あ る。

　 　 しか し,こ こに思 わ ぬ障 害 が 待 ち か まえ て い た。 この問 題 は,PTT

　 が,一 般 公 衆 が受 け入 れ る以 上 に テ レマ チ ックス を推 進 しよ う とす る場

　 合 に起 り得 る危 険 を示 して い る。

　 　 ひ とつ の 障 害 と してあ げ られ るのは,加 入 者 に関 す る情報 を コ ン ピ ュ

　 一 夕 ・フ ァイル の 中 に保持 す る こ とは プ ライ バ シーの 侵 害 に な る とい う

　 抗 議 の 声 で あ る。.

　 　 ま た・ 過 剰 ・一 ・レ(呼)の 結 果,緊 急 サ ー ビス"heem・ ・g…y

　 services)に 対 して,大 き な負 担 が か か る であ ろ う。

　 フ ラ ンス とい う国 は,電 子 機 器 につ い て は 悪 名 の高 い 国 で あ り,こ れ ら

の 不 信 感 も,必 ず し も理 由な き批 判 では な い。

　 フ ラン ス人 の半 分は,電 話機 の つ くの を待 って お り,残 りの半 分 は,ダ イ

ヤ ル トー ンが 鳴 るの を待 って い る とい うの が,こ れ まで ,国 民 的 な ジ ョー

ク と して 言 わ れ て きた 程 で あ る。

　 PTTで は,め ざ ま しい進 歩 を とげ,こ の嘲 笑 があ て は ま らな い こ とを

71Kし た。

　 現 在,PTTは,1974年 当時,わ ず か600万 加 入 に しか サ ー ビス を

提 供 して いな か った の に比 べ,1400万 加入 にサ ー ビス を提 供 して い る。
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　 最 新 式 の技 術 導入 とい う点 につ い ては,フ ランスは,他 の どの 国 よ りも

急 テ ンポ で ネ ッ トワー クの 中 に新 技 術 を導 入 して い る。

　 しか し,PTTが,は た して,た くさん の ハ イ レベ ル の技 術 に よ る ター

ミナ ル を,家 庭 や オ フ ィス に 導入 す る こ とに よ って・ この種 の成 功 を く り

返 す こ とが で き るか ど うか は,い まの と ころ まだ立 証 さ れ て は い な い。
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4-'4　 ア メ リカ の 動 向 －AT&Tを め ぐ る話題

(1)　 ペ ル ・シス テ ム の家 庭 用 デ ー タサー ビス

　 　 ATTで は,　 Knight-Ridder新 聞社 と協 力 して,コ ー ラル ・ゲ イ ブ

　 ル の マ イア ミ郊 外 にお い て,向 う6ヵ 月 に わた っ て,電 子 式 家 庭 情 報 サ ー

　 ビスの試 行 を ス ター トさせ る 旨 を昨 日,明 らか に した。

　 　 ビ ュー トロン(Viewtron)と 呼 ば れ て い る この シ ス テ ムを 利 用す れ ば,

　 コ ー ラル ・ゲ イ ブル の160家 族 は,カ ラー テ レ ビの 改 良型 セ ッ トの上 に,

　 15,000ペ ー ジの 情 報 を 自由 に呼 び出 し,ス ク リー ン一 杯 に映 し出す こ と

　 が で き る。 この 場 合,タ イ プ ライ ター型 の キ ー ボ ー ドと,手 操 作 の 加 算機

　 に似 た 遠 隔制 御 用 キ ー パ ッ ドを使 って情 報検 索 を行 な うし くみ にな って い

　 るo

　 　 この情 報 の 中 には,た えず 更 新 され る ニ ュー ス レポ ー ト,電 子 式 ホー ム

　 シ ョッ ピン グサ ー ビス,お よ び イ ンホ ー ム ・ビデ オ バ ン キ ン グ ・サ ー ビス

　 な どが 含 ま れ る こ とに な ろ う。

　 　 さ ら に,ビ ュー トロ ン ・ユ ー ザ ーは,こ の シス テ ム を使 って旅 行 予 約 を

　 した り,各 種 の教 育 や 娯 楽 関 係 の サ ー ビス を受 け られ る よ うにな る であ ろ

　 う。

　 　 各種 の組 み 合 わ せ実 験 を試 行 した り,い ろい ろな 州 や 連 邦 政府 の 規 制委

　 員 会 に タ リフを 申請 す るな どの手 段 を講 じて,ベ ル シ ス テ ムは広 範 囲 にわ

　 た る最 前 線 に幅 広 く歩 をす す め,コ ン ピ ュー タ と通 信 産 業 に横 た わ る,数

　 十億 ドルの 情 報 市 場 に参 入 し よ うと狙 って い る。

　 　 この情 報 市 場 に進 出 し よ うと してい る あ らゆ る組 織 の 中 で,電 話 会 社 ほ

　 ど恵 まれ た 立場 にお か れ て い る ところ は な い。　 「全 国 の あ らゆ る 家庭 の 中

　 に,一 対 の 有線 を め ぐら してい る唯一 の 会社 と して,電 話会 社 は,す べ て

　の これ らの 分 野 にお い て 一 単 に,音 声 サ ー ビス の 提 供 だ け に止 らず,ビ

　 デオ や コ ン ピ ュー タ利 用 にお い て も 一 将 来,重 大 な 役 割 を演 じよ うと し
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て い る。 」 と,FCC(連 邦 通 信 委 員 会)の 顧 問 弁 護 士 出 身 で,現 在,ア

ン テ ィオ ブ ・ ビ デ オ テ ック ス ・シ ス テ ム ズ の ス タ ッ フ ・ カ ウ ン セ ル で あ る

Gary　 D.　 Rosch氏 は 述 べ て い る。

　 た と え ば,昨 日 の 発 表 は,Albanyに お け る,電 子 式 電 話 帳 サ ー ビス の,

ち ょ う ど6ヵ 月 が か りの テ ス ト結 果 の あ と に 明 ら か に さ れ た も の で あ る。

Alba'nyに お け る電 子 式 電 話 帳 サ ー ビ ス で は,多 数 の ビ ジ ネ ス と と も に,

約70家 庭 が,キ ー ボ ー ド ・ペ ー ス の ビ デ オ ・タ ー ミナ ル を 支 給 さ れ,ス

ク リー ン上 に,人 名 お よ び 職 業 別 番 号 簿 の リス トを 映 し 出 す こ とが で き る。

　 『Lラ ル ・ゲ イ ブ ル お よび ア ル バ ニ イの実 験 は,共 に,電 話 を使 っ て,

文 字 や 図形 情 報 を家 庭 に伝 送 す る実 験 に関係 す る もの で あ るが,交 換 ネ ッ

トワー クを情 報 処 理 業 務 に,一 段 と活用 しよ う とい うペ ル シス テ ムの 努 力

は,文 字 以 外 の 領 域 に も拡 大 さ れ てい る。

　 5月 に,ペ ン シル バ ニ ア の ベ ル電 話会 社 は,コ ー ル ・アンサ リング お よび

ア ドバ ンス ト ・コー リン グ と して 知 られ て い る全 く新 しい 種 類 の サ ー ビス

に関 す る タ リフを 州 に 申請 した。 この新 サ ー ビスは,音 声 メ ッセー ジが,

自動的 に,電 話 会 社 の 電 話 局 内 に蓄 積 され,交 換 ネ ッ トワー ク を通 じて送

出 され る し くみ にな って い る。

　 そ の 後,先 月 に な っ て,AT&Tは,　 FCCに 対 し,最 終 的 に は,全 国 的

な 電 子 式 メ ッセ ー ジ ・サ ービ スに な る と思 わ れ る ・　 「Dial-It」(ダ イ ア

ル ・イ ッ ト)と 称 す るサ ー ビス の タ リフを 申請 した。

　 この サ ー ビス を利 用す るス ポ ンサ ーは,広 告 宣伝 を 通 じて,自 社 の製 品

に関 す る一 般 公 衆 の 意 見,も し くは,政 治 的 な 問 題 に つ い て まで,サ ン プ

リング方 式 で,聴 取 す る こ とが で き るで あ ろ う。

　 スポ ンサ ーは,市 外 通 話無 料 の10デ ィジ ッ ト 「900」 ナ ンバ ーを 使 っ

て,呼 を受 信す る こ と にな る。

　 また,こ の サ ー ビス の 中 には,ま だ,音 声 蓄積 能 力 は 含 まれ て いな い け

れ ども,こ の種 の機 能 は,技 術 的 には 可 能 で あ る。
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　 「ATTは ・ この競 争 レー ス では ・ す べ て の 商 品 を支 援 で き る し・ また

そ うす るで あ ろ う。

　 ATTは,単 に,こ れ らのす べ て の サー ビス を提供 す るの に恵 まれ た 立

場 にあ るだ け で は な く,こ れ らす べ て の サー ビスか ら利 益 が得 られ る唯 一

の 会 社 とい え よ う。 」 と イ ン ター ナ シ ョナル ・ リソー ス ・デ ィベ ロ ップメ

ン ト社 の 社 長 で あ るKenneth　 G.　 Bosomworth氏 は 述 べ て い る。

　 事 実.大 部 分 の人 々は,4月 に お け るFCCの 規制 撤 廃(deregulation)

に 関 す る裁 定 は,議 会 にお け る懸 案 中 の法 律 化 の内容 と同様,電 話 会 社 が

これ らの 多 くの成 長 市 場 に参 加す る こ とを認 め る もの だ と見 て い る。

　 ペ ル シ ス テ ムの 側 と して は,ビ ュー トロ ンの よ うな実 験 は,単 に,ニ ュ

ー ス サー ビス に対す る消 費者 の受 け入 れ状 況 を テ ス トす るた め に計 画 さ れ

た もの にす ぎな い と主 張 して い る。

　 他 の 人 は,そ うは 考 えて い な い。

　 「これ は,ま ち が い な く,漸 進 的 な ア プ ロー チ であ るが,一 種 の は さ み

打 ち作 戦 とみ る こ とが で き る。 一 方 では,ス トア ・ア ン ド ・フ ォ ワー ド式
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ]

の 音 声 お よ び ア ナ ウンス メ ン トサ ー ビス を打 ち 出 し,他 方 で は,ビ デオ ・

テ キ ス ト型 の サ ー ビス を 打 ち 出 して い るか らだ 」 と独 立 系通 信 コ ンサ ル タ

ン トであ るJohn　 H.　 Clippinger氏 は述 べ て い る。

　 出版 社,放 送事 業,ケ ーブル ・テ レビジ ョン運 営 業者,さ ら に コ ン ピ ュー

タ ・タ イ ム ・シ ェア リン グサ ー ビス業 者 に至 る まで,こ の種 の テ ス トを驚

異 の 眼 で な が め て い る。

　 Bosomworth氏 に よ れば,　 ATTは,昨 年,職 業 別 電 話 帳 か ら得 られ

た広 告収 入 が ほぼ20億 ドル とい う規 模 か らみ て も,す で に,米 国 に おけ

る最 大 手 の 出版 業 者 で あ る とい う。 さ ら に,毎 日,維 持 更 新 可 能 な 電 子 式

分 類 電 話 帳 に よ って,お そ ら く,年 間46億 ドル の新 聞項 目別 広 告 事 業 を

照 準 を定 め てい る とい っ て もお か し くな い で あ ろ う,と 付 言 してい る。

　 さ ら に また,た とえ ば 「ダ イア ル ・ア ・ジ ョー ク」 の よ うな,い わ ゆ る
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「公衆 向 け アナ ウン スメン ト・サ ー ビス」 は,一 部 の 放送 事 業 や 新 聞 社 に と

っ て も脅 威 とみ られ て い る。

　 そ の上,一 般 大 衆 が,株 式情 報 や ス ポ ー ツニ ュー スか ら,天 気 予 報,時

報 さ らに トラ ヒ ック情 報 に至 る まで各 種 情 報 を求 め る場 合,彼 等 を電 話 利

用 に注 目 させ れ ば,こ れ ら の サ ー ビスは,収 益 力 の 高 い 収入 源 に な る もの

と考 え られ る。

　 「ダ イ ア ル ・ア ・ ジ ョー ク」 だ け を と っ て み て も,1月 に200万 コ ー

ル に の ぼ る と い わ れ る,ニ ュ ー ヨ ー ク 市 の 場 合,こ れ ら の サ ー ビス か ら 上

る収 入 は,昨 年 で,1,600万 ドル 以 上 に達 す る と も見 込 ま れ て い る 。

(1㌔ ∴1二 二,-1の

② 　米 国 で ビ ュー デ ー タ ・テ ス トを開 始 した ベ ル シ ステ ム

　　 英 国,フ ラツ ス,お よび カナ ダの類 似 製 品 と比 較 して,遅 ま きな が ら,

　 ATTは,電 子 式 家庭 情 報 の ゲー ム に加 わ って きた。

　　 しか し,ベ ル シス テ ムは,目 立 たぬ よ う静 か に下 地 を 固 め て きた。 これ

　 を も とに,ベ ル シス テ ムは,Knight-Ridder新 聞社 と共 同 で,電 話 回

　 線 を 通 じて デー タを伝 送 す る,ビ ューデ ータ ・システ ム の テ ス トに参 加 して

　 い る。

　　 両 社 は,発 表 済 み の フ ロ リダ州 の コ ラル ・ゲー ブル の テ ス ト装 置 は,規

　 模 の面 では 限 定 され て い るけれ ど も,本 当 の意 味 で の家 庭情 報 シ ス テ ム で

　 あ る と 予 告 し て い る 。

　 　 これ か ら 先,6ヵ 月 間 に わ た っ て,ニ ュ ー ス,情 報,お よ び イ ン ホ ー ム

　 シ ョ ッ ピ ン グ(在 宅 買 物 シ ス テ ム)な どが,160ヵ 所 の 特 定 の 家 庭 に提

　 供 され る こ とにな るで あ ろ う。

　　 テ ス トの対 象 とな った 視 聴 者 は,幸 運 に も,約15.000ペ ー ジに上 る豊

　 富 な情 報 を利 用 で き る こ とに な る。
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　 　 　 電話 回 線

　 音 をた てず,フ リー ズ ・フ レー ム(freeze-frame)の 図 形 だ け に限

定 され てい る の で,帯 域 の 問 題 を 伴 わず に,通 常 の電 話 回線 を通 じて 伝 送

す る こ とが可 能 で あ る。

　 視 聴者 は,制 御 装 置 を使 っ て ペ ー ジを呼 び 出 し,特 別 テ レ ビ受 信 装 置 の

上 に ア ウ トプ ッ トを映 し出す こ とが で き る。

　 ATTで は,今 回 の テス ト結 果 が,テ レ ビ信 号 では な くて,電 話 回線 が,

家庭 の ビデオ 情 報 シ ス テ ムの 中 で 重要 な 役 割 を 演 じる とい う結 論 につ な が

る こ とを期 待 して い る。

　 ATTは,か って ニ ュー ヨー ク で聾 唖 者 向 け に,ビ ュー デ ー タの 試 行 テ

ス トを 実 施 した こ と が あ り,別 に,ニ ュー ヨー クの ア ル パ ニ ィで,電 子 式

電 話 帳 と して 知 られ て い る試 行 テ ス トを,今 な お 続 け て い る。

　 後 者 の シス テ ムの 場 合,お 客 は,天 気予 報,時 報,ス ポ ー ツ試 合 結 果,

お よ び電 話帳 の 情 報 を入 手 す るた めに ベ ル の コ ン ピュー タ に,実 際 に ア ク

セス す る こ とが で き る。

　 　 　 そ　 の 　 他

　 英 国 の プ レス テ ル シス テ ムは,現 在 に至 る まで数 年 間 か け て,広 範 囲 に

わ た って,い くつ か の型 につ い て 実験 が行 わ れ て きた。

　 プ レステ ル は,現 在,商 用 に供 され て お り,約15万 ペ ー ジの 情 報 を提

供 してお り,米 国 で は,ゼ ネ ラル テ レホ ン&エ レク ト・ニ ク ス社 に免 許 が

与 え られ て い る。

　 そ の 他 の英 国 の 発 明 と しては,テ レテ キ ス トと呼 ば れ る類 似 の シス テ ム

が あ り,テ レ ビジ ョ ン信 号 の 空 白 イ ンタ ー バ ル の間 に,放 送 を通 じて デ ー

タを 伝送 す る シス テ ム であ る。

　 ベ ル シス テ ムの テ ス トだ け が,米 国 にお け る唯 一 の 活動 で は な い。

　 ア ンテ ィオ ブ(Antiope)と 称 せ られ る フ ラ ンス の テ レテ キス トシス テ

ムは,セ ン トル イ ス と ロサ ンゼ ル ス で テス トを 受 け て い る。
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　 セ ン トル イ ス で は,英 国 の シ ス テ ム と競 合 して い る。

　 フ ラ ンス で は,3,000世 帯 が 参 加 す る,ビ ュー デ ー タ と テ レ テ キ ス トの

実 験 が,今 年 の 末 に,パ リの 近 く で 開 始 さ れ る 予 定 で あ る。

　 最 後 に,カ ナ ダ の 通 信 省 に は,テ リ ドン ・シ ステ ムが あ り,同 省 で は,こ

の テ ク ノ ロ ジ ー は,最 も進 ん だ も の で あ り,他 の ビ ュ ー デ ー タ や テ レ テ キ

ス トの ア プ ロ ー チ か ら は 区 別 さ れ る もの だ と主 張 して い る。

　 米 国 や ベ ネ ズ エ ラ の テ ス トが 最 近 用 意 さ れ て お り,す で に,カ ナ ダ は 広

範 な テ ス トが 企 て ら れ て い る。

　 これ らの 各 種 シス テ ムが あ るに もか か わ らず,消 費 者 が喜 ん で対 価 を支

払 うよ うな 料 金 で,ど ん な種 類 の サ ー ビス を提 供 す る の か とい う問 題 が横

た わ っでい る。

　 これは,決 してち っぼ け な業 績 では な い。 とい うの は,情 報 の ペ ー ジは,

日刊 新 聞 の よ うな 他 の 情 報 源か ら も入 手 で き る こ とが 多 い か らで あ る。

　 現 在,操 作 可 能 な,Bell-　 knight　 Ridderと の合 同 シス テ ムで あ る

Viewtronは,ユ ー ザー が,商 品 や 電 子 式 バ ン キ ング サー ビス を オ ー ダ ー

す る キ ーパ ッ ドを 持 って い る とい う点 で,イ ン タ ラク テ ィ ヴな シス テ ム と

い え よ う。

　 自己教 育 機 能 や ゲー ム に も,利 用 で き るで あ ろ う。

　 　 　 ご く特殊 な もの

　 ビ ュー トロンは,大 衆 市 場 にた だ ち に導入 で きる もの では ない 。 なぜ な

ら,家 庭 用 テ レ ビセ ッ トは,現 在,生 産 され て いな い イ ン ター フ ェ イス を

必 要 と して い るか らで あ る。

　 この テス トに利 用 され て い る セ ッ トは,通 常 の放 送 を受信 す る こ とは で

き ない。 この 措 置 は,そ の他 の変数 に よ って調 査 デ ー タが 影 響 を 受 け な い

こ とを保 証 す る もの で あ る。

　 また,こ の シ ス テ ムは,既 存 の 回線 を共 同 利 用 で き るけ れ ど も,専 用 電

話 回線 は,情 報 トラ ンス フ ァー を処 理 す るで あ ろ う。

'
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　 しか し,2重 機 能 の テ レ ビ受 信 装 置 を作 る上 で の問 題 点 は 存 在 しな い し,

従 来 の テ レ ビセ ッ ト用 の アダ プ タ ー を作 る こ と も可 能 で あ る。

　 現 在 の と こ ろ,こ の テス トは,も っぱ ら,　 「電 話 を ベ ー ス と した,ビ デ

オ情 報 シス テ ム」 とい う考 え 方 を,ベ ル シス テ ムが 実 践 して い る こ とを示

してい る に他 な らな い。

　 限 定 され た試 行 サ ー ビス の 場 合,料 金 は検 討 事項 に入 っ て い な い。 なぜ

な ら機 器 や サ ー ビス は,無 料 で 提 供 され て い るか らで あ る。

　 大型市場 に提供 され る予定 の装置の種類や料金体系 につ～・ては,ま だ明

らか に され て い な い。
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(3)ベ ル シス テ ムの 家 庭 用 ビデ オ ・デ ー タ・サ ー ビス実 験

　 　 ATTで は,家 庭 用 ビデ オ サ ー ビス の実験 を さ ら に進 め る た め の ス テ ッ

　 プ と し て,1981年 の 中 頃 に,テ キ サ ス州 の オ ー ス チ ンで,1年 が か りの

　 試 行 実 験 を ス ター トさ せ る 旨の計 画 を 明 らか に した。

　 　 この 実験 は,今 年 の初 め に 出来 上 った電 子 式 電 話帳 実 験 を,よ り入 念 な

　 形 態 で展 開 しよ うとい うもの で あ る。

　 　 電 話会 社 は,先 週,新 しい 実 験 には,ア ル パ ニイの 実 験 に参 加 した83

　 件 に比 較 して,700件 が 参 加 す る こ とにな ろ う,と 述 べ て い る。

　 　 参 加 者 全体 の 約%ほ,家 庭 で あ り,残 りは,ビ ジネス 関 係 にな る予 定 で

　 あ る。

　 　 こ の 実 験 の 参 加 者 に 対 し て,キ ー ボ ー ドを ベ ー ス と し た カ ラー ビ デ オ 式

　 の コ ン ピ ュ ー タ ・タ ー ミ ナ ル が 提 供 さ れ,こ れ を 使 っ て,50音 別 や 職 業

　 別 電 話 帳(the　 white　 andyellowpages)に リ ス トア ッ プ さ れ た 事 項

　 を 呼 び 出 す こ と が で き る。(Albany地 尺 の 実 験 で 利 用 さ れ て い る ス ク リ
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一 ンの 場 合 は,白 黒 式 の ター ミナ ル を利 用 して い る。)

　 電 話 回線 は,情 報 を 伝 送 す るの に 利 用 され るで あ ろ う。

　 　 　 　 目下,分 析 中 の ア ル バ ニ イの 実 験 結 果

　 しか し,ア ル パ ニ イ地 区 の実 験 を,さ らに発 表 さ せ て,オ ー ス チ ンの住

民 の 場 合 も,自 分 達 の シス テ ムの 内 に,個 人 に関 す る情 報 を記 憶 させ てお

く こ とが で き るで あ ろ う。

　 「この シス テ ムは,お 気 に入 りの料 理 法 や 予 約 の計 画表 作 成 に役 立つ で

しよ う」 とATTの ス ポー クス マ ンは・ 述 べ て い る・

　 しか し,電 話会 社 では,　 「ニ ュー ス レポ ー ト,在 宅 バ ン キ ン グ ・サ ー ビ

ス お よ び在 宅 シ ョ ッピング ・サ ービス の よ うな諸 サ ー ビスは,フ ロ リダ の コ

ー ラル ゲー ブ ル ズ が,目 下,ナ イ ト ・ リッダ ー新 聞 社 と合 同 で実 施 中 の共

同実 験 か ら得 られ るの で,今 回 の オ ー ス テ ィ ンの実 験 の中 には,含 まれ な

い で あ ろ う。 」 と述 べ て い る。

　 ATTで は,　 「Albanyの 試 行 実 験 の 結 果 は,ま だ,分 析 がす す め られ

て い る最 中 で あ り,お そ ら く,こ の結 論 は,今 年 の末 まで には,出 来上 ら

な い であ ろ う」 と言 って い る。

　 また,ATTの 見通 しに よれ ば,こ の種 の サ ー ビス が,電 子 式 電 話 帳 と

して実 際 に,提 供 され,身 近 か な もの にな る ま で には,　 「少な く と も,4

～5年 間」 か か るで あ ろ う。

　 　 「これ らの 試 行 実 験 の ポ イ ン トは,基 本 的 には,ど んな 人 々が,こ れ ら

の 諸 サ ー ビス に関 心 を持 ち,ど れ だ け の対 価 を 支払 お うと して い るか を発

見す る と ころ に あ る」 とATTの ス ポ ー ク ス マ ンは 語 って い る。

　 　 ビデ オ サ ー ビス に乗 り出 したATTの 動 き に対 して,出 版 社,放 送 業者,

　ケーブル ・テレ ビ業 者,お よび タ イ ム ・シ ェア リン グサ ー ビス業者 は ・ い く

　分,不 安 を抱 い て,見 守 って い る。

　 　 これ らの業 者es　,　ATTが,一 般 公 衆 に対 し,そ の 情 報 の大 半 を,電 話

　 に依 存 させ る方 向 づ け を してい る の で は な い か とい う危 惧 の 念 を抱 い て い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一82一
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る か ら であ る。

　 しか し,今 まで の と ころ,ATTで は,電 子 式 新 聞 や 電子 式 図書 館 を発

行 す る こ と に は,何 ら関 心 を持 って い な い,と 言 明 して い る。

(1:二∵ ㌔ ∵1∋

,
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(4)ATTの 住 宅 用 サ ー ビス ・電 話 帳 ・公 衆 電 話

　 　 ベル ・シ ス テ ムでは,ビ ジネ ス ・ユ ー ザ ー と同 様 に,住 宅 用 ユ ー ザ ー に

　 つ い て も,そ の ニ ー ズ と関心 に対 応 す べ く,経 営 組 織 の再 編成 を行 な っ た。

　新 しい 製 品 と サ ー ビス に対 す る計 画 は,加 速度 的 に進 展 して い る。 設置,

　 メ ンテ ナ ン ス,そ の他 の運 営 要 員 と して,特 定 の 職 員 が,家 庭 用 サ ー ビス

　 の 提 供 に専任 者 と して配 置 され て い る。

　 　 家庭 ユ ー ザ ー は,1979年 には,よ り選 択 の 幅 が広 が り,利 便 さ が増 大

　 した。1979年 には,2種 の新 製 品 が導 入 され,お 客 は,12個 の電 話 番

　 号 を記 憶 す る こ とが で き る と共 に,ボ タ ンを1つ 押 す だ け で 自動的 に ダ イ

　 ヤ ルす る こ とが で き る よ うに な った。 そ の うちの 一 つ の 製 品 は,タ ッチ ・

　 ア ・マチ ック(Touch　 一　a-matic)12電 子 式 ダ イ ヤ ル装 置 で あ り,こ れ

　 は 普 通 の電 話 機 と接 続 す るの に利 用 され てい る。 も う一 つ の 製 品は,タ ッ

　 チ ・ア ・マチ ックSシ リーズ ・テ レ ホ ンで あ り,こ れ は,自 動 ダ イヤ リング

　 が 組 み 込 ま れ て い る電 子 式 電話 機 で あ る。 自動 ダ イ ヤ リン グ機 能は,ひ ん

　 ぱ ん に利 用 す る電 話番 号 の 場合 に便 利 で あ る とい うだ け で な く,緊 急 時 の

　 火 災,警 察,お よび 医 療 関係 の支 援 を得 る の に迅 速 な手 段 を与 え て くれ る。

　 　 1979年 には,約200店 の ベ ル シス テ ム ・ホー ン セ ン ター が増 設 さ れ

　 た。 現 在,ペ ル ・シス テ ムの 小 売店 の 中の,ほ ぼ,2,000店 では,お 客 が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 シ　　　ヘ　　　へ

　 電 話機 を購 入 す る こ とが で き,そ れ を家 に持 ち 返 って,プ ラグに さ し込 む

　 こ とが で き る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -83一



　 また,多 くの ホ ー ン セ ン タ ー ・ス トア で は,「 外 か ら 歩 い て 入 れ る

(Walk-in)」 とい う形 で,こ わ れた 電 話 機 や 欠 陥 電 話 機 の取 り替 え もや

ってい る。 これ らの店 舗 に対 す る反応 は,す ば ら しい。

　 1979年 には,住 宅 用 加 入者 向 けの 新 電 話機 の うち の 半 分 以 上 が,ホ ー

ン セ ン タ ー ・ス トア を 通 じ て 提 供 さ れ て い る。

　 家 庭 向 け の,そ の他 の サ ー ビスは ・1979年 に・ め ざ ま しい 伸 び を見 せ

た 。 た とえ ば,タ 。チ トー ン ・サ ー ビ スは,・9%増 加 した ・

我 々 は,サ ー ・ス の 可 能 性va対 す る ・ 緒 の 関 心 を 把 握 す る た め1980

年 に,幾 つ か の 試 行 実 験 を 計 画 し て い るcそ の 試 行 実 験 の ひ とつ と し て,

ナ イ ト.リ 。ダ ー ・二 ・一 ズ ペ ー パ ー ズ 社(K・ight　 Ridd・ ・N・w・-

papers)お よ び,同 社 の 子 会 社 で あ る ビ ュー デ ー タ ・ コー ポ ー レ ー シ ョ

ン ・オ ブ.ア メ リカ(Viewdata　 Corporation　 of　 America)と の 共 同

実 験 も 含 ま れ て い る。

　 フ ロ リダ 州 の コ ラル ・ゲ ー ブ ル(Coral　 Gables)に あ る,約200件

の 家 庭 で は,お 客 が,コ ン ピ ュ ー タ ・デ ー タ ベ ー ス に ダ イ ヤ ル し,広 範 囲

に わ た る 各 種 の テ ー マ に 関 す る 情 報 を 注 文(order)す れ ば,そ れ ら を テ

レ ビ ジ ョ ン ス ク リー ン上 に デ ィ ス プ レ イ さ れ る 装 置 が 施 さ れ て い る。 情 報

の テ ー マ と し て は,現 在 の 行 事 催 物,レ ス トラ ン の 一 覧 表,シ ・ ッ ピ ン グ

パ ー ゲ ンな どの テ ー マ が 用 意 さ れ て い る。

　 　 　 　 電 話 帳 お よ び 公 衆 電 話 サ ー ビ ス

　 また,我 々 は,一 年 間 を 通 じて,電 話 帳 や 公 衆 電 話 サ ー ビ ス が,よ りお

客 の ニ ー ズ に 対 応 で き る よ うに,特 に 力 を 注 い だ。

　 た とえ ば,我 々は 近 隣 地 区 電 話 帳(neighborhood　 directories)の テ

ス トを 実 施 し,家 庭 用 と ビ ジ ネ ス の ユ ー ザ ー 向 け の イ エ ロ ー ペ ー ジ(職 業

別 電 話 帳)を 切 り離 し,さ ら に新 しい 電 話 帳 の 広 告 ペ ー ジ を 補 足 した ・

　 ま た,1979年 に は,新 し い 構 想 に 関 す る テ ス ト(concept　 trial)が

行 な わ れ た。 こ の テ ス トは,お 客 が,電 話 帳 掲 載 の 情 報 お よ び,ス ポ ー ツ
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の 試 合結 果,時 刻.天 気 予報 な どの そ の 他 の情 報 を検 索す るた め に,デ ー

タベ ー ス を呼 び 出す 実 験 で あ る。

　 この 情 報 は,テ レ ビの よ うな ス ク リー ンの上 に,デ ィス プ レイ さ れ る。

　 1980年 に も,こ の種 の追 加 テ ス トが計 画 され てい る。

　 公 衆 電 話 サ ー ビス の 方 も,大 部 分 の主 要 な 輸 送 ター ミナ ル を対 象 と した,

クレ ジッ ト・カー ドや コ レク ト ・コール 用 の 「コ イ ン レス」(貨 幣 不 要 の)

公 衆 電 話 機 の普 及 と と もに,よ り利 便 化 が すす ん で い る。

(霊 三 二:SR:∵ 　 Di…ry… …')
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(5)下 院 パ ネル,AT&Tの ニ ュー ス 事 業 進 出を阻 止 に動 く

　 　 下 院 の 通 商 委 員会(The　 House　 Commerce　 Committee)で は,　AT&

　 Tに 対 し,ニ ュース を 収 集 し広 め る とい う点 で,新 聞,雑 誌,放 送 業者 と

　 競 争 す る こ とを 禁 止 す る法案 を可 決 した。 通 商 委 員 会 は,TimothyWirth

　 議 員の 提 案 を,賛 成25反 対5の 票決 で可 決 した。 この 提案 は,こ れ まで

　 一 般 大 衆 が習 慣 的 に,定 期 刊行 物 や 放送 を通 じて享 受 して きた諸 サ ー ビス

　 をAT&Tが 提 供 す るの を 禁止 す る とい う内容 で あ る。

　 　 ま た,下 院 の パ ネ ル で検 討 して い る電 気 通 信法 案 は,AT&Tに 対 し,

　 AT&T自 体 が,デ ー タベー ス を 提供 して い る情 報 サ ー ビスの 提 供 を禁 止

　 して い る。 しか し,こ の法 案 は,AT&Tが デ ー タ ・検 索 サー ビス を提 供

　 す る こ とは認 め て い る。

　 　 さ ら に,こ の通 商委 員会 は,こ の 法 律 は,AT&Tに 対 す る司 法 省 の独

　 禁 法 訴 訟 で連 邦政 府 が命 令 す るい か な る改 善 策 に も影 響 を 及ぼ そ うとす る

　 もの で は な い,と い うセク シ ョン条 項 を,口 頭 に よる 票決 に よ り承 認 した。

　 議 員 の一 部 は,こ の法 律 制 定 の結 果,判 事 が,何 らか の形 で,解 体 を命 令

　 す る こ とに 制 約 を 感 じるの では な いか と危 惧 してい た。
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　 この法 案 は,AT&Tに 対 し,別 立 ての 子 会 社 を 通 じて,デ ー タ処 理 産

業 に進 出す る こ とを認 め,こ の種 の 活動 を 禁 じて いた1956年 の 同 意条 項

を 無 効 にす る こ とを狙 い と した もの で あ る。

　 これ と類 似 した法 律 が,現 在,上 院 の通 商委 員 会 で検 討 され て い るが ・

この パ ネル では,こ の法 案 に対 し,何 らの ア ク シ ョンを とる こと も予 定 し

て い な い。 この 分 では,今 年 中 に・ この 法 律 が議 会 を 通 過 す る こ とは な さ

そ うで あ る。

　 上 院 の 法案 は,放 送 業 者 に対 す る規 制 を緩和 しよ うと して い るが,こ れ

に飾 民 グ・レー プが 反対 して お り,さ ら に ケー ブ ル ・テ レ ビ ジ ・ンの 規 制

緩 和 もね ら って い る が,こ れ には 放 送 業 者 が 反対 を 唱 え て い る・ 下 院 の 法

案 には,こ の種 の条 項 は含 まれ て い な … そ の こ とが ・ 上 院 の 法案 に対 す

る大 反 対 の 源 とな って い る。
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